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, 歌道 小 見 k  、歌 に 入り はじめた 人に も、 久 しく^の？； 3 に 1.5 る 

人 に も、 或 は に 歌 を 鑑賞す る 人に も 通す る やうな S  ：9 を 

なしたい と 思って、 稿 を 起した ものである。 久しく 歌に ゐ 

る もの 必 しも 歌 を 解せ す。 歌の 門外に ゐる 人が 往々 巨大 

の 眼で 歌 を 見る ことがある。 歌の道 は、 人 情 自然の 道 で あ 

つ て、 萬 人 共通の 大道に あるべき である。 歌の 門 內 1： 外 を 

問 は す、 博 く敎示 をう けた いと 希うて、 この 稿 を 起した 所以 

である。 このうち の 一部 に、 大 正 十一 年 或る 雜 誌の ため 誉 


2 いた ものが ある。 意に 满 たないで 多く 改 め、 且、 大 部 分 を 補 

足した？ 

〇 「萬 葉 集の 系統」 は 大正 八 年 十月 慶應義塾 圆書 館で ロ^した 

ものの 筆記で ある。 そのうち 歌 例の 說明 は 、昨 年 十月 末大 

述南 滿洲鐡 道會社 食堂で 口述した ものから 採った ものが 

ある。 大正 八 年 以後の 事に 言 及して ゐる 所の あるの は、 そ 

のた めで ある。 兩 所の 談話 その 趣旨 殆ど 同じで ある。 本 

書へ は、 慶應義塾の 方を收 めた。 

〇 隨見錄 は、 雜 誌 ァ ララ ギに 書いた もので あつ て、 萬 葉 集に n 

$ ある もの と、 現 歌 直と 交涉 ある ものの 一 部 を g: めた。 


ol^I 槳 狼の 系 統」 「隨見 錄」 を 收め たの は 「歌 道 小 見」 に 述べ た S 見 

を、 そ れ によって 餘 計に 明瞭に し 得る かと 思うた からで あ 

る。 小 著の 主眼 は 「歌 道 小 見」 に あ る。 

大正 十三 年 三月 二十 二日？^ す 
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歌道 小 見 


歌の道 を 如何に 歩むべき かとい ふこと は、 人々 の性资 ゃ終歴 によ 

つて、 一 槪に斯 く あるべし と 定め 得る もので ないで せう。 ここに 

は、 只、 私の 好みと、 私 一 人の 信す る 所と によって、 氣の 付いた 

ところの 大體を 述べ ませう。  *  . 

古 來の歌 

1 短歌 は、 最も 古くから 日本に 生れた 詩の 一 體 であって、 それが fi い 間 


の.^ チれ をな して 今日に 傳 はって ゐ るので あります から、 歌の道に ある ほ 

どの 人 は * 古來の 歌の 中で、 少 くも 櫂 威 を 持って ゐる 歌人の 歌 を 知る、 必 

要が あります。 さう でない と、 往々、 一 人よ がりの 作品に 甘す る やうな 

結 * を 生じます。 明治 三十 年代 和歌 革新 以後に あって、 多少 素質の い..' 

作品 を 遺した と 思 はれる 人の 歌 を 見ても、 この 人が、 どれほどまで 古人 

の 歌の 前に？ は拜 した かとい ふこと を 思うて、 その 作品に、 或る 遺 慽を感 

やる 場合が あ. ります。 

我々 は、 自分が 生れる 時 授けられた 性情の 一 面 を 歪めたり、 遺 却し^ 

して 生長して ゐる のが 普通であります。 現世の 環境に 歪.^ か あり 腐 

缺が あるから であり ませう。 その 遺 却され 歪められた ものが、 古人の 作 

品こ棧 する ことによって、 覺 まされたり、 補 はれたり る こと 力 多し- 
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のでありまして、 左樣な 問題に 無關 心で 歌 を 作して ゐる人 は、 S: 分で は 

自分 全體を 投げ出して ゐる つもりで も、 それが、 猶、 一 人よ が，.^ に 終る 

場合が 多い やうであります。 勿論、 古人の 作品に 接する ことが" 自.： J を 

覺醒し 補足す る ことの 全部で あると は 思 ひません が、 歌の道に ある もの 

が 歌の道の 由來 する 所を溫 ねて、 そこから 啓示され ると いふ こと は、 

接で 自然な 道で あらう と 思 ひます。 歌に 入らう とする 人 も 歌の 逍に 久し 

く 居る 人 も、 この 意味で、 古人の： E 品に 常に 親しむ ことが 結構で あると 

思 ひます" それ は、 古人の 作品 を晃 本に して 歌 を 作す ことと は 違 ひます" 

それならば ノ先づ i.s 一  に、 どんな 歌 に 親しめば よい かとい ふこと に 


ぷ ます。 それ こ-は" 私 は 躊躇す ると ころな く、 萬 葉 集 を擧げ ます 

萬 葉 集 は 9 我々 の 遠い 祖先から 傳 はった 歌の 精神 を、 最も 素直に 受け 

繼ノ で、 それ を、 廣く、 豐 かに、 深く 透徹 させて 發 達した もので あ b ま 

して、 古來の 歌集 中 最も 傑れた ものであります。 これ を 時代から 言 ふと、 

今から 千 五 百年 前 頃から、 四百 四 五十 年間に 亘 つた 作品 を轔 めた もので、 

飛鳥 朝 藤 原 朝 奈良朝 (萬 葉 集 を 言 ふに は * 舒明以 後奈良 朝まで を 斯檨に 

分けぬ と 都合が 惡 いやう です。 藤 原 朝 は十數 年に 過ぎません が、 萬 葉 集 

最盛期 をな して 居ます から、 矢張り 他と 分つ 方が 好都合です) の 作品 を 

最も 多く 收め てあります。 そのうち， 飛鳥 朝の 末 頃から、 藤 原 朝 を 中心 

として、 奈良 朝の 初期 頃まで が この 集の 頂勲を 成して ゐ るので あ，" まし 

c> その 4 'で、 特に 高い 位 Si を 占めて ゐる のが、 沛 本人 磨と U 部 赤ノで 


あ. c 'ます。 この 二人 は、 古來歌 it と 言 はれて ゐる 人でありまして、 日本 

の 人 は、 皆 その 名 を 知って 居ります が、 どんな 作品 を 遺して るる かとい 

ふこと は 知らぬ 人が 多い のであります。 特に、 その 作品のう ちで、 どん 

なのが 傑れた 作で あるかと いふ こ， と は、 專 門の 歌人 も見當 のつ いて ら 

ぬ 人が 多い のでありまして、 古來、 左檨な 問題に 到達して、 人 麼赤人 を 

說 いた 人 は 殆どない のであります。 それほど、 歌人と いふ ものが、 古人 

の 作品に 無關 心で あり、 或は、 無關 心で なくと も、 その 作品の 命にまで 

鲷到 するとい ふこと が 少なかった のであります。 元來、 傑れた もの を認 

める の は * 傑れた 心の 持主で なければ な.^ ません。 人 麿 赤 人の 歌の 高さ 

深さ を 知る の は， 我々 に は 一 つの 修業であって、 それが、 一 面に は， 211 分 

5 の 心^ 開拓す る 道になる ので あらう と 思 ひます。  , 


6 人 K 赤 人 は • 萬葉集中の傑れた作者でぁ，.^ますが、このニ人を以って、 

萬 葉壤を 代表させる とい ふこと は出來 ません。 それ は、 この 他に 猶澤山 

傑れた 作者が ありまして、 それが、 各、 自己の 本質に 根ざして、 立派な 

歌 を 作して ゐ るからで ありまして、 これらの 作者 は、 決して、 人 麿 や 赤 

人 を 小さく したり、 薄く したりし たもので あ， 0 ません。 萬 葉 集の 作者 は， 

殆ど 凡ての 人が、 皆 自己の 本質の 上に 立って、 各特徵 ある 歌 を 作して な 

るので あります から、 萬 葉 集 を 知らう とする に は、 矢張り、 萬 葉 集 全體 

を 知らねば ならない のであります。 詳しく 言へば、 萬 葉 集の 初期と 末期 

では， 歌の 命に 可な， 9 の 相違が あり、 特に 末期に 近づけば、 相違が 餘計 

に 目に付く のであります が、 それ も 猶總括 的に は 以上の 言が 爲 される の 

せ どうか 

であ， 0 ます。. 歌の 數は、 長歌短歌旋頭歌すべ て四千五百首ほどでぁ，.^ま 


して、 作者 は •  ，M 帝 sll^ より^ 夫 泡 人、 大 ほ も將軍 も あれば 防人 へ 今の 

守備兵 二等 卒と いふ 所です) も资人 (せ 人 使役の 從 です) も f， 下 

つて は 遊行 婦女- (昔の 藝妓 です) も 力り， 乞食 も あると いふ やうに、 す 

ベての 階級 を 通じての 人が、 必然の 衝 迫から 赤裸々 の 人 問と なって 歌 ひ 

あげて ゐ るので ありまして、 この 勤 一から 見れば、 各 作者の 絕對 個人的 耍 

求に 徹して 生れた 歌集で あると 言 ひ 得る と共に、 一面から は、 それが、 

宛らに 當 時の 民族的 性情 を 代表して ゐる とい ふ 観が あります。 近！ は， 

歌が 民衆的で なければ ならぬ。 普遍的で なければ ならぬ。 言 ひ換へ れば、 

一 般の 人に 分る やうに 歌 はれねば ならぬ とい ふ龜 論が、 歌人の 一 部に 行 

はれて ゐる やうであります。 それ は 議論と して 差 支へ ありません が" 歌 

7 を^す ものが、 左 欉な條 件 を 目安に おいて 歌 はう とする. の 愚なる こと は、 


s 萬葉壤 作者の 態度と、 その 作品の もつ 意義 を考 へて 見れば 分ります。 こ 

こに は橫 道であります が、 序 を 以て 言及す るので あります。 つまり、 

葉 集 は， 何 所まで も 個人的 要求から 生れた 歌集で あると 共に、 . ^れが a 

ちに 民族 を 代表す る 歌集に なって ゐ るので あります。 之れ は、 葉 集の 

大きな 特質で あ まして、 軍に 歌の 上の みならす。 その他の 動 一から 日本 

民族の 血液の 源泉 を 知らう とする 人々 のために も， 儔罕 なる 資典 であり 

得る と 思 ひます。 

. 萬 葉 集の 性 命 

萬 葉 集 時代の 人 は、 心が 軍 純で、 一途で、 調子が 大まかで、 太くて 强 

いところ があった やうであります。 それが 宛らに 歌に 現れて 居ります。 


SSf 純 一 途 であるから、 - 原始的な 强 さと 太 さと を 持って 居り、 子どもの 如 

き 純， 粹 さと， さ を 持つ て 居ります。 それが 樣々 の 相と なって 生長して、 

或る もの は、 藝 術の 至上 所と 思 はれる 所にまで 到達して ゐ るので あ.^ ま 

すが、 左様な 所に 到達す る ことが、 原始的の 素朴 さや 純粹 さから 離れ. る 

こと を^ 味して ゐな いのでありまして、 その所が_3!葉集の3^ハのカの生れ 

る 所で あ.. o、 どの 歌 を 見ても， 如何にも 生き/^ として ゐる 所で あらう 

と忠 ひます C  (後出 「萬 葉壤 諸相」 參照) 今の 世の 藝術 (歌に 限. - ません。 

猶 言へば、 藝 術に K りません) の 力の； i さ、 輕さ、 甘 さが、 如何なる 所 

に 胚胎して ゐ るか を 考 へ る も. のの 參考 になら うと 思 ひます。 

萬 葉^の 作者 は、 平安朝 以後の 歌人の 如く、 歌 を.. - 品な 遊戯 品と して 

9 取扱って 居 しません。 歌 ふ 所 は、 皆 * 必至 已むを 得ざる 自己の 衝 迫に 根 


^ ざして 居ります。 これ は" 萬 葉 人と して 當然の 行き方でありまして、 萬 

葉 集の すべての 歌の 命 は、 一括して、 ここに あるの だと 言 ひ 得る と 思 ひ 

ます。 これ を內 面から 言へば、 全心の 集中で あり" 外面から 言へば 直接 

な 表現であります。 直接な 表現であります から、 打てば 鳴り" 斬れば 血 

が 出る のでありまして、 左檨な 緊張した 表現が" 上代 簡 古な 姿と 相 待つ 

て、 藝術 としての 氣品を 持して 居る のであります。 全心 壤 中から 生れな 

い 歌 は、 生れなぃ先きか-ら歌でぁ，.^ません。 さう いふ 歌に 限って、 表 

現が 生ぬるく なり" 間接な ものに なり" 安 《^ 輕 薄な ものに なり、 しま ひ 

に は" 詞の 上の 遊戯に 陷 つて、 洒機 ゃ虚假 おどしの 餅 列に 終ります。 今 

の 世の 人 は、 生活 精神が 幾つに も 分岐して 居ます から、 ，rj? をよ む 時に な 

ゥて も、 素直に 心の 集中が 出来す、 その 割合に、 世間 氣の 方が 多く 發達 


• して 居りまして、 歌の 氣品 を餘 計に 低下させる やうで あ，. „ ^ます" つまり、 

純粹な 歌の心から 惠 まれない 時代に 我々 は 生息して ゐる やう であ，.^ ま 

す それ ゆ ゑ、 我々 は 自分で は 全心 を 奥 中 させた つもりで も、 案外 力の 

ない 一 人す ましの ものである のが 實 際の やうであります。 さう いふ 我々 

であ， 0 ますから、 歌に 入る 時から、 歌に 果てる 時まで、 萬 葉 集に 親しむ 

ことが 結構で あ，.^ まして、 それ は、 丁度、 歌のお 血脉 を.. タ につけて ゐる 

やうな もので あらう と 思 ひます。 

萬 葉 集の 讀み方 

萬 葉 集 は、 近頃 澤山 出版され て、 割合に 手に入 b.n: 勿くな つて 居ります。 

U  • ホケット ブックに なって ゐる袖 珍. 文庫本 は、 惯  一二 圓で 得られます。 そ 


^ れで 結構です" それ を 何回も 何回も 讀ん でゐれ ば、 意味の 分らぬ の も 

自然に 分って 來 ます。 分らぬ 歌が あったら、 それ は 暫く 措いて、 分る だ 

け讀ん でゐて もい、 でせ う。 千 何 ぼ 年 前の 歌です から、 今の 人に 通じな 

ぃ詞も 可な り 多い のです が、 いくら 分らぬ といっても 外國 語で は あ..^ ま 

せん。 我々 の 服 先の 間に 用 ひられた 詞 であ..^ ますから、 自然に 分る やう 

よみ  、 

こなり ませう。 どうしても， 隅々 まで 1^ と 意味と を 明 力に したいと 思 ふ 

は、 註 p: 書に 依る 外ありません。 ffi 釋書を 見ても 不審が あ b ますから 

その 5B<fn は 自分で 硏究 する より 外 あ，.^ ません。 自分で 硏究 すると は お 

寫本 以下 一 葉 諸 本 を 校合して、 その 文字の 異同 を考 へ、 訓と 意味と を考 

へ る ことです。 これ は 一 生 を かけても 大成し 難い ほどの 爲 事になります 

ここに は  >  註 釋 書の 主なる もの. を擧げ ます。 
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仙^ 禅師 萵葉 狼註釋 ( 一 名 g 葉 * 抄 とも 又 仙覺抄 ともい ふ) 國學： お 

，大學 出版部 出版 國文 學註釋 全書。 お 本屋に あり。 惯 不定。 

仙 5： 兑は、 近古 tsi: 薬 集訓點 一の 大成 者であって、 その 註 釋も我 

々 の 參 照す べき もの が あ り ます 。 

北村季吟ー^^ー9!葉拾秘抄 木版 本。 古本屋に あり。 惯 不定。 季吟 の據本 

は， 仙 覺の新 S 一本と 異 つて 居ります から、 訓 g 一校 合の 上に 

も秦 -考 になります。 

契 沖 一 4^ 萬 葉 雄 代 匠 記 稍 田大學 出版部 出版。 古本屋に あり。 便不 

定，」 川 初期の 萬 葉 研究に 光明 を與 へた もので 有名です。 

參照を 要します。 

荷 ffl 养滿蓊 萬 葉 集 僻案抄 古今 書院 出版 萬 葉 集 叢書。 惯ニ圓 九十 錢、 
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前の 二人と 殆と 同時代の 古學 者であって、 創見が あり.' « 

淵の 萬 葉 银 研究に 影響 を與へ てるます" 參考 になります。 

賀茂眞 淵 著 萬 葉集考 その他 弘文館 出版 賀茂眞 淵 全集， 古本屋に あり" 

, 價 不定。 德川 時代 萬 葉 集 研究の 中心 をな して ゐる こと 誰も 

知って 居り ませう。 

本居宣 長 著 の 小琴 そ の 他 弘文館 出版 本 as 宣畏 全集。 古本屋 にあり リ 

13 不定。 創見が あります。 

あかし 

士谷 御杖 S< ^萬 葉^ 燈 古今 書院 出版 萬 葉 集 叢書。 ffi 三 固 六十 錢。 眞 

淵官 一長の 學系を 引かぬ 人であって、 萬 葉 集の 助 辭硏究 その 

他に 特色が あります。 

橘 千 蔭 著 萬 葉 集 略解 博 文 館 出版。 ffi 一一 一圓..。 普： 迎に行 はれて ゐる简 2 半 
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な 註釋誉 です： 訓み方 も解釋 もさうよ くありません が參照 

に まなり. ま 49。  ， 

荒木 田 久老蓊 K 葉 ¥1^ 槻乃落 薬 力 入 「書院 出版 萬 葉 集 叢書 e 偕 不明。 宣 

長 千 蔭と 共に 眞 淵の 門人で、 硏究の 材料 も廣 いし、 說 が穩. 

健で 创 見が あ ます。 

橘 守 部 著 萬 葉 集 檢孺手 國書 刊行 會 出版 橘 守 部 全集。 惯 凡そ 四十 圓。 

古今害院出版}3:葉^^叢書。 偕ニ圓 八十 餞。 官： 長 等と は異 つ 

た，： i: きに 古學を 究めた 人で あるから、 所說に 特異な 所が あ 

ります 0  - 

？ i 本 由 豆 流 著 萬 葉 集考證 古今 蒈院 出版 萬 葉 集 叢書。 近刊の 窖で惯 は 

未定です。 德川 末期の 研究 書と して 考？ S 該博、 所 說穩當 9^ 


^  註釋 害です。 

鹿 持 雅澄著 萬 葉 集 古義。 國書 刊行 會 出版。 價三 四十 圓。 德川 末期に 成 

された もので、 註釋 書と して 最も 精細に 入って ゐ ませう。 

僻說も 交じって ゐ ます。  ， 

木 村 正辭著 萬 葉 紫 美 夫君 志 光風 館 出版。 價 五圓。 明治時代に 出た 

註釋 書と して は 最も 權威 ある ものです。 . 

その他， 現今 生 W して ゐる 人の 著書で は、 井上通泰 氏の 萬 葉 集新考 〔歌 

書^5書刊行會出版。 非賣 品) 佐々 木 信 綱 氏の 萬 葉 集選釋 (博 文 is 出版 •© 

一 圆 八十 錢」 折 口 信 夫 氏の 口 譯萬葉 集 (文會 堂 出版。 偕 四 0) 等が あり 

ます。 以上 は皆訓 點； 解釋を 主と した ものであります。 歌の 惯 値 論にまで 

入って 精細に 說 いて ゐる もの は、 只 一 つ、 伊藤左千夫の ず：： 薬 お 釋がぁ 


るば かり です。 (雜 sifer 醉木 及び ァ ラ ラ ギ 」 さう いふ 所 ま で 入って ゐるも 

の は その外に 正！： 子規の 「萬 葉 集 を 請む 」 及び 其 他諸說 (ァ ルス 出版 

竹 里 歌 話。 價ニ圓 八十 錢) 長 塚 節の 萬 葉 無 十四 卷硏究 及び 萬 葉 集 口占、 

(雜 誌ァ ララ ギ： 萬 葉 集 輪講 (維 誌 ァケビ • ァ ララ ギ) 齊藤茂 士ロ氏 著 望 馬 

漫語、 * 陽 S 出版 f 一圓 三十 餞、 和 辻哲郞 氏の 萵葉 集の 歌と せ 今华の 歌と 

の 相違に つ いてへ 雜誌 思想〕 等で あらう と 思 ひます。 この 他に 小 ル.. ： の：： n の 

屈かぬ もの も ありませ う" 

萬 葉 集 以後の 歌维 

. ？ E? 葉 無 以後の 歌 壤は、 勒 選集 やら 何やら、 非常に 多數 あります が、 値 

^ 打 ある 歌集と いへば •  一 3 葉 狼の 系統 を 引いた ものば かりでありまして、 


^ 古今 集 以下の 勅選 稚？ 及び その 系統 を 引いた もの は" 前 S. したやうな 全心 

なま 

の 集中が なく、 從 つて" その 表^ は 多く 生ぬるく" 且つ 間接的な ものば か 

りでありまして、 甚 しいの は *  a- 門に 詞の 洒瀰を 弄んで ゐる やうな もの 

もあります。 例へば * 新 勅選 薬の 中の 

： 來ぬ人 を まつ ほの 浦の 夕な ぎに 燒 くや 藻鹽 の，：^ 

もこが れつつ  藤 か 

； 古今 集の 中の 

,  心 あてに 折らば や 折らむ 初霜のお きま ど はせ る  .. 

^11菊の花 . 凡 河内 躬恒 

とい ふやうな ものでありまして、 人 を 待つ と、 淡路島の 「まつ ほの 浦」 

と を 言 ひかけ た听 など、 作者に は 得意で ありませ うが、 詞の 上の 洒瀰 に. 


過ぎ ぬ の でありまして、 K に藻鹽 を燒 くと い ふ ， J とと、. c^- も 焦れ ると い ふ 

. こと を 言 ひ 通 はせ たの も、 詞の 遊戯 以上に 何等の 眞情 も ； S れ て お ら ぬ の 

であります。 ず：； 葉^に も、 序 In その他に 言 ひかけ の 句法が あ ますが、 

多く、 直観的 實情. ゲ 作って 居る のでありまして、 詞の 遊戯と は 違 ひます" 

一 首の 歌 を^ はって、 頭の 中へ、 びんと 來 るか 來 ないかが、 さう いふ 所 

. で岐れ るので あります。 初霜 か， n: 菊 か 目で 見て 分らぬな どに 至って は、 

全く 實感 の範圍 から 拔け 出して、 言語の 槪念を 以て 遊戯 をして ゐる もの 

. とする より 外はありません。 この 二つの 歌で、 勅選集 全 體を言 ひ 去る の 

は亂 暴であります が、 多くの ものが、 斯んな 調子の ものと 思っても 大し 

た 問 違 ひ はなく、 それほどの 遊戯で なくと も" 歌 全體に 生き/,^ しだ 命 

S のこ もった もの は 極めて 少 いのであります。 さう いふ 歌 を 人に 推獎す 


る 勇氣 tT 私に ありません。 、 

それで" 萬 葉 集の 系統 を 引いた 歌集 を" 萬 葉 集に つづいて 讀 むこと が 

有 いであります。 先づ、 源實 朝の 金槐 集、 國民 文庫 中の 金 树^, 非责 品。 古 

本屋に ありす。 すみ や 書店 發 行の 鎌 倉右大 ぼ 家 佑 ^  (稀に 古本屋に あり。) 

であります。 德川 時代で は， 田 安宗武 (博 文飽 出版 近代 名家 歌 選。 愤三 

圓 二十 餞」 僧良寬 へ 警醒 社 誓 店 出版 良宽 和歌 集^ 惯 四十 錢。 目黑 書店 出 

版良寬 全傳) 憤 ニ圓。 良 寬# 出版 良寬全 猿。 愤ー 圓 五十 錢. - 春陽 堂 出版 

良|讯和^1詩歌壤。偎 一 圓 五十 錢等、 平 賀元義 (彩雲 S 出版： 小 賀元義 歌 维>惯 

六十錢。これは今殆ど得られません-「恭陽*^出版平賀元義歌集。 惯三圓 一 一 

十錢。 せ 今寄院 出版 平 賀元義 歌 化 S 評 IT 近刊 價 不明： などであります つ 明治 

になって は、 正 岡 子规の 歌ハァ ルス 出版 竹の 里 歌 全 奥。 偎ニ圓 五十 餞。 同 


所 出版 子规 選集。 Ml W 五十 餞。 新潮 社 出版 花 枕。 憤 三十 五錢。 俳 寄 堂 

出版 竹 乃 里 歌。 ffl 一 一十 五錢。 この 一 書 は 稀に. K: 本屋に あ.^ ます) 伊^ 左 

千 夫の 歌 («陽^.^出版左千夫全集第 一 卷。 愤ニ： 圓五 十錢。 アクス 出版 左 

千 夫 選集。 價ー 圓 五十 餞) 長 塚 節の 歌 (* 陽 堂 出版 塚 節 歌集。 憤ニ圓 

六十 餞) は、 私の に 座右に 備 へて ゐる 歌集で あ.^ まして、 ^菜 集を崇 

拜 する 現世 人が 如何なる 域にまで 到達し たかを 知らん とする 人に も、 い 

. ^參考 になる ベ きで あらう と 思 ひます。 明治 三十 年 以後 革新され た 歌 を 

作した 人々 のうち、 これ 以外に も， 素- 资 のい、 歌を遗 して 逝った 人が あ 

ますが、 それらの 人が、 1^<に^ 葉 集に 鱧拜 する 所が あったら、 餘 計に 

歌 柄に 品位 を備へ たで あらう と 思うて、 遗慽に 感じます。 
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古歌 集と 商 己の 個性 

. 私が" 萬 葉 * 及び その 系統 を 引いて ゐる諸 歌集に 親しむ ことが 大切で 

あると 言 ふのに 對 して、 世間 往々 反 對の說 をな す ものが あ b ます。 歌 は 

素と 作者 自身の 感情 を 三十 一 音の 韻律と して 現すべき ものである。 それ 

であるのに、 千年 以上 も 昔の 歌集 を んで 歌の道 を 修めよ とい ふの は、 

生き/,^ した 現代人の 心 を 殺して、 千年 前の 人心に I^r 服せ しめよう とす. 

る ものであって、 少 くも s.〕 代人の 個性 は 現れる 答 がない と 云 ふので あり 

ます。 此說 一通. - 御尤もであります が、 人間の 根本 所に 徹して 考 へた 詞 

であ. 0 ません。 歌に は 歌の 大道が ある。 その 大逍の 由って 來る 所に 總拜 

する の は、 自分の 今 踏まん とする 大道 を禮拜 する ことで あり、 自分の 踏 


まんと す る 大道 を？ 紀拜す る こと は" 自分 の 個性 を 骨 )\;9； す る 所以 になる の 

であります。 佛敎 の眞の 行： は、 皆， 己れ を 空し く，， M し釋仲 の 前に^ 拜 

します。 己れ を 空しく し、 愈々 空しく して" 一 向專念 佛に仕 ふる 行者に 

して、 籾め て、 一! 县の侗 性を發 現させる ことが 出來 ます。 法然， 親鸞、 道 

元， 日 逮の徒 皆 この類で チリ ませう。 この 消息に 徹せす して、 今人 說く 

所の 個性 は、 多く 目前の 小我でありまして、 有る も 無き もよ く、 無 けれ 

ば猶 よい ほどの 侗 性であります。 

之れ を 歌の しで 言へば， 正 子规 であります。 子規 は * 歌の 上で 絕對 

に ® 葉 集を尊 信し ました。 萬 葉 集 を 尊信した 子規の 歌が、 古人に 屈服し 

て 個性 を 滅却し 了って ゐ るか 何う かとい ふこと は、 子规の 歌集 を 見て 分 

り ませう。 ： 


^  iiSsS なる をお もへば 眞 ft 餉の 看の 上に なみだ 

客ち け り 

人み なの 箱 根 伊香保と 遊ぶ 日 を 庵に こも.^ て蠅 

われ 

殺す 我 は 

力 ナリヤの さへ づり 高し 鳥 彼れ も 人 わが 如く 晴 

. れを 喜ぶ 

金網の 鳥籠 ひろみ うれしげ にと ぶ 鳥 見れば われ 

も： #； しも 

g にさす 藤の 花 ^みじかければ 疊 のうへ にと ど. 

かざりけり 

これら は * 子規の 歌 狼から 一 例を擧 げたに 過ぎません が、 子规の 至つ 


た 所が、 寓葉 以外に 出られなかった と 思 ふ 人に は、 よい 反省に なら、 「と 

思 ふので あります。 序 を 以て、 子規 門下、 伊藤 左 千 失の 歌 を 少し 擧げま 

す。 

天地の 四方の 寄 h 合 ひ を 垣に せる 九十 丸 里の 濱 

に 玉 拾 ひ をり 

；^くゃま  あめ 

高山 も 低 山 もな き 地の はて は 見る目の まへ に 天  * 

し 垂れたり 

これらの 歌 は、 古今 數千载 を 通じて、 何人の追©をも，5^さぬほどの傑 

作で あると 思 ひます。 同じく 子规 門下 ，長 塚 節の 歌 を 少し 直^げ ます。 

0 の 葉の 雨 をよ ろしみ 立 ち 濡れ て 聽 か ？ 思 へ 

ど. をいた はりぬ 
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むしばみて 鬼 灯 赤き 草 むらに 朝 はう が ひの 水 

すてに け- 

二 首ながら、 節の 末年に 近い 病中の 作です。 如何にも よく 病 者の 神經 

の 細か さが 出て 居ります パ 以上 子規 以下の 歌 「はしがき」 を 略す) 私の 

萬 葉 尊 言 を 言 ふ を 見て、 個性 滅却の 言と なす もの も往々 ある やうで あり 

ます 故、 一言の 辯 解 をして 匿く のであります。 

歌 を 作す 第一義 

自己の 歌 をな す は" 全心の 集中から 出ねば なりません。 これ は 歌 を 作 

すの IS 一  義 でありまして、 この 一 義を 過って 出發 したら、 終生 歌ら しい 

歌 を 得る こと は出來 ません。 自ら 全心の 集中と 思 ふ もので も、 案外、 一 


時的發 作に 終る や、 つな 感動が あ. -ま す。 左檨な 感動 は、， 數 日を經 過し、 

十數 ほ を經 過す るに 及んで、 心境から 霧 消して 居 h ます。 さう いふ もい 

は、 自己の 根抵 所に 根ざした 4- 心の 集中と は 言 はれません。 さう して は 

ると、 歌 を 作す 機會 は、 存外 シクく ある ものではありません。 心の中に 輕 

く 動いて 輕く 去る やうな 感動 は、 それ を 何う 現しても 、要するに 輕 易な 作 

品に 墮ち てし まひます。 輕 易な 作 を數ば 作して、 數ば 之れ に 馴れる とい 

ふこと は、 歌人と して 恐る ベ き 道に 入って ゐる ものであると 思 ひます。 

大抵 歌が 上手に なると、 この 道に 入り 易くな ります。 囑目囑 心の ものが 

何でも 手輕に 歌に 纏まります から 面白い のであります。 歌の道 は、 決し 

て、 面白 を かしく 歩むべき ものではありません。 人 麿 赤 人の 通つ た 逍 も 、 

^ 實 朝の 通った 道 も、 芭蕉 (これ は 歌人で は あ. -ま せんが) の 通った 道 も、 
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i. 元義、 子規 等の 通つ， た 道 も、 肅 ましく 寂しい 一 筋の 道で あ- ^ます。 

この 道 を 面白 を かしく 歩かう とする の は、 風流に 墮し、 感傷に 甘えん と 

する 儕でありまして、 墮 する 所 愈々 甚 しければ、 しま ひに は、 詞 の洒溻 

や ItIK おどしな ど を 喜ぶ 遊戯 文學に な つ て しま ふの であ 6 ます。 私 は、 

歌の道に ある 人々 に 向って、 濫作 は 勿論、 多作 を も a めません。 

寫 - 生 

. rr.- どもの 心 は、 多く、 具體的 事象との 接觸 によって 感動 を 起します。 

感 &の對 象と なって 心に 觸れ來 る 事象 は、 その 相觸 るる 狀態 が、 事象の 

姿で あると 共に、 感動の 姿で も あるので あ、 ります。 左様な 接 觸の狀 態 を、 

その it に 歌に 現す こと は、 同時に 感動の 狀態を その ま、 に 歌に 現す こ 


と にもなる ので. あ..^ まして， この 表現の 道 を 寫卞と 呼んで 居ります，^ 私 

の 前に. 直接 表現し 言うた のむ、 多く この 寫生 道と 相伴 ひ. V す： 感動の 蜜 

接 表現と い へば、 嬉しい とか、 悲しい とか、 寂しい とか、 懷 しいと か、 

所 謂 主觀的 言語 を 以て 現す ことで あると 思 ふ 人が 多い ので あり ます が , 

赏際は 多く さう でない のであります。 一 體、 悲しい とか、 嬉しい とかい 

ふ 稀 類の 詞は、 各人 個々 の 感情 生活から 抽象され た詞 でありまして、 所 

li 感情の 槪念 でお ります。 槪念は 一 般に 通じて 特殊なる 個々 に 當て箝 ま 

わ. ません。 我々 の 現したい. もの は * 個々 特殊なる 感情 生活であります か 

ら、 概念的 言語 を 以 て 緊密 に 表 現す る こと はむ づ かしい ので あり ます 。 

悲しい と 言 へば 甲に も 通 じ 乙に も 通じ ます C 併し、 決して 甲の 特殊 な 悲 し 

g, ル み を も、 乙め 特殊な 悲しみ を も 現しません" 歌に 寫 生の 必要な の は" こ 


^ こから 生じて 來 ます" つま. -、 感情 活動の 直接 表現 を 目 ざすから であ， り 

ます。 前揭の 歌に ついて 一 二の 例 を 擧げれ ば、 例へば、 子規の 歌 「肴の 

上に 淚ー搭 ちけ，^」 左 千 夫の 歌 「見る目の 前に 天し 垂れたり」 とい ふ 現し 

方に しても、 それが 單 なる 悲しみと か" 壯大感 とかい ふ 抽象的 言語に よ 

つて 成されて あったら 何う であらう と考へ る 時 歌に 於け る寫生 道の 翁 

さが 直ぐに 理解 さ れる であ らうと 思 ふ の であります 」 

元來" 寫 生と いふ 詞は、 上. K! の 支那 靈 論から 生れた 詞 でありまして、 

生を寫 すと いふ こと は、 心と 物と 相 接觸す る狀態 を寫す ものと されて 居 

ります。 それ を 明治時代の 畫論 家が 誤り 傳 へて、 軍に 一 寸 した 形態 をス 

ケ ツチす る 位の 意味に 用 ひたので あ. ^ます。 今でも、 寫生 といへば、 そ 

んな 向きに 思って ゐる 人が 多い のであります が、 森 田 1M 友畫 伯な ど は、 


明かに 寫生道 を 以 て 傳祌 道と 同 じ 意義 に說き 且つ 用 ひ て 居 0 ます。 ， J れ 

を 歌の 上に 轉 用した の は 正 ^子規であります。 私 ども は、 歌に 於け る寫 

生 道を以 つて、 感情 活動の 直接 表現 をな す 殆ど 唯一 なる 道と して、 この 

道 を 究極せ しめて 行きたい と冀 ふので あります。 喜 怒哀樂 と い ふ 如き 主 

觀的 言語に つい て は、 猶 少し 詳しく 言及して お きませ う- - 

生觀的 言語  ， 

I 體、 悲しい とか 嬉しい とかい ふ 主觀的 言語 は" 我々 の 日.？： e 生活の 上 

で、 何う いふ 種類の 人から 多く 閗 かされる かと 考 へて 見る に、 これ は 男 

よりも 女の 方から 多く 聞か される やうで あり ます。 その 女の 中で も、 

「リ 廿 たるい 女と か、 愚痴の 多い 女と かいふ 侧 から、 餘 計に 多く 聞かされ ま 


^ す" 尤も、 これ は 女に 限りません" 男で も、 甘た るい 側に 屬す. ろ 几々，. 

殊に 藝術 かぶれ、 文學 かぶれ、 宗敎 かぶれな ど をして ゐる 男の 口から、 

よく 斯欉な 主観的 言語 を頻發 する のに 出 遇 ひます。 斯うい ふのに 出 遇 ひ 

ますと、 叉 かとい ふ 感じが 先立つ のでありまして、 叉 かと 思 ふ 感じ は、 

其の 弊に 堪へ ぬと いふ 感じでありまして、 他方 面より 言へば、 主観的 言 

語の 輕卒 浮薄に 用 ひられる の を 厭 ふ 感じであります。 小生の 傾向から 申 

します と、 悲しい とか 嬉しい とかい ふ 種類の 言語 は、 せつば 詰まった 或 

る 場合に、 稀に 聞かされる 時、 身に： あみる のでありまして、 左檨な 言語 

を頻 用され 、ば、 される ほど、 身に みる 程度が 薄ぐな つて、 しま ひに 

は 輕薄感 さへ 伴. ふに 至る やうであります.。 これ は、 丁度 3 武士が まさか. 

の 場合 拔く 刀に 威力 を感 する が、 容易 に 屢々 拔く 刀に 1^ 力 を 感じない と 


似た 所があります。 まさかの 場合に 拔く 刀に は、 その 刀の 背後に、 せつ 

ば K ま つた 具體的 事情が 潜ん で 居りまして、 そ の 事情が 刀 を 活か します - 

容ぉ に拔く 刀に は それが ありません。 今の 詩歌 人 は、 刀 を 容易に 拔 いて 

振り翳す ところが ある やうであります" これ は虛假 おどしの つもりで は 

ないで せう が、 結果 は 殆ど 虛假 おどしに 等しくな つてし まふので ありま 

す。 その 現象が 歌に 出て ゐ るので ありまして、 ，王 觀句を 歌の 上に 頻 用す 

ろ ことが、 主観 を 尊 首； す る 道で ある 如く 心得て ゐる 人が 多い ので ありま 

すが、 小生 は、 それ を、 その 反 對に考 へて ゐる こと 上述の 如くで ありま 

して、 物心 相觸 れた狀 態の 核心 を 歌 ひ 現す のが、 最も 的確に 自己の 主 齦 

を 表現す る 道と 思 ふので あり まして、 こ れを寫 生 道と 稱 して ゐ るので あ 

ゥ， ります.」 、王 觀的 言語 も寫生 道に 拌 つて 多く 命 を 持ちます" 抽象的 言語が 
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具 f 戚 こよって 特殊 化される からであります。 丁度， 刀の 背後に 切迫し 

た 具 體的事 W が 潜んで ゐる ことに 似て ゐま す。 それにしても、 私 は" 左 

穩な 主觀的 言語の 歌の 上に 頻 用され るの を、 重厚に して 强 みある 心の， 祉 

れ なりと 思 ひません。 この 消总 は" 前に 揭 げた 子規.， 左で お、， 節の 歌 等 

によって 了解し 得る ことと 田^ ひ... >,6 す。  ： 

萬 葉 集 は、 感動 を直敍 した ものが 多く" 從 つて" 主観的 言語 を 多く 駢 

列して あると 思 ふ 人が あり、 戀の歌 哀傷の 歌 g 旅の 歌な ど は。 餘計 にさ 

うい ふ倾 きを 持つ と 思 はれて ゐる やうであります が、 必 しも、 さう であ 

りません。 矢張り" 現れ 方の 虔 ましい ものに 傑れた ものが 多い やうで あ 

,0 ます。 人 磨 は、 妻に 別れて 來た 哀しみ を 

^ の 葉 はみ 山 もさ やに さわげ ども 我 は 妹お も ふ 


別れ 來 ぬわば 萬棻ニ 

と 歌 ひ， 阿騎の 野に、 日 並 皇子の 曾遊 を追懷 して は 

日 並の 皇子の 尊の 馬 a めて 御獵 立た ししと き は 

來む かふ m 葉- 

と 歌って 居り、  赤 人 は" 旅情の 寂し さ を 

島隱り わが 榜ぎ 來れば 乏し かも 大和 へ のぼる 具 

くまの 

熊 野の 船 萬 葉 六 

と 歌って 居ります。 內に 切な 心が あ つて、 外に 虔 ましい 姿が あります 

斯うい ふ ものが 餘 計に 感慨 を 深く a へ てゐ ると いふ 心地が いたします」 

稻 春けば ぎる わが 手 を 今 霄もか 殿の 若 子が 取り 

C  て 長 息 かむ  萬蕖 十四 
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彼. の 子ん と 宿す やな" なむ はた 芒 浦 野の 山に 月 

片寄る も  ず： 葉 卜 S 

ことし 行く 新 防人が 麻 ごん も 肩の 紕ひ はたれ か. 

取.：： T 見む  萬 葉 七 

これら は、. 皆無 名の 男女の 歌であります が、 所謂 主 觀語を 用 ひやして、 

哀 れな 心が 內に 籠 つて 居ります c「 かがる」 は K の 切れる こ と 「紕 ひ」 は 著 

物の 擦り きれさう になる ことです" 勿論、 萬 葉 集に， 王觀的 言語の 用 ひら 

れた歌 も 多くあります が、 それらの 歌の 生きて ゐ るの は、 寧ろ、 それと 

相伴へ る 具體的 事情が 急迫して ゐる ためであって、 その 急迫の 力が 强く 

a れて ゐる ために、 主 觀語を 輕薄 にしない ので あらう と 思 ひます 


歌の 調子 

短歌に 於け る 表現 は、 單に 歌の：： H 語の 持つ 意味の ヒに 現れて、 それで 

追り てゐ ると する こと は 出來ま せん。 をの 表現しょう とする 感動 の fstt- 

が、 歌の 各 言語の 響き や、 それらの 響を聯 ねた 體の 節奏の 上に 現れて、 

. 初めて 歌の 生命 を 持ち 得る ので あ，.^ ます 。 歌 の 言語 の 響き • 節奏 これ を 

0 の 調べ • 調子 若く は聲調 • 格調 等と 言 ひます。 

我々 り 感動 は、 中び/、 と 働く 場 < ^口、 ゆる. C と 働く 場合、 切迫して 

働く 場合、 沈潜して 働く 場合と いふ やうに、 個々 の 感動に 皆 特殊の 調子 

が あり ます。 そ の 調子が、 宛らに 歌の 言語 の 響き や 全體の 節奏 に 現れて、 

初めて 表現 ヒの 要求が 充 される のであります。 この 調子の 現れ は、 意味 

^ の 現れと 相軒輕 すると こ A ない ほど、 短歌 表現 上の 重 な- il- 求になる の 


お でありまして、 古来よりの 秀作 は、 皆、 歌の 調子が 作者 感動の 調子と 恍 

適に 合つ てゐ るた めに、 永久の 生命 を 持 つ ほど の 力と な つて ゐ る の で あ 

ります。 例へば、 柿 本人 麿 歌集 中に あると いふ 

ゆ づきた け 

あしび きの 山川の 瀨の 鳴るな ベ に 弓 月が 嶽に雲 

立ち わたる  萬 葉セ. 

の 歌に つ いて 言 ひましても 「山川の 瀨の 鳴るな ベ に」 と 一 氣に 進んで 

第 四 句 を 呼び 起す ところに 多く 生動の 趣きが あるので あ まして、 この 

「なべ に」 とい ふ 満音を 含んだ 第三 句が、 第 四 句 二 個の 濁音と 相 待って、 

山川の 景情 生動の 趣き をな して ゐる勢 は、 之れ を 他の 如何なる 句法 、例 

V-  f 「なべに ， の 代り に 「ままに」 を 用 ひる 如き) を 以てしても 換 へ る 

ことの 出來 ない もので あ.^ ませ、 つ。 これ は 勿論 「なべに」 の 持つ 、味よ 


,*^來るカもぁるのでぁ，.^ます-か、 智 きから 來る 力と、 その 響きの 全體の 

節卖に 及ぼす 影響が 大きい ので あ" ます 「、(言語の 響きと いうても 意^ か 

ら 全く 切り離して 考 へる ことの 出来な いのは 勿； i です) 殊に、 is 一  二 句 

旦 仁 波 「の」 の a 用 を 受けて、 「鳴るな べに」 と 押し 進んで ゆく 勢 を 想 ふ 

べきで あ， 0 ます。 第 四 五 句 は、 是に對 して 更に 非常の 力 を 以て 据わって 

ゐ るの でありまして、 余 剛力 を 以て 前 句 を 受け 且 つ 結ん でゐ ると い 、 、、槪 

が あ， 0 ます。 , J の 力 も、 主として 調子 の 上 に 現れて ゐ るので あり まし て 、 

第五 句 二 五 音が、 主として 力の 中心と なって 居ります。 試みに、 is 五， W 

を 「雲 ぞ 立つな る」 「白雲 立つ も 」 などの 三 四 音 四 三 音と したら 何う であ 

b ませう。 歌の 力が 滅 茶々々 に碎 けて しま ふで あ b ませう。 歌の 命が 內 

^ 容ゃ 材料に なくて、 調子に ある ことが 分ります。 この 歌、 實に、 山河 D 


^ 然の 景物に 對 して、 作者の 心中に 動いた 寂塞感 (この 邊 まで 行けば、 も 

う 寂 直感に 入って 居. 0 ませう〕 が、 徹底して 歌の 調子に 現れて ゐ るので 

あわまして、 斯檨な 歌に よって 歌の 調子 を會 得する こと は爲 めになる と 

思 ひます。 この 歌 は 多分 人 麿の 歌で ありませ う。 (人 磨 歌集 は 皆 人 麿 の 歌 

と 限， 0 ません) 人 麿の 歌 を 今一 っ擧げ ます。 

敷 妙の 袖 I へし 君 玉 だれの 小巿 野に 過ぎぬ 又も 

逢 はめ や も  萬 葉 二 

これ は、 天智 天皇の 皇子 川 島 皇子の 殖宮の 時、 その 妃： S 瀨部 皇女に 献 

つた 歌でありまして" 「敷 妙の」 は 袖の 枕..！、 「玉 だれの」 は 小 市 野の 枕詞 

に 使 はれて 居ります。 袖 を 交 はして 相寢 たとい ふ 實感を 劈頭に 持ち 來た 

して、 それが 忽焉 と..！. て 小 市 野に 過ぎた  過ぎる は 世 を 去る 意です.) と 
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叙し、 泉 門 一 たび 掩 つて w 見す るに 由な きの 慽みを 述べて 一 首 を 結ぶ の 

意が 山々 しいので あります が、 その 由々 しい 心が、 如何にも よく 一  首の， 

聲 調に 現れて 居ります。 我々 が 由々 しき 悲しみに ある 時、 言葉が 所々 に 

斷絕 する のが 自然でありまして、 左樣な 場合の 斷 絶した 言 薬 は、 流暢な 

雄 辯よりも 人の 心に 痛み入ります。 この 歌が それでありまして、 先づ 「敷 

妙の 袖 易へ し 君」 と 句 を 切って 居ります。 次ぎに 「玉 だれの 小 市 に 過 

ぎぬ」 と B び 句 を 切って 居ります。 さう して、 最後に 「又も 逢. はめ や も， 

と 結んで 居ります。 斯 く三ケ 所に 切れて ゐる 句と 句との 間に、 悲しみの 

心が ，0:: 然に 深く 潜む のでありまして、 その 潜む 力が、 取なる 悲しみ を 通 

，り 越して、 人生 の 究極に 想 ひ 至らせる ほど の 力 を 持 つて 居り ます。： g に 、 

第五 句 は、 普述 ならば 「 叉 逢 はめ や も」.. の 七 音に すべき 听 であ" ます。 
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そ を 「またも 逢 はめ や も」 の 八 音に して 感情 を 重大に して 居ります。 

つまり、 句 を三ケ 所で 切り、 結句 を 八 音の 字餘り 句に せねば、 作者の ま 

觀が滿 足しなかった ので あ，. >  まして、 その 主観の 要求が、 いかにも 快適 

に 一 首聲 調の 上に 現れて ゐ ると いふ 感が いたされます。 この 歌 は、 矢 張 

... ^人謇 乍 中の S 木れ たもの の 一 であらう と 思 ひます。 これに 比べます と大 

伴 家 持 へ 萬 葉末 期の 作者です) の 

春の 圜 くれな ゐに ほふ 桃の はな 下 照る みちに 出 

とめ 

でで つ； gfi  萬 葉 十九 

などになります と、 第一 句 第三 句 第五 句の 三ケ 所で 切れて ゐる 句法が、 

現さん とする 所の 景 情に 對 して 硬 過ぎまして、 快適な 表現と 言 はれぬ 感 

がいた します。 同じく 三ケ 所で 切れても、 入 麿の 歌と は 比べ もので あ..^ 


ません。 特に、 切れ 句が 皆 名詞 止めで あ，.^ まして、 斯る景 情に 對 して、 

餘 計に 窮屈な 響き を感せ させられます。 この 歌、 調子の 上から 言づ て も、 

期樣な 缺勲を 持つ 上に、 「春の 阖」 などと いふ、 要. ら ざる 斷 りが あ，.^. まし 

て、 後に せ 今 集な どの 歌が 觀念 化する 萠しを 見せて ゐる觀 が あ...' ます G 

家 持に は、 - J の 他に も、 さう い ふ觀念 的な 色 合 を もつ 歌が 可な 6 あって、 

萬 葉末 期の 一 面 を 表して ゐ ると 思 はれます から、 橫道 であ... i< すが、 序 

を以っ て 言及して 置きます。 

-.  み吉 野の 象 山の まの 木 ぬれに はこ こだ もさ わぐ 

鳥の 聲 かも  萬 葉 六 

これ は 山 部 赤 人の 歌であります。 「 山の ま」 は 「山の 際」、 「木. ぬれ 一は 「木 

^ の 末」 「ここ だ.」 は 「許 多」 の 意で あ b ます。 この 歌 山河 自然の 風物に 對 
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して ゐる 境地が、 前の 人 麿の 「足曳 の 山川の 瀨の」 の 歌に よく 肖て ゐる 

りみ ならす。 「み吉 野の きさ 山の 際の」 と S 仁 波 「の」 を疊 用して 初 句 を 

して ゐる 手法まで も、 よく 肖て 居る のであります が、 第三 句 以下に 至 

つて、 全く 前者と 異る 感動 を 現す に 至って 居ります。 これ は、 前の 人 麿 

の 歌の、 第 四 句に 至って 突然 山の 名 を 提示し 來 つた 勢ぶ 比して、 「み吉 野 

のき さ 山の まの t ぬれに は」 と 呼びかけた 句法が、 直ちに 第 四 句 以下と 

相；^ i: つて、 一 首 を 直線 的に 押し進めて ゐ るからで ありまして、 「ここ だ も 

騒ぐ 鳥の 聲 かも」 の 四 三 音 三 四 昔の 諧調が、 人 麿の 「弓 月が 嶽に雲 立ち 

わたる」 の 七 音 二 五 音の 諧調と、 自ら 別趣の 勢 をな して 居 ひます。 人 麿 

の あの 歌 は、 人 K の 雄渾な 性格に 徹して、 おの づ から 人生の 寂寥 所に 入 

つて 居ります。 赤 人の この 歌 は、 赤 人の 沈潜した 靜肅な 性格に 徹して、 


同じく 人生の 寂 直 所に 入って 居ります。 入って ゐる所 は 同じで あっても 

感動の 相 は， 個性の 異 るが ままに 異 つて ゐ るので ありまして、 それが 自 

然に 歌の 調子に 現れる のであります.^ 人 麼の歌 は、 數歩を 過れば 騷 がし 

くな. 0 ませう。 赤 人の 歌 は、 數步を 過れば 平板に な. - ませう： これ は 皆 

兩 者の 歌の 調子から 來てゐ る 相違でありまして、 調子の 相違 は、 兩者性 

格の 相違から 來てゐ る こと 勿論であります。 猶、 この 赤 人の 歌で、 t 句 

を 受ける 第 四 五 句に 重々 しい 響き を 持った 詞の 多い とい ふこと が、 讀者 

の 感動 を 異常な 所 へ 誘って 行く 力に なって ゐるこ と を 注意す ベ. きで あ ら 

うと ad ひます ◦ 

® ぬば 玉の 夜の 更け ぬれば 久木生 ふる 淸き 川原に 

5  千 & しば^く  萬 葉 六 


4b 


これ も 赤 人の 歌で、 前の 歌と 同時に 吉野 山の 離宮で 作った 歌で ありま 

して" 靜肅な 感動と、 その 感動の 現れが、 前の 歌と 通じて ゐる 所が あり 

ます。 「ぬば 玉の 夜の 更け ぬれば」 と 押して 行く 勢が、 旣に 異常で ありま 

して、 澄み 入った 世界へ 誘 ひこ まれる 心地が いたします。 それ を 三 句 か 

ら五 句まで 連續 した 句法で うけて、 最後に 「千鳥し ば 鳴く.」 と 引き 緊ま 

つた 音 を 以て 結んで 居ります。 暢達の 姿が あって、 輕ぃ 滑りに なり ませ 

ん 。各 音の 含む 響きが 虔 しく 緊 まって ゐる ためで ありませ う。 この 歌 前 

の 歌と 共に、 赤 人の 傑作で あらう と 思 ひます。 久 木は櫟 とい ふ說も あり、 

「木 ささげ」 とい ふ說 もあって、 よく 解りません。 「しば 鳴く」 は 「しば/ \ 

鳴く」 の 意です。 夜半に 歌うて ゐ るのに 「久木 生 ふる 淸き 川原」 と 明瞭 

に 直観的に 歌った の は 何のた めで ありませ う。 そこに 多少の 疑問がない 


では あ.， T ません。 

歌の 調子 つづ.^、 

春す ぎて 夏き たるら し， rn 妙の ころも ほしたり 天 

の 香具 山  萬 葉】 

持統 天皇の 御 歌と し て 知られて 居り ます 。 第二 句と f:^ 四 句で 切れ て 

るた めに、 調子が 落ち着いて、 初： 農の 心 持が 現れて 居ります C 第..^-句の 

名詞 止め も、 この場合 よく 据わって、 動かせない 重み を 持って 居" ます。 

< ^作で あると 思 ひます。 歌の 命 は、 大抵 第五 句で 定まります" 第五 句 だ 

けで は 無論 定まり せんが、 少 くも、 第五 句の 調子が 輕 ければ、 歌全體 を 

^ 輕 くして しま. ふやう であ" ます。 これ は、 前に 樂 げた 歌 例に ついて 兒 て- 


^ も 分ります c 萬 葉 集に は、 字餘り 句が 多い のであります が、 それ は、 大 

抵 第五 句. にあろ やうであります。 それ も、 第五 句の 調子 を 重く したいと 

い ふ 自然の 要求から. 來て ぬるので あらう と 思 ひます. - 

吉 野なる 夏實の 川の 川 淀に 鴨ぞ 鳴くなる 山 かげ 

にして . . 萬 葉 三 

湯 原 王の 御 歌であります。 第一 句から すらく と連續 した 句法 を 第 四. 

句で 一 日； 踏み切って ゐる ために 緊 まりと 勢が 生じ、 更に 「山 かげに して」 

とい ふ 先歸の 句を据 ゑて、 この 句 一 首 全體に 反響す る ほどの 力に なって 

ます。 感奥 に 直す る ほどの 乍で あり ま せ う 。 

よき 人の よしと よく 見て よしと いひし 吉野 よく 

見よ よき 人よ く 見  萬 葉 一 


これ は、 天武 天皇 御製で あ.^ ます。 古來の 良き 人が 良しと： て 良しと 

いひし. 一 it 野で ある。 その 苦 野 をよ く 見よ と 言 ふので あ" まして、 全體の 

調子が、 いかにも 快い 響き を 持って 居ります。 これ は、 天武 天皇が 壬 申 

亂後 天下 定まって、 吉 野に 行幸の 砌、 欣快 禁 せられ やして 皇后 その他に 

賜 はった 歌で あらう とい ふ 意に、 荷 田 春 滿が說 いて 居.^ まます が、 恐ら 

く當 つて 居り ませう。 快い 時に 無 邪氣な 快い 調子に 現れる のが 歌の 命で 

あ. 0 ます。 但し、 斯 樣な穩 類の もの は、 快よ すぎて 輕 いものに なり 易く * 

とも すれば、 滑り 過ぎて 遊戯 化する やうな ことがあ.^ ます。 例へば、 大 

俾家 持の 

秋の 野 に^ける 秋 萩 秋風に なびけ るう へに 秋の 

^  露お けり  萬 菜，^ 
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などになります と、 「秋」 とい ふ詞を Sg んだ 遊戯でありまして" 調子に 

乘. 0 過ぎて 歌の 命 を 失って 居ります。 秋の 野に 露の しと どに 置いた 心 持 

は、 この やうな 上 滑，^ な 調子で は 現れません。 前の 御製に 比して、 似て 

非な. 0 とい ふ 感じが し、 萬 葉 も 末期に 入った とい ふ 感じが 致されます。 

我 はも や 安見 兒 得たり 人み なの 得が てに すと ふ 

安見 兒 得たり  萬？ 一 

籐. 原 鎌足が、 采女 安見 兒を 得た 時の 歌で あ h. まして、 人. 皆の 得難く す 

る 美人 を 得た 歡 びが、 如何にも 無 邪氣に 現れて 居ります。 第一 句费 頭に. 

自ら 0 己 を 感嘆して ゐる 句法 や、 安見 兒 (女の 名) 得たり， と 操り 返して 

ゐる 句法が、 作者の 歡 びその 物に 直面す る 心地が いたされます。 これ を 

他の 詞で 言へば、 歌の 意と 調子と 如何にも よく、 しっくり 介って^ ると" 


いふ ことにな り ませう。 こ？ 歌、 一 5! 葉 初期 を 代^し 得る ほどの 生き /,-» 

しさ を もって 居" ます G 

^11縫统紫の綿は，：^にっけて いまだ は 著ね ど あた 

たかく 見 ゆ  萬 葉 三 

新しき まだらの 衣 E にっきて われに 思 ほ ゆ いま 

だ 著ね ども  萬 葉 七 

前の 歌 は滿誓 沙彌の 歌で あり、 後の は 柿 本ん 麼の歌 にある 歌で、 誰， 

の 歌 かよく 分りません。 兩者、 綿と 摺 衣との 相異 だけで、 敬の 內容 がよ 

す な！^ と 

ぐ 似て 居ります。 前の 歌 は、 心 も 調子 も 素直に 徹 つて、 綿 其の ものの 暖. 

さうな 感じ を 歌って ゐる ことが 分ります。 後のに なると、 新しき 斑の 衣 

M に對 して 「目につきて 我に 思 ほゅリ と 句 を 切って 居ります。 特に- 1 我に - 


s  . と 言うて 感じ を强 めて ゐ るので、 餘 計に 啻ならぬ 表情で あると いふ 心地 

がします。 それの みで あ 6 ません。 普通の 敍述 ならば 「未だ 著ね ども 目 

に つきて 我に 思 ほ ゆ」 と ある ベ き 順序が 顚 倒されて 居ります e 我々 の uw 

常の 言語に ついて 考 へても、 感情が や 、激しく 働いて 來る 時、 敍述の 順 

序の 顚 倒される のが 普通であります。 「降って 來 たな。 雨が」 「來 た來 た。 

彼が」 とい ふ 如き 類であります。 この 歌、 新しき 斑の 衣 を 歌って、 斯樣 

に 啻ならぬ 感情の 現れて ゐ るの は、 材料 を 斑の 衣に 假 りて 戀の心 を 現し 

てゐ るからで あります。 つまり、 戀の 心が、 この 歌 を 第 四 句で 切らせた 

り， 敍述の 順序 を顚 倒させたり して、 啻ならぬ 表情に して ゐ るので あり 

ます。 二つの 歌の 內容 が外觀 相似て、 現れる 所が 斯檨な 相違 を來 して ゐ 

るの は、 句法 聲 調の 相違から 來てゐ るので あります。 歌の 命が 聲調 によ 


つて 左右され ると い ふ こと は、 斯 M な 例に よっても 解し 得る， -ー s,:r ひます。 

以上の 例 は、 比 萬 葉 集から * げ ました。 今一 つ、 源實 朝の 歌 を 擧げま 

大海の 磯 も. とどろに 寄す る 波 割れて 碎 けて 裂け 

て 散る かも 

波の 鞺 lg と 寄せ かへ す景 情に 對 して、 割れて とい ひ、 碎け てと 重ね、 

裂けて と疊ん で、 その 重 疊の勢 を 「かも」 とい ふ强ぃ 響きで， 結んだ 力 を 

想 ひ 見るべき であります。 一 本、 第三 句 「よる 波の」 と あ，.^ ますが、 之 

れは、 必す 「よす る 波」 と 一 旦 踏み切らねば 歌の 勢 を 成さぬ ので あ..^ ま 

して、 この 關係 は、 齋 藤茂吉 氏が、 その 著 「短歌 私き」 で 詳說， 'て 居り 

^ ます。 波の 姿と、 感動の 姿と、 そして それ を 現した 歌の 姿と、 如何によ 


s  く 一  致して 居る か を 知る ことが 出來 ませう。 

以上 諸 列に よって、 少しく 歌の 調子 を說 きまし おが、 心の 相が 人々 に 

さま 

異， り、 一 、の> ひも 檨々 に 動く のであります から、 その 動きの 舻カ 

して 歌の 調子に 現れる かとい ふこと は、 到底 說き盡 せる 答が ありませ.^ 

只、 そ t が 如 可なる 心の 動きで あらう とも、 調子の 上に 緊張して 現れて 

g ら ねばならぬ こと は、 どの 歌に も 通じて 言 ひ 得る 所であります。 柔き 

もの は柔 きに 緊張して 居り、 强 きもの は强 きに 緊張して 居"、 暢 やかなる 

ょ暢 やかなる に 緊張して 居らねば ならぬ ので あ まして その 緊張 ク快 

適に 現れて ゐる のが 萬 葉 集でありまして、 左樣な 歌の 調子 を 我々 は 萬 葉 

調と 唱 へて ゐ るので あります。 緊張の 調子が 緊張の 主觀 から 生れる こと 

は贊 首に 及びません。 


軍 糸. 4* 

歌 はれる 事象 は、 歌 ふ 主觀が 全心 的に 集中され 、ば、 される ほど" 41 

化されてまゐ，.^ます。 寫 生が 事象の 核心 を捉 へようと する の も、 同に；，、 

箪ー 化 を 目 ざ. す ことになるので あ.. ^まして、 革 一 化 は 要するに 全心-の 一 

勤 一に 集中す る狀 態であります。 この 消息の 分らぬ 人々 が、 短歌に、 複雜 

な 事象 や、 若く は 哲理 や 思想な どを駢 列して 得意と して 居ります。 さう 

いふ 人々 は、 短歌 を 事件 的に 外面 的に 取扱って ゐ るので あ.^ まして、 短 

歌 究極の 願 ひが、 一 勤 一の S 举純 所に 澄み 入る にある こと を 知らないの であ 

ります。 極端な 例 を擧げ ると、 古今 集に 紀貫 之の 歌が あります。 

？ す- 

0  袖 ひお て 掬び し 水の こ ほれる を 春 立つ 今日の 風 
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や 解 くらむ  、 

とい ふので あ.^ まして、 第一 二 句 「袖 浸お て 掬び し」 とい へ ば、 多分 

夏の 季節で ありませ う。 所が、 第三 句へ 行く と、 その 水が 凍って ゐ るの 

であ， 0 まして、 急に 冬の 季節へ 移轉 して 居ります。. 然るに、 第 四 五 句へ 

行く と、 更に 「泰 立つ *今 日の 風 やと くらむ」 になって ゐ るので あ..^ まし 

て、 一首 中心の 移轉が 旋風の 如くぐ る/ \ss つて、 結局 何等 観 まった 感 

情 を 現して 居らぬ のであります。 斯うい ふ 歌が、 軍 純化の 行 はれて ゐな 

い 極端 例になる のでありまして、 っま^^、 作者の 主觀 が、 四角 八面に 分 

裂す る狀 態が、 その まくに 歌の 上に 現れて ゐ るので あります" 分裂の 狀 

態から 生れる ゆ ゑ.、 春に もな り 夏に も 冬に もな つて、 事件 的に は 複雜で 

あります。 外面 的な 求め 方 をして ゐる 人々 は 斯うい ふ 歌 を 有難が るので 


あります が、 歌 本來の 命より すれば 一  文の 値 打 もない のであります。 

J® 葉 集に も 

泰は萠 え 夏 はみ ど.^ にくれ なゐの はだら に 見 ゆ 

る 秋の 山 かも  萬 k 十 

とい ふの が あ..^ ます。 前の 歌の 「袖 ひお て 掬び し」 「* 立つ 今： n の 風」 

とい ふ 如き 形式的な 言 ひ 方に 比べて、 率直に 鮮やかに 頭に 來る 所が あり、 

從 つて 季節の 變遷に 多少の 感慨 も 潜んで 居ります が、 矢張り 羅列した 倾 

きがあって 傑れた 歌と 思 はれません。 作者 不 です が、 恐らく 萬 葉集來 

期の 作で ありませ う。 序 を 以て、 新 古今 集に ある 西 行 法師の 歌 を 一 っ舉 • 

げ ませう。  . 

^  3^ 間と おしこ ほり も 今朝 は 解け そめて 苔の 下水 


道 もと むらむ 

これ は、 流石に 貫 之 ほどの 分裂 をして は 居りません。 目 ざす 所 は初實 

ノ の景 情に あります。 只、 歌と して 最も 大切な 結句に 至って 「若の 下水道 

求 むらむ」 となって 居. 0 ます。 水が 解けて 苔の 下水が 流れ はじめる。 そ 

れ はい、。 それ を 「道 求 むらむ」 とい ふに 至って 感じが 分裂す るので あ 

,0 ます。 「道 求 むらむ」 といへば、 道 を 求む る もの は 水であって、 その 求 

め 方が 他動 的で ある。 第 四 句まで、 作者の 立場から 事象に 對 して.. -て、 

水の 存在の 有樣を 有， りの ま、 に 平 叙して ゐ ると 思うて 居た のが、 急に こ 

V で 變-史 さ れ て、 水の 立場に な つて、 水 に 意 あ つ て 道 を 求む る - 】 と に な つ 

て 居， 0 ます。 これ を 感じの 分裂と 名 づけます。 西 行 法師に は、 子規 左 千 

4K 等の カ說 せる 如く、 可な..^ この種の 分裂 をして ゐる 歌が 多い ので あ .9 


まして、 殊勝ら しい 主觀 (子规 等は理 ：！^ とい ひまし だ) を驗 ベたがる 弊 

が、 こんな 所へ も顏を 出して 居ります。 さう いふ 歌 を 存外 世間で 稱 讚 し 

てゐ るの は、 事件 的に 歌 を 取扱 ふ 人々 の 多い こと を證 する に 足ります。 

この 歌 も 矢 張. - 貫 之の 歌の 如く 形式的 槪 念に 捉 はれて 居ります。 「今朝 

は」 と 言って 立泰を 現さう としたの が 夫れ です。 前から 擧げ て. Q る 萬 葉 

魏の 歌、 實 朝の 歌、 子規、 左 千 夫、 節の 歌 等に は、 少 くも、 斯様な 分裂 

の疲 がない こと を參 照す ベ きで あらう と 思 ひます。 

表現の 苦心 

小生 は、 前に、 歌 を 作る ほどに 全心の 集中す る機會 は、 さう 多くない 

0 と 言 ひましに。 それ ゆ ゑ、 多^ や 濫作 はすべき もので ない と 言 ひました。 


^ 然るに、 我々 の 心が、 縱令ひ 一 點 i に 集中す ると し v も、 それ を 歌に 1^ す 

時、 その 微妙な 動き ま で を 緊密に 現し 果す - ^ とが 容易 でない の で あ り ま 

す。 こ.^ に 表現の 苦心が 要る のでありまして、 苦心 を 重ねれば 赏 ねる ほ 

ど 作物の 少 くなる のを當 然といた します" 今の 世の中に は、 平等観 ゃ自 

由觀が 流行し まして、 この 流行の 中に 入って ゐる 人々 に は、 緊密 微細な 

現れ 方で も、 粗漫 if 雜な 現れ 方で も、 平等に 見える やうであります。 大 

體 現れて. 0 れ ばい、 ではない かとい ふ 口吻であります。 これ を 作者 侧と 

すれば、 今 感じた もの を 有りの ま、 に卽 座に 吐き出せば、 夫れ が 歌で は 

ないかと 言 ふので あります。 表現に 苦心 するとい ふやうな こと は、 不自 

由 極ま る 無意義な 爲 事で はない かとい ふ 口吻で ぁト， ます。 如何 に も 無 造 

作で 自由で、 そして 又 偶然であります。 小生と 雖も、 自分の 感動が 無 造 


作に 卽 座に 現れ、 ば 甚だ 有難い のであります が、 中々、 そんな 妙 境に 

しかねる のであります。 分の 感動の 本體 と、 歌に 現れた 所と、 ^：-^に 

於て 調べに 於て、 微細 所に 入って ぴたりと 相 合する とい ふこと は、 中々 

むづ かしい のでありまして、 そこに、 いつも 表現 上の 苦心が 耍 るので あ 

ります。 實は、 その 微細 所に 入って、 はじめて 個性の 特色が 現れる ほどの 

ものであります。 そこまで 至らぬ うちの 個性 は、 割合に、 誰に も 共通した 

普汎 的の ものである かもしれ ません。 小生 は、 小生の 平素 尊敬して ゐる 

畫 家が、 或る 一 つの 畫を 成す ために 二 年餘を 費して ゐる こと を 知って 居 

ります。 さう いふ 苦心から 生れた もの も、 現れる 所 は 却って 無造作に 見 

えます。 無造作に 見える 所を學 ぶに、 無造作な 態度 を 以てする は、 淺盧 

a 者の する 所であります。 畫は畫 として 表現 上の 技巧が 要ります。 歌 は 歌 


^ として 同じく 表現 上の 技巧が 耍り ます。 技巧と いふ 詞を、 無 を 有に 兑 せ" 

醜 を 美に 見せる 技術の 如く 解して ゐる もの もあります が、 小生 は、 自己 

の 感動 を 尤も 直接に 尤も 緊密に 表現す る ことが、 枝 巧の 目的で あると 解 

して ゐ るので ありまして、 技巧の 上に 苦心す る こと は、 自己の 感動の 有 

りの ま、 なる 表現 を 重す る ことで あると 解して 居ります。 有りの ま、 な 

る 表現 は、 言 ふに 容易に して 實 現に 容易でありません。 ここに 精進の 苦 

行が 必要になる の だと 思 ひます。 尤も、 この 苦行の 發心 も、 感動 その も 

のの 强さ 深さと、 さう して 藝 術に 對 する 尊敬 心と、 この 兩 者から 自らに 

して 生れて 來 るので ありませ う。 さう すると、 矢 張、 前項に 述べた 「歌 

をな す 第 一 義 J にいつ も 立ち 歸る ことが 必要になります。 


槪念的 傾お 

私 は、 前に、 家 持の 歌 (四十 九 页；、 贯 之の 歌 〔五十 五 頁) 西 行の 歌 (五十 

頁) について、 形式的で あり、 a 念 的で あり、 槪念 的で ある ことに 一 マ M 

及し ました。 概念的で あると いふ こと は、 特殊な 一個 體 よりも、 普汎な 

多數に 通す る 意であって、 多数に 通 やる もの は、 唯一 の 個體を 生き/ \ 

と 鮮やかに 現す ことが 出來 ません。 それ ゆ ゑ 形式的に も 観念的に もなる 

のであります。 たと へば、 立泰 といへば、 霞が 立つ とか、 水が 解ける と 

か 言 ふ。 それが 必 しも 惡 いのではありません。 併し、 立恭 といへば、 必、 

霞が 立ち 水が 解けねば ならぬ もの、 やうに 歌の 上に 取极 はれて 來れ ば、 

その 霞と 氷 は 段々 に 直觀的 意味 か ら遠 ざ かって 、觀念 的な も のにな り、 形 

^ 式 的な もの、 槪念 的な ものに なって、 個性の 特色 を 失って しま ふので あ 


s ります。 歌が 寫 生から 離れ 乂ば 離れる ほどこの 傾向 を びて 來ま す" 猶 

言へば 實 感に對 する 忠實性 を 失へば 失 ふ ほど、 寫 生から 遠ざかって、 槪 

念 的に 進む とい ふ 順序になる のが 多から うと 思 ひます。 

斯檨な 歌は實 感に對 する 熱が ありません ノ 熱がなくて 歌 を 作す ので あ 

ります から、 所謂 詞の 上の こねく り (この 語 左 千 夫の 用語) をして、 そ 

のこね くりの 上に 面白み を 求めよう とします 。 古今 集以 下莉 選集の 多 く 

の 歌が、 眞實 から 離れて 詞の 遊戯に 墮 ちて 行った の は、 病弊 全く こ \ に 

あります。 » 本人 麼歌 集中に 

天の 海に 雲の 波立ち 月の 船 s£ の 林に 漕ぎ かくる 

見 ゆ  萬 葉 七 

とい ふの があります。 若し この 歌が 人 麿の 歌で あると するならば、 人 


麿の 大 裟に騷 がしい 方面 を 代表した 惡作 とせす ばな. りますまい。 人 麿 

は 技巧の 達者な 人であります から、 事によると、？ S り 過ぎて、 騷 がし，、 終 

る やうな ことがあります。 この 作者 恐らく 人麼 であり ませう。 天 を^と 

見、 雲 を 波と 見、 月 を般と 見、 是を 林と 見る こと 必し も惡 いので ありま 

せんが、 その 結構が" あまり 行き 屈き 過ぎて、 却って、 實感 から 遠ざか 

つて 理 §1 の 働きが 現わて 居ります。 それ ゆ ゑ、 折 t?: の 天の 海 も、 雲の 波 

も觀念 化して 熱の な いものに なり、 材料 や：！ の騷 がし さの みが 目立つ や 

うになります。 斯檨な 歌が、 虛假 おどしの 歌でありまして、 道具立て や 

fl に 人が 嚇 される のであります。 眞實 性から 離れ、 ば、 何う しても 道具. 1^ 

て に 重き を 置く やう になる か 。然 につ ざ れば、 詞の - .> ねく り、 機！？ と い ふや 

^ うな 道に 進む ことになります。 萬 葉 集 巾、 材料 負け をして ft 念 的になる 


^ のが 山上 憶 良で あり、 熱が 薄くて 多作す るた めに 槪念 的に 傾いて ゐ るの 

が 大伴家 持であります。 憶 良に は 熱 はあって も 材料 を 消化し きれない 所 

があって、 そこが あはれ であります。 家 持 は" 槪念 的で あっても、 詞の 

こねく りまでに 墮 ちて は 居りません。 古今 集 以下 勅選集の 槪念歌 觀念歌 

になれば、 家 持 あたりに 比して、 すつ， 調子の 弛 るんだ ものであります 

から、 理智の 色が 一 層 濃くて、 感動の 姿が 愈々 薄れて 居ります" 

併しながら、 私 は、 槪念を 以て 成された 歌 は 悉く 歌と しての 命の ない 

ものと は 致しません C 槪念 の 背後 に 直観の 熱が 直ぐ 想 ひ 起され る ほ ど の 

力 を 持って ゐる もの は、 槪 念が 直觀 化されて ゐ ると いふ 心地が t て、 矢 

張り 歌と して 生きて ゐ ると いふ 感じが いたされます。 それほどの もの は、 

現れる 所が 單 1 で、 聲 調に 透徹の 力が あります から、 材料の 騷 がし さや > 


理智の 巧 さが 頭 を 擦げ ません。 たと ひ、 材料 用語の 由々 しきものが あって 

も" そ の. S 々しさ を感す る より， も、 E に それ 以上 に 主観の 勢の. H 々しさ を 

感す るた めに、 材料 用語の 由々 しさ は氣に 止まらない のであります。 さ 

うい ふ もの は、 槪 念の 歌で あっても、 立派に 歌の 命 を 持って ゐる もので 

あります。 例へば、 源實 朝の 

物言 はぬ 四方の 毛 だもの すら だに も あはれ なる 

かな や 親の 子 を 思 ふ 

は槪 念を以 つて 歌 はれた 歌であります が、 その 概念が 一 個の 生きく 

い ちづ 

した 命と なって 我々 に 迫る 心地が いたされます。 如何にも^ 純で 一 途で 

あります。 さう して 磬 調に 痛切な 響きが あ. ります。 「 あはれ なる かな や」 

^ 「親の 子 を 思 ふ」 と 八 音字 餘り句 を 重ねて 重大な 感じ を 我々 に惹き 起させ 


^ ます。 それほど 重大な 感じの 前に は 「すら だに も」 とい ふ 如き 稀代な PI 

仁 波の 疊用 すら 目立た なくなる のみなら や、 却って 稚拙 愛すべ き 素樸 感 

を さへ 與 へます。 これほどの 力と なって 詠み 出される とい ふこと は、 そ 

の 背後に 必然的に 何等かの 具 體感が 伴つ てゐる ことが 想 はれる ので あり 

まして、 實は、 その 具體感 がさながら 歌の 上に 現れて ゐ るので ありませ 

う。 槪 念の 歌であって" 軍なる 槪 念の 歌で ない とい ふ 心地が いたされ ま 

す。 田 安 宗武の 歌に 

あ  ひ  一 メリ 

學ば でも ある ベ く あれば 生れながら ij- にて ませ 

ど それ 猶し學 ぶ 

とい ふの があって、 同じく 槪 念の 歌であります。 それが、 單 純に 素樸 

に 1 K した 調子で 歌 はれて あるた めに、 矢張り、 生きく した 命が 出て 居 
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ます" 八 音字 餘" 句 を J9 四 五 句へ 樨- 用した こと は 前の 實 朝の 歌，： 似て 

居ります が、 實 朝の 歌 調の 痛切な のに 比して、 こちらの は、 むくつ けき 

所があって、 それが 自然に 大まかな 黨 厚さに 至って ゐ ます。 

槪念 歌に 於て、 主觀の 力の つよく 働く ために、. 形が 純に なり、 聲調 

が 緊張して、 歌と しての 命 を 持ち 得る ものが ある こと 上述の 如くで あり 

ますが、 我々 の 主 觀は， いつも 具體的 事象に 接觸 して 動く のが 普通で あ 

ますから、 その 感動に 卽 せんとす る 時、 具象的の 歌と なって 現れる の 

が，： H 然 であります。 從 つて、 同一 作者に して、 常に 多く 概念的の 歌が 生 

れ ると いふの は、 感動ょ..^ も道具立てを尊び、 實感ょ も 趣. 1^  • 言 ひま 

はしな どに 面， n: 味 を もつ 時に 現れる 狀 態でありまして、 つまる 所 は 勅選 

集 あたりの 生まぬ るい 槪念 歌の 列に 伍せ ざれば 幸で あ.^ ます。 


7  上 ほき 

比喩 は 感動 そのものに 對 して 直接な 現し 方で あ， 0 ません。 從 つて、 比 

^の 歌に は 熱が 乏しくて 理智の 働く 傾向が あります。 理智が 働きます か 

ら、 槪念 歌觀念 歌に なり 易い こと は 前項で 述べた 所と 通じて ゐ ます。 例 

へば、 前項に 述べた 人 麿の 「天の 海に」 の 歌 (六十 四 頁) など も、 比^の 

形 を 取って 理智 的に なって 居ります。 比喩の 歌の 一 面に は、 さう した 道 

具 立てに 興味 を 持つ もの、 生れる 傾き を 持って 居ます。 これ も 亦 前項に 

述べた 所と 似て 居ます。 本來 から 言へば、 比喩 歌 全 體が槪 念 歌の 一 部分 

として 考へ ら るべ きもの， であるか も 知れません。 明治時代に 明星 派と 言 

はれた 歌 は、 多く 比喩に よって 歌 はれて 居ります。 この 派の 歌を考 へる 

に 一 つの 參考條 件に ならう と 思 ひます。 


萬 葉 集で も、 譬 歌 は 矢 張. 0 理知 C 的の 所が 目につきます。 只 歌の 調 孑 

が 流石に 萬 葉 時代の 特色 を帶 びて、 後世の 比喩 歌と 異 る 所が あり ます C 

それ を 萬 葉 集の 中に 置いて 見れば、 色の 褪めて ゐる感 がいた されます。 

例へば 

みす や }^ る 信 濃の 眞 nr 引かす して 弦 著 くるわ ざ 

を 知る とい はなく に  石 川郞女 萬 葉 二 

あ. たたら  はじ  せ 

みちの くの 安太 多 良 まゆみ 彈 きおき て 撥ら しめ 

， 

置な ば 弦 著 かめ かも  ぉ柴 ：- 四 

をち こちの 磯の なかなる 白玉 を 人に 知らえ ゃ兒 

むよ しもが も  萬 葉 七 

n の 類です。 「弦」 も 「弦」 も 弓弦です。 「著く」 は 著け る こと、 「安太 多.！：！」 


は 地名です。 矢張り 識 的で 形式的の 所が 見えます。 比喩の 歌で も、 單 

純 二 緊張して 感情の 透徹して ゐる もの は 命 を 持って ゐ ます。 只" さう い 

ふ ものが 比 * 歌に は少 いだけ です ^ その 關係 も." 前項 槪念 歌の 所で 述べ 

たこと によって 盡 されて ゐ ます。 こ、 に は itsJ ねて 言 ひ ま せ ん "萬 薬 集中、 

譬喩 歌で 命 の あると 思 はれる もの を 三 四 擧げま せ う 。 

うらる 

a の 也の fg 回 もと ほる 鴨す らも 玉藻のう. へ r-^ 

とり 寢 なくに  萬 葉 三 

W つ 岡に 立て る 祧の樹 成り ぬ やと 人ぞさ ざめ き 

な  ゆめ  ， 

し汝 が心努 m 葉 七 

石 倉の 小 野よ 秋津， に 立 t> わたる 雲に しも あれ や 

- •  i ぼ をし 待た む  萬 葉 七 


苗代の 子 水 葱が 花 を 衣に 褶り馴 るる まに まに 何 

か 悲しけ 萬 葉 十四 

一  首 「もと ほる」 は徘 W する 意。 第一 一首 「成.^ ぬ や 云々」 は果 がな 

つた かと 人が 私語した のです。 努汝の 心 を 許すな よと 戒めて 不安が ある 

心です。 第 四 句 「こなぎ」 は 水 葵ら しい。 花が 紫で 水面に ひそかに 浮び 

ます 。「何 かかな しけ」 は 何とも 言 はれぬ 愛憐の 心が 動く ので ありませ う。 

これら は 皆 生きて ゐる 心地が いたします。 

以上 は、 歌 全體が 多く 比 * を 以て 成された ものに ついて 言 ひました。 

歌の 一 部の 比^ を 以て 成された もの も、 それに 準じて 考へ得 ませう。 


^ 比 * の 歌 を 以て 象徴の 歌と する ものが あります。 必 しも 違って は 居. 9 

ません。 只 比喩 歌 を 以て 高い 意味の 象徵 となし 得る 場合 は、 比喩 歌に. 

き. こ 歌の 少ぃ 如く 少ぃ であらう と 思 ひます。 象徵と は、 實相觀 入 この 

語 « 藤 茂 吉氏用 ふる 所) の 上に、 心 重の 機微が 自らに して 現れる に 至る 

を 極致と いたし ませう。 別言すれば、 象徴の 極致と 寫 生の 極致と 一 致 

- するとい ふこと になります。 さう いふ 域に 入った 象徵歌 は、 露 はに 象 

徵と 見えす して、 象徵の 意が 深く 內に 籠ります。 例へば、 人 麿の (三十 

八 H) 

あしび きの 山川の 瀨の 鳴るな ベ に 弓 月が 嶽に雲 

立ち わたる 

赤 人の (四 4.四頁) 


み士 口野の 象 山の まの 木 ぬれに は 許 多 もさ わぐ s:? 

の聲 かも 

湯 原 王 (四十 の  ■ 

吉野 なる 夏實 のか はの 川よ どに 鴨 一、 て 鳴 くなる 山 

かげに して 

などに なると、 歌 ふ 所の 境地 は 山で あり 川で あり、 材料と する 所 は 

であり 樹木で あり 鳥で ある けれども、 現れる 所 は、 作者 心霊の 動きの 機 

微 であります。 その 機微が、 露 はに 現れす して、 自らに して、 樹木 や 雲 

や 鳥の 中に 潜んで 居ります。 卽ち、 是 等の 歌に あって、 樹木 は 樹木で な 

くして 作者の 心靈 であり、 雲 も 鳥 も 雲と 鳥で なくして 作者の 心靈 そ の も 

tj- のであります。 是れ までに 至って、 初めて 象徵が 高い 位置に 置かれる と 


w いふ 心地が いたされます。 今の 歌人 往々 にして 歌 を象徵 化せん として 不 

自然にして 奇怪な 比 喻歌を 作ります。 さう いふ もの も象徵 歌に はな， 0 得 

ませう。 高い 意義 を もつ こと は出來 ません。 我々 の 歌 は、 象徵を 目が け 

ると いふ やうな こと をせ すと も、 一 心 を 集中して 寫 生して ゐれ ば、 入る 

ぺ き. y.- に 自らに して 象徵に 入り ませう。 安易と 速達 を 目 ざす 時に 淺 薄な 

比 喷的象 徵歌を 得ます。 その 道 を 通れば、 ： み-上 所に 至る こと は 最後まで 

むづ かしから うと 思 ひます。 

官能的 傾向  ， 

明治維新 以後、 日本人の 生活 精神 は、 すべて 物質的に 開放され ました 

から、 一般人の 求める ものが、 多く 外面 的に 發 達して、 生活の 目標 を 末 
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拊神 終の 滿足感 に 置く とい ふ 傾， 1： を 生じて 來 ました。 これ は獨り H 本 だ 

けの 倾.. 1： でなくて、 * 界全體 が 左樣な もの を： a がけて、 その 目標の もと 

に 多くの 文化的 現象が il!^ されて 來 たとい ふ觀 があります。 求める もの 

が 外面 的な ものに ある 時、 その 對象 となる もの は 多く 物質でありまして、 

物質 は、 物質と して 取扱 はれる 時、 要するに 有限であります。 有限な も 

の を 求める に 無限な 人間の 慾 望 を 以てする ので あ.. = ^ますから、 そこに^ 

ひ を 生じます。 お 能の 満足感と 不 満足感との 爭 ひであります。 この 爭ひ 

が 行 詰まりに ならう とする 時、 物質的 平等 觀 とい ふやうな ものが 生れて、 

そ の ハサ ひ を 解決し ようとい たします。 物質 觀 の 爭ひを 救 ふに 物 K 觀を 以 

てす る は、 火 を 救 ふに 火 を 以てする やうな ものである かも 知れません" 

これ は、 歌の 上に は餘 計な 事で、 要らぬ さし 出口であります が、 明治 以 


^ 後、 舊 套を脫 して 新しく 目. ざめ たとい ふ 歌人の 中に" 同じく 現代 生活 精 

神の 禍 流に 入って、 官能 を 中心とした 歌 を 多く 生み出した 人々 が あ 6 ま 

す。 與謝野 晶子 夫人な どが その 代表で ありませ う。 夫人の 歌から 1 二の 

例 を擧げ ませう。 

みか， せ  ，/'はぎ えんじ むらさ 一 マ 

湯 あがり を 御風 召すな の わが 上衣 臓 脂 紫 人 美し 

. き 

湯 上りの 心 持 は 小生 も 嫌 ひではありません。 それ へ お 風邪 召すな など 

言 はれて 上衣 を 掛けられ るの は 具合の い k 心地が いたされます。 特に、 

その上 衣が えんじ 紫で、 引っかけて くれる の は 美人と いふので あ-ります 

から、 益々 具合が い、 のであります。 小生 もさう いふ 狀 態に 置かれたら 

有難く 思 ひませ う。 從 つて、 湯 上， 9 にも 騰脂 紫に も 異存 はない ので あり， 


ますが、 然 らば、 この 歌の 前に 頭が 下がる か 何う かとい . ^ことに なれ 

ば 問題が 變っ てま ゐ ります。 つまり、 この 歌が 人に 快感 を與 へる とすれ 

ば ，そ れは皆 末梢 神經を 刺擊す る だけの 意味に 止 どまる の で ありまして、 

それ 以上に 我々 の 中 樞神經 へ： ル みて 來るも のがない のであります。 つま 

り、 この 歌の もつ 意味 は、 物質的で あり、 外面 的で あり、 官能的で ある 

とい ふこと において、 現代の 生活 精神と 相 合って ゐる とい はれます が、 

それ H 上の もの、 例へ ば 厳肅な 感じ 敬虔な 感じと いふ 如き もの、 卽ち 我々 

の 中枢 神經 にまで：， £ みて 來 ると いふ もの は、 この 歌に 求める ことが 出來 

ない のでありまして、 從 つて 我々 の 頭が その 前に 下がらな いので ありま 

拳 

す。 これ は 極言 すれば、 當世 流行の 輕薄感 の 代表と も 言 はれませ う。 藝 

*J ク ご 

^ 術に 求める ものが 哀れ を 輕薄感 に 止 どめたら 末期で ありませ う。 それ は > 


g  丁度、 人 額の もつ 人生 觀が 物質 萬 能に 墮 ちる 時、 人 額の 末期 を烕せ させ 

られ るのと 似て 居ます。 今一 つ 晶子 夫人の 歌 を擧げ ます。 

鎌 倉 やみ 佛 なれ ど 大佛は 美男に おはす M 木立 か 

な 

夫人が 大佛の 前に 立てば、 まづ その美 男 感が頭 を 支配す ると 見え る。 

小生 も 幾度 か 鎌 倉の 大佛の 前に 立ち ましたが、 未だ か つて 美男 醜男の 間 

題に 逢 著しない。 美男で あるか。 醜男で あるか。 それ も 問題に なり 得る で 

ありませ うが、 左檨な 問題よりも 異 つた 方面— も 少し 品位 ある 方面— で 

佛像 などに 對す るの が" 普通の 人情で ありませ う。 晶子 夫人の 感じた 佛 

像 は、 美男で ある こと は 結構であります が、 只 それだけ では、 矢張り 頭 

が 下がりません。 「美男に おはす 夏木立 かな」 は兩 句の 關 係が 羅列 的で あ 


知：：： 識 的で あって 俳句 の 發想法 に似て ゐ ます" さ うい ふ 方面 はこの 項 で 

は 多く (： 一：： 及し ません。 以上 二 首の 如き は、 その 制作 當時 多くの 人々 から 

感嘆され ました。 伊藤左千夫に 

鐮 < ^の 大き 佛は靑 空 をみ 蓋 と 著つつ よろ づ代ま 

.  でに 

とい ふの があって、 晶子 夫人の 大佛の 歌より 三年 前に 歌 はれて， おり" 

それより 二 年 前に、 子規に 

1: の 上に 天 凌ぎ 立つ 御佛 のみ 肩 ： に かかる 花のお . 

0  、 や .  、、有 . 

とい ふが あり、 それより. 狭 二 年 前、 子規に • . 

S-  火に も燒け ャ 雨に も 朽ち ぬ 鎌 倉の はだか 佛は常 


まと 

90  佛カも 

があります が、 斯檨な 崇高 感の伴 ふ もの は" 當 時の 人々 に 注意され な 

かった のであります。 一 般 人の 生活 精神の 嚮ふ 所が 分り ませう。 

私 は、 歌に 官能の 臭 ひの 多い こと を 否認す る もので は あ. りません。 官 

能のに ほひ は 多くても 構 ひません。 ^ 只 それら を 通 じ て 中 樞 的に 沁 み て 來 

る ものの ある こと を耍 求し ます。 萬 葉 集に は 官能 のに ほひの 高い ものが 

可な，.^ 多い のであります が、 それらが、 すべて 中樞 的に 統べられて、 直 

に 人に 迫る ほどの 力 を 持って 居る から、 歌と して 高い 位置に おく ことが 

お ほと もの さかの 

出來 るので あります。 小生 は、 萬 葉 集中、 只 一 首" 藤 原 麻 S が大 伴 坂 

上郞 女に 贈った とい ふ . . . 、 + 

むしぶ すまな ごやが 下に 臥せれ ども 妹と し寢ね 
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f 

ば 肌し 寒し も  萬^  S 

.. と い ふ 歌 を、 比較的 官能的に. 終つ てゐる 歌で は な い か と 思 つ て ゐ ます。 

「むしぶ すま」 は暖 ぃ蒲阁 「なご やが 下」 は 「柔 かく 和やかなる 下」 の 意で 

す。 一 二 句が 巳に inl 能 的で あり、 その 蒲阁の 中に 妹 を 思 ひながら、 單に 

「肌し. 共  1 しも」 と言う てゐ るの が、 遂に 官能に 終って ゐる 所ではな いかと 

思 ふので あります。 與謝野 夫人の 「湯 上り を御愿 S すな」 の^な どに 比 

すれば、 すっと 虔 ましい のであります が、 萬 葉 集の 中に 置けば、 そんな 

ぁづ *^ うた 

心 持が いたされます。 それに 較べれば、 東歌 (束國 の 人民の 歌) のうち 

の. 

こ ま こしき  さ  ね 

高麗 錦 紐と き 放け て寢 るが 上に あどせ ろと かも 

あやに^な， J き . 、萬 葉 ャ四.  、、 


^ など は、 同じく 高麗 錦の 衣の 紐と きさけ て寢 るので あります が、 それ 

に 「あどせ ろと かも」 とい ふ 嘆息の 力が 加 はって 官能に 終らせて ゐ ない 

のであります。 左 檨な時 「高麗 錦」 も 「寢 る」 も 同じく 官能 以上の 力に 

なって ゐ るので ありませ う。 「あどせ ろと かも I は 「何とせ よと かも」 の 

意で、 その 當 時の 柬國 人の 言葉です。 

笹が 薬の さやぐ 霜夜に 七 ® 著る ころもに ませる 

子ら が膚 はも  萬 葉 二十 

これ は 防人の 歌でありまして、 矢張り 前 一 一首に 似通った 所があります。 

「はも」 は 主 もに 追懐に 用 ひられる 感嘆詞です。 「子ら が膚 はも 」 と いふ 追 

懷に 「丧が 葉の さやぐ 霜夜」 を 聯想して 餘計 にしみ じみと した 心 持が 出 

て來 ます。 {!!:! 能 だけに 終って は 居りません。 以上、 官能的の 歌に 關聯し 


て、 萬 葉 集から 數例を 取って、 小生の 意 を 明かに したに 過ぎません • 

思想 的 傾向 

現代人が 歌 を 作す から は、 その 歌の 上に 現代人の もつ 思想が 現れて 居 

べきで ある。 その 勲 から 見て、 明治 以後 革新され たとい ふ 歌に、 多く 新し 

き 思想が R 极 はれて 居らぬ の は缺陷 であると いふ 意見に 接する ことがあ 

ます。 つまり、 現代の 有する 哲學 とか、 人道 問題と か、 勞働 問題と か い ふ 

ものが 歌に 現れて 居らぬ のに 不足 を感 する 聲で あります。 左檨な ものが 

歌に S れ るの はい、。 ただ、 それが 單 なる 思想であって は爲 方が あ、 0 ま 

せん。 歌の領域は、個人のもっ思想感情を押し_^.5めて、單純なる  一 S 一に 澄 

^ み 人る 所に ifi かれて あります。 單 なる 思想 は、 澄み 人る までの 道程の 上 
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にある のが 普通でありまして、 思想 そのもの、、 形で 究極 所まで 澄み 入る 

とい ふ 場合 は 甚だ 少 からう と 思 ひます。 それ は、 前に 「槪念 的 傾向」 の 

で 言うた ことと 通じて 居り ませう。 今の 世に、 哲理 を 取扱ったり、 物资問 

題勞働 問題と い ふ 如き 所謂 祉會 問題 を 取扱って ゐる 歌が、 多く 生硬 露骨 

蕪雜な ものの 多い とい ふこと も參 照になります。 左檨な ものに 歌の 新し 

さを感 する の は、 目の 新し さであって 心の 新し さでありません。 萬 葉 集 

でも、 山上 にこの 傾向が あります。 この 人 は、 入唐して 歸 朝した 人 

ですから、 當時 にあって 新 si であったら しい。 盛に 儒佛の 思想 を 撒に 

詠んで 居， 0 ますが、 大抵 生硬で 觀念 的な もので あ b> ます。 貧窮 問答の 長 

歌な どが 有名に なった の は、 歌 を 外面から 見て 鑑賞す る 人が 多かった た 

めで ありませ う。 あ V い ふ もの は 憶 良と して 傑れた ものでありません。 


歌 をして、 もっと 思想 的で あらしめ よと いふ 希望 は、 歌の 水平 を 下げ 

よと 希望す るに 遮い と 小生 は 思って 居り ます。 

用 語 

現代人が 歌 をな すに は 現代語 を 用 ふべき であると いふ as が、 歌人の 一 

部に あ. o、 その 中には、 全然 現代の 口語 を以 つて 詠み 出で ようと 試みて 

ゐる 人々 もあります。 ー應 尤もに 思 はれます。 只、 小生 等が 歌 を 作す 時 

に. は、 自己の 感動 を 意義に 於て、 格調に 於て 如何にして 適切に 緊密に 現 

し 得る かとい ふこと に 腐心す るので ありまして、 その 腐心の 前に は、 現 

代 語 古代語 口語と いふ 如き； Eil 別 をお いて 考へ る餘裕 はない の であり ま 

^ す。 現代語， 古代語、 苟 くも H 本 語と して 許さる る範圍 から 適切な もの 


S8 を選擇 しても、 猶且 不自由 を感 する のが 普通であります。 さう いふ 時に、 

範圍 を狹く 限って 考 へる こと は、 少 くも 小生に は 不便であります。 例へ 

ば、 同じ 感嘆： 詞 でも 「かな」 と 言って 適切の 場合と、 「かも」 と 重々 しく 

言って 適切な 場合と あ， 0 ます。 感動の 調子に 檨々 の 場合が あるから であ 

,9 まして 「かも」 でも 猶 感動の 調子の 現れぬ 時 は 「かもよ」 など 言って、 

漸く 次 まる 場合 も あり 「かな や」 と 言って K 

語 口語と 範圍を 限る 人々 は、 斯檨な 場合 何う する つもりで あ b ます か。 

少 くも， 不便 は 小生 等よ， 0 も 多いで あらう と 思 はれます。 

原始的で、 一 途な 古代人の 用語 は、 自ら 素樸に して 純粹な 響き を 持つ て 

居. ります。 さう いふ もの、 中で、 今日まで 命 を 持って ゐる ほどの もの は 

少 くも、 何千 年の 試練から 選び出された もので あ.. - ます。 それ を 小生 等 


がま 3 んで用 ふること を 妨げる もの はない 喾 だと 思 ひます。 文祿の 頃の 小 

H へ 二 

み  な 

怨み たれ ども、 いや 味の ほど も 無 や、 さう して、 

怨み も、 言 ふ 人に よりか 

とい ふの が あ， 9 まして、 「さう して」 「よ， 9 か」 の 意が、 子どもの：！ つき 

の 如く 無 邪氣に 素樸に 現れて 居ります。 この 「よりか」 (依る かの^〕 の 

言 ひ 方 は、 萬 葉の 「思へ か」 「戀 ふれ か」 などに 當り、 「 さう して，」 は 萬 

葉の 「 そこ ゆ ゑに」 などに 當 つて ゐる感 がありまして、 素樸 純粋の 所が 

よく 通じて 居， 0 ます。 左檨に 我々 の 心に 生き 得る 詞 であるならば、 それが 

fs: 葉 語で あらう とも" 近代 語で あらう とも、 或は 叉 口語で あらう とも.、 

S  (さう して は 口語で ありませ う) 之れ を 我々 の感 iiH 表出の 具に 用 ふるに 何 
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の 妨げが あ，.^ ませう。 只、 現代の 口語 は 頗る 燕雜 煩多で あ，.. "すから， 

之 を 歌に 用 ふるに は 銑鍊が 要.^ ます。 歌 は 三十 一 音の 短詩 形で あ. - ます 

から、 一昔と 雖も疎 漫燕雜 に 響いたら 歌の 命 を 失 ひます。 それ 丈け の 用 

意が あって、 口語 を 用 ひる こと は 少しも：^ 論の ない ことで あ..^ ます。 子 

規に 

守び との 笛と も 知ら-で 谷川 を 鳴き/,^ わたる 小 

男 鹿 あはれ 

うま 酒 三輪の くだ まき あらむ より は 茶 をのむ 友 

と寢て 語らむ に. 

などが あり、 左 千 夫の 亡兒ー 周忌の 歌に 

去年の 今日 泣きし が 如く 思 ひきり 泣かば よけむ 


を 胸の すべな さ 

とい ふの があります。 「くだ まき」 は 口語の 取..^ 入れで あり、 「 鳴き/,^ し 

も 1 思 ひきり」 も 口語 的發 想であって、 この場合 よく 生きて 居る と 思 ひま 

す e 

萬薬集の^5-歌には、 口語 的發 想と 思 はれる ものが あって (萬 葉 集 4,13 

を當 時の 口語 歌と 思って ゐる 人が あれば 違 ひます) それが、 よく 生きて 

居ります。 例へば 

こもち やま わか かへ るで もみ  ね  わ  も  な 

兒毛知 山 若 榲樹の 紅葉 づ まで 寢 もと 吾 は 思ふ汝 

ち  も 

は 可 どか ふ  萬 十四 

の 第 四 五 句 は 全く 口から 出る 言葉 そ の ま.^ の 心地が しまして 、 その 稚ゃ 

及ぶ 可ら やとい ふ 感がぁ ます。 口語で 歌 を 作す もの も、 これまでに 純 


お 眞に 行き 得たら 大した もので ありませ う。 それ は、 ur 議論 だけで は爲 

方が ありません。 實 際の 作物に それ 丈け の ものが 現れてから 口語 歌の 欞 

威 も 生じ ませ ラ。 

連作 

我々 が 或る 事象に 對 して、 その 感動 を 歌に する 時、 一首 を 以て 耍核を 

現し 得て 満足す る 場合 も あり、 相關聯 した 數首 乃至 十 數首を 作して、 

めて 滿足 する 場合 もあります。 左檨な 場合の 數首 乃至 十數首 は、 個々 が 

各獨 立して 存在す ると 共に、 それが 有機的に 相聯 つて、 綜合 的に 或る 心 

持 を 現します。 左檨 な相聯 つた 數首十 數首を 連作と 言 ひます。 連作 は 明 

洽 三十 年 以後^ 岡 子規に よつ てな された ものであって、 それに 連作と い 
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ふ 名 をつ けて、 積極的に 連作の 唱道 をした 人 は 伊藤左千夫であります。 

左 千 夫の 言に よれば、 子規 以前に も 多少 連作 的の 歌 は あるが、 自 C 仏 的に 

これ を 作した の は 子規であって、 その後の 徒が、 その 心 を 受け 繼 いて 述 

作を链 達成 長させ たとい ふので ありまして、 それが 正しい と 思 ひます。 

(ァ ララ ギ 十一 ー卷 七月 伊藤左千夫 號 所载齋 藤茂吉 「短歌 述作 論の 由來」 參 

照) つまり、 子規の 歌 は、 いつも 眞實感 に 根ざしました から、 自然に 寫 

生 を 重す る やうに なり、 寫 生の 道に 卽 けば、 その 對 象から 受ける 感動が、 

時間 的に も 空間 的に も相繼 起して 聯り合 ふ 場合が 生じて 來 るので、 それ 

を繼 起す る ま \ に、 聯り合 ふま. -に 如實に 現す から 述作 的に なって 來る 

のであります。 萬 葉 集に 連作 的の ものが 見えて 居り、 効 選集 以下に それ 

らしい ものの 無い とい ふこと も、 その 消息に 通じて 考 へられます。 それ 


^ は、 實感と 題詠との 相違から 來てゐ るので あります。 

左 千 夫が、 連作 論 をした の は、 明治 三十 五 年であって、 それから 今日 

まで 二十 年た つて 居..^ ます。 その 間に 連作の 風 は汎く 歌の 世界に 行き 百； 

ちました。 それが、 近頃で は、 連作の 綜合 的 效果の 方 を 主なる 目的に 置 

いて、 その 目的の 下に 個々 の 歌 を あらしめ る やうに 連作して 行くべき で 

あると い ふ 議論まで 現れて、 それ を實 行して ゐる 作家 も あるので ありま 

す。 それまでに 入れば、 連作と いふ もの は、 短歌 本來の 性質から 離れ は 

じめ るので あって、 連作に 深入りして その 餘 弊に 踏み 入る もので はない 

かと 思 ひます。 綜合の 結果 を 主に すれば、 個々 の 歌 は 從屬の 地位に 置か 

れ ます。 從 つて 主 目的の ために は 個體の 犧牲に 供せられ る やうな 場合 も 

生じて 來 ます。 簡！^ として は 存立の 耍 なき 時 も、 綜合の 目的の ために 已 


む を 得す 存在 するとい ふやうな 場合であります。 己む を 得 や 存在す ると 

は、 熱の 充實 なくして i:^ 在す る ことで あり、 或は 叉、 一 首と しての 獨立 

性な くして、 他の 間に 介在す る ことによって 存在し 得る ことで あ" ます。 

近頃の 連作 中、 住々 にして 一 首の 獨立 性な きもの、 若く は、 獨 立しても、. 

一 首と しての 價 値の 薄い ものが 交じって ゐ るの は 上述の 事情に 胚胎して- 

ゐ るので あって、 連作の 弊に 入った ものであると 思 ひます。 

歌の 愤僚は 何 所まで も I 首の 上に あります。 それが 何 首 も 相 連って 綜 

合 的に 或る 心 持の 現れる の は、 偶然 若しくは 自然の 開展 であって、 豫定 

的 若く は 意： E 的に なさる ベ きものでありません。 意 II 的に なされた ため 

に、 一 首 亦 在の 意義が 稀薄に なり 不確かに なったら、 歌 本來の 性質から 

^ 離れた ものであると 思 ひます。 左 千 失の 擧 げた 子規の 連作の 一 例 を祸げ 


^ て參 照に 資します。 これ は、 明治 三十 四 年、 子 ま 年の 作です 

、  しひて 肇を 取りて . 

佐 保 神の 別れ かなし も來む * にふだ. たび 逢 はむ 

我なら なくに  ノ 

いちは つ の 花 咬き 出で， て 我が 目に は 今年ば かり 

の # ゆかむ とす 

病む 我 を 慰めが ほに ひらきた る 牡. 丹の 花 を 見れ . 

悲し も  ： ■ 

. 世の中， は 常な きものと わが 愛. づる 山吹の 花ち り， . 

にけ る，^ も 


07 


わかれ ゆく 春の かたみと 藤 波の はなの 畏^ 給に 

かける かも 

夕顔の 棚つ くらむ とお もへ ども 秋 待ちが てぬ わ 

力..^ ひす 力 も 

くれな ゐの 薔 薇 ふ ふみぬ わが 病. いやまさる ベ き 

時の しるしに 

薩摩 下駄 足に と， り はき 杖つ きて 萩の 芽つ みしむ 

かしお も ほ ゆ .  .  ノ 

若松の 芽 だち のみ どり 長き H を 夕 かたまけ て 熱 

いでに けり  ... 

い た づ き の 癒 ゆる W 知らに さ 庭 ベ に 秋草 花の 


や 8 


子 を 蒔かし む 

心 弱く とこ そ 人の 見 るら-め 


文祿 から 慶 長に 亘 つて 隆 達が 出て、. 三味線 小唄が 發 達しました。 隆達 

節の 小唄 を 一 一 ー擧げ ます。 

とが 

只お いて、 霜に うたせ よ、 科 はの、 夜 ふけて 來 たが、 

ゆ 曰い まどこ 

女は霄 のうちから 男 を 待って ゐた。 そこへ 男が 夜 ふけて 來 たので あり 

ます。 「只お いて、 霜に 打た せよ」 と 言った の は、 可愛 さ餘 つて 惜 さの 先 

^ だつ 心であります。 「ただ」 と は强ぃ 心の 調子が、 强ぃ昔 響と なって 現れ 


■ た詞 であります。 「只 外に 立た せ 置いて 霜に 打た せよ」 と 劈頭に 言 つ て ゐ 

るので あります。 「霜に 降られよ」 「霜に 遭 はせ よ」 と 言 はないで 「霜に 打 

たせよ」 と 言って ゐ るの は、 强く 緊張し. た 心の 現れであります。 それが 

「只 置いて」 とい ふ 强ぃ詞 と 調子 を 合せて、 一 句よ く 女人の 心の. 一 几 奮せ る 

勢 を 現し 得て 居ります。 「科 はの、 夜； 史 けて 來 たが 憎い ほどに」 を 後 ま は 

しにして 敍 述を顚 倒して ゐる所 も、 自然に この 唄の 勢 を 成し 得て 居り ま 

思 ひ よらす の 會釋の ふりや、 恨みの 言ぞ はたと 忘れた 

何 かの 事情で 二人 は 別れて ゐた。 それが 思 ひがけな く 出逢った ので あ 

ります。 もう 祿々 よい 挨拶 もされな いだら うと 思って ゐ たのに、 思 ひよ 

ら やの #E 釋で あつたの であり ませう。 そこで 「恨みの 言ぞ はたと 忘れた」 


ので あ. o ます。 はたと いふ！！ が この； 速な 場合の 心 をよ く 現し て だ. 0 

この 降 達 節 頃から 三味線 小唄が 發 達して、 その後に 流行した 弄 « 節に 

なると、 ほんの 少しの 年 を 隔て.^ ゐる のみで あるが、 餘程 調子が 鍵って 居 

b ます。 隆達 節の 小 g ハは、 、表現が 多く 直接で、 心が 緊張して 居ります。 

弄 寄 節になる と 表現が 間接に なって、 緊張した 心が 見られません。 

よしや 今宵 は 曇らば くもれ、 とても 淚で 見る 月 を 

. この 唄に は 熱情が ありません。 身の上 を 嘆いて ゐ るので あらう けれど、 

左檨な 心に 住する 場合、 只その心を突き詰めて歌ってゐべきでぁ，.^ませ 

う。 この場合、 月の 晴れる 曇るな ど は 何う でもい、 のであります。 「曇ら 

W ばく もれ f とても 一 吸で 見る 月 を-など 言って ゐ. るり は、 どうで もい 乂餘 
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所 言 をい つ てゐ るので あって、 詩 まり 遊び を やって ゐ るので あります。 

猶 言へば、 此の 歌 全體が 比喩であります。 比喩 は 多くの場合 表現が 間接 

であ. 0 ます。 間接な 表現に 甘 じ 得る 心 は 緊張した 心で は あ. 0 ません。 遊 

び を やって ゐ ると いったの は、 それ を 指した のであります。 斯うい ふ 歌 

は 私に は 面白くありません。 

住めば 浮世に 思 ひの 增 すに、 月と 入らば や 山の端に 

これ も 月並の 洒渭 であります。 「住めば 浮世に 思 ひの 增 すに」 が 槪敍で 

あり、 「月と 入らば や」 が 常套の 襲用であって、 詞の 遊戯に 過ぎない 生ぬ 

るい ものに なって 居ります。 弄 齋の例 は 一一つ 擧げて 置きます が、 隆達か 

：ら * ほんの 僅かの 年月の 間に 斯檨 な變 化の あつたと いふ こと は 驚く ベ き 

事で あ， 0 ます。 そして 弄齋節 以後の 戀慕 流、 投節、 長唄、 端 唄、 淸元 • 


常盤津 とい ふやうな 二； 味 線の 歌謠 は、 * 皆 弄齋節 歌謠の 系統で 通って 居り 

ます。 つまり、 歌 謠が墮 落 をした のであります。 之れ は、 何故かと 考へ 

て 見ます るに、 三味線 唄の 流行と いふ ことが 輕薄を 招致した こと も あり 

ませう。 或は 叉、 三味線が 主で、 歌の 方 は從属 であるから 自然に 輕んせ 

られ たとい ふこと も ありませ う C が、 私 はこの 理由ば かりで ない と 思 ひ 

ます。 卽ち、 弄齋節 以下の 三味線 1ハ は、 花柳 社 會ゃ遊 藝社會 を 中心とし 

た 氛圍氣 の 中に 局限 せられて 發 達した ので、 その 空氣が 歌を輕 薄に した 

ので はない かと 思 ふので あ..^ ます • 

私 は、 只今 隆達 節と 弄齋 節と を 比較いた しました が、 この 關 係が、 

葉 集と 古今 集の 關係 によく 似て 居ます から、 引例と して 申 上げた ので あ 

W  .0 ます。 そこで 萬 葉 集 は 如何なる ものである かと 申します と、 第一 の特 


m 徵は" 萬 葉 集 は 民族的の 歌であります。 日本 民族 全體が 赤裸々 になって 

膝 を 交へ て、 お 互に 人間と しての 共通した 感情 を 有りのままに 歌って 居 

,0 ます。 上 は 天皇から 下 は 潮 汲む 海女、 乞食まで が 皆左檨 であります。 

天皇が 茱を 摘む 少女に 戀歌 をよ み かけて いらせられる。 叉 身分の 卑 い 少 

女が 身分の高い人に 赤裸々 な 戀歌を 送って ゐる。 この 檨に、 凡ての 階級 

の ものが、 此の 時代の 現實の 問題に 正面から 向き合って" 一様に 緊張し 

た 心 を 以て 歌って ゐ ると いふの が 第一 の特徵 であります。 卷ー の 最初に 

ある 雄 略 天皇の 御 歌 は 

籠もよ、 み 籠もち、 堀 串 もよ、 み 堀 串. もち. - この 丘に、 

菜 摘ます 子- 家吿ら へ 、 名吿ら さね • 穴 み つ、 大和の 國 

.. は * 押しな ベて、 吾 これ 居れ、 敷きな ベて、 五 n こそ 坐せ， 
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我 こそ は、 • 背と し： ill! らめ、 家 を も、 名 を も、 

と =: 化 も 端的に 菜 摘みの 少女に，： 1： つて 戀の心 を 告げて 居られます。 非 *™ 

に 强ぃ言 ひ 方で、 これに は 少女 も 辟 =S する だに うと S.O ます。 一 籠もよ」 

の 「こ 一は 籠で あ，..^ ます C 「もよ」 は 感嘆詞で あ" ます-. - 「籠 を まあ」 と 仰し 

やって、 少女への 愛 著が 籠 を 持つ 手ぶ、 りに 及んで 居" ます。 「ふぐし」 は 

S る 串で あ， ります。 「籠 を 持ち 堀 る 串 を 持 つ て しと 言う て 少女 の 振舞 を 愛 

稱 されて 居る ので あり ます C フ J の 岡 に 、菜 摘ます 子、 家齿ら へ 、 名 か n ら さ 

ね」 女が 男に. 許す 時には、 自分の 名と 家名 を 化 I： げる のが、 この の ？户愤 で 

あ，， ^ます C 其の |s 慣 によって 「家 を 资げょ 名 を吿げ よ」 と お促しに な つ た 

ので あな，^ す。 目的 を 直に 仰し やって ゐ るので、. 極： めて 直接な 表現で あ 

ります C. 并し， 河う も 目的 だけ 仰し やつお だけで は、 あぶな さう で、 不 


^ 安心で ある。 そこで 遂ひ 「空 見つ 大和の 國は、 おしなべて 吾れ こそ 居れ、 

敷きな ベ て 吾れ こそ 座せ」 と 仰し やって、 己れ が 天皇 だとお 名吿 りに なつ 

てし まひました。 これ は 必要 上巳む を 得なかった ので あ.. リ ませう。 さう 

いふ 所、 却って 天眞 無邪氣 であ，. - まして、 ここに 參れ ば、 天皇 も 私 ども 

も 御 同 1^ とい ふ 心 持が いたします。 天皇 を 御同檨 などと 思 ふの は 失禮で 

ありませ う。 多少 御 同 檨な所 を 持って 居られた 方が 實は 有難い ので あり 

ます。 神で ありながら 人であります。 丁度 私の 小學 校に 居る 時分、 先生 

は 大更も 放られな いものと 本 當に思 ひました。 それ は 有難い 先生で あり 

ませう が、 お 互 ひの 間に はさう いふ 所 もお 見せに なった 方が 親しみが 出 

る。 生徒が"：^ 心いた します。 我々 に 似た こと を やって 居られる と 届 ひま 

して、 安心 をいた しまして、 餘計 親しみが 出て 良い 心 持が いたします。 


これ を 直に 比喩に する のは惡 いのであります が， この 歌を讀 みます と、 

親し い 心 持が い たします C 「虚見 つ 大和の 國は、 お しな ベ て 吾れ >  ^ そ 居れ、 

敷きな ベ て 吾れ - ^ そ 座せ」 雄 略 天皇 御自^に 大分 敬語 を 使 つてお いでに 

なります か これ は 當然使 ふべき 心 持で、 安心して 使って おいでにな るの 

でありまして、 さう いふ 所に 日本 特有の 君民 關 係が 自然に 現れて 居る と 

思 ひます。 國民 性を考 へる 人の 注意すべき Si であると 思 ひます。 私 は 五 

人の子 を 有って 罟り ますが、 子どもに 對 して は、 自分 肖 身が 阿 父さん は 

斯うな さると、 子どもに 對 して 敬語 を 用 ひて 申します が、 是は 親しき も 

ので 安心して ゐ るから、 當然用 ふ ベ き 敬語 を 安心して 用 ひるので ありま 

す。 「押し： a ベ て 吾れ こそ 居れ、 敷きな ベ て 吾 こそ 座せ」 すつ か" 御 安心 

§ になって、 俺が 天皇 だと 仰っしゃ るの は、 此際 必要に して 自然の やうで 


■ あり ます。 已 に 御， 分 を お打ち明け になった が 、未だ 不安心 である 。そこ 

で 叉 「吾れ こそ は、 背と し- らめ、 家 を も 名 を も」 と 繰返して 仰っしゃ 

つたので あります。 この 歌 は 一 葉の 最初に 出て 居て 比較的 古い 歌で あり 

ます。 端的で 天 眞な心 持 は、 隆達 節な どよ， り. 遙に 良い 心 持の する 歌で あ 

,0 ます a 

. 斯うい ふ 天皇 を 戴いて 居る 我々 祖先の liiK たち は、 さう いふ 天皇の 赤 

裸々 な 姿 を 見せられながら、 疑 ふところ なく 「大君 は祌 にし ませば，」 と 

歌って 居ります.。 この 句 は 萬 葉 集の 所々 に 見えて：^ ります。 それ を 見て 

も" nz 本の sl^ 民關 係が どんな もので あるかが 分 h ます、 どうい ふ 因緣で 

斯んな 感情に なって 來 たもので あるか 知りません が、 今度の 震災 避難民 

が、 命 かも ふ、、 に 遁れる 時に、 日 慕 里の 停^場で. -攝政 殿下 は 御 安泰 か 


可う かと い ふ - ) と を 訊いた さう であります。 へ 叩から-^、 で 遁れる 時に， 

攝 t ^せ； I 殴 下 は 何う であら うと 言 ふ。 是が H 本人 の 本當 の聲 であり ます。 

御 安泰と いふ こと を 聞いて、 無蓋車の 上に 避難しながら 皆 萬 歲を唱 へ た 

とい ふこと を 聞き まし；.！。 菜 摘み 女に 示された 戀 歌と 「大君 は 神に しま 

せば」 とい ふ聲と は、 矛盾す ると ころな しに 存在し 得. るので あります。 

斯うい ふ 所に も、 日本の 國 K 性が 現れて 居る と 思 ひます。 一端 だけ を 申 

上げる に 過ぎません。 

持統 天皇 は、 語部の 老婆 をから かうて 

ぼと いへ ど强 ふる 志斐 のが 强ひ 語，.^ このごろ 聞 

かすて 朕戀 ひに けり 

§ とい ふ 歌 を 賜って 居.. - ます。 志斐は 老婆の 名 (氏です) であ ます。 否 


m だと 言う て も お 前に 强ぃ 語り をす る。 その 强ひ 語り を此頃 聞かない ので 

懷 しくな つたと いふので あります。 夫れ に對 して 志 斐嫗は 

否と い へ ど 語れ 語れと 告ら せこ そ志斐 いはまう 

せ强ひ 語りと 吿る  - 

とお 答へ 申して 居ります" 私 こそ 否と 申 上げます が、 陛下が 語れく t 

仰せら るれば こそ、 否々 ながら 語り 聞え 上げる のであります のに.、 それ 

を强ひ 語，^ と 仰っしゃ るの は 酷う ございま すと 返し 奉って ゐ るので あり 

ます。 陛下と ほ 下との 關 係が、 歌の 上で は 全く 朋友の 關係 であ. ^ます。 

叉、 常 陸國の 娘が 藤 原 宇合に 別れる 時に ~ 

庭に 立ち 麻 を i 刈り 乾しし きしぬ ぶ 東 をと め を 忘 

れた まふな 


と 女の 悲しい 心 を 正面から 率 M に 歌って 居ります- それが、 ^本ん 膨 

にな.^ ますと。 ^^5^!を思ふ長歌の終りに 「妹が 門 見む 靡け この 山」 とい ふ 

强ぃ 調子に 出て "お ります。 is 葉 集の 歌 は、 すべて この 調子で  一 S して 

ります。 緊張した 心が 置 ハ劍な 態度 を 以て 歌 はれて ゐ ますから、 表 ％ がす 

ベて 直接で あ..^ ます。 打てば 鳴り、 斬れば 血が 出る のであります。 , 

そこで、 今度 は 古今 集の 方の 例 を擧げ ますと、 開卷 第一 の 歌が 

年のう ちに 泰は來 にけ.^ ひと 年 を 去年と や 言 は 

む 今年と やい はむ 

とい ふので あ，.^ ます。 成る ほど 正月に ならぬ うちに 立春の 來 ると いふ 

ことが 古い 暦に はあり ませう。 そこで、 年のう ちに 春が 來 たので あ 拿 

m すから、 この 年內を 新年と 富って い、 か舊 年と いってい、 か 分らない と" 


^ いふので ありませ う。 斯隱な こと は. Ic 人に あっても 何等 痛切な 問題と は 

な.^ 得ないで ありませ う。 痛切な 心が 盛られて ゐ ません から、 歌 全體が 

0 ら 痛切な 響に なって ゐな いのであります。 ン  ： 

、 袖 ひお て 掬び し 水の こ ほれる を 春 立つ 今日の 風 

や 解 くらむ  . 

袖 ひぢて 掬び し 水と い へ ば 夏で ありませ う。 失れ が 凍る とい ふの だか 

ら 第三 句 はもう 冬に なって ゐ ます。 冬に なった かと 思 ふと 「春 立つ 今日 

の 風 - となって 來 ます。 まことに 眼が ま はる やうであります。 眼 はま は 

- つたが、 つまり 何 を 得た かとい ふと、 何も 得て ゐな いのであります。 " 

例 を擧げ るの はこの 位に して 置きます が" 萬 葉 以後 百 三 四十 年間に、、？ 

この 位 調子が 變 って來 てゐ ます。 外形の 調子の みでありません。 物に 對_- 


する 心の 調子で あ h ます。 さう して、 せ 今 集 以後、 八 代 集 以後、 すっと 

千年の 間 この 調子で 續 いて 來てゐ ます。 これ は 何故で あるか。 降 達の 謝 

子が 弄 * の 調子に なった の は、 先程 申 上げた ごとく、 色々 の 原因 も ある 

が、 三味線 咱ハ の幾逵 が 花柳 社會に 局限され たとい ふこと が大 なる-原因 を 

なして， おります。 ^葉 集の 歌風が、 僅に 百 三 四十 年の 間に 古今 集 以下， の 

歌風に 變 つて 來 たの は 何の 爲め であり ませう。 萬 葉 集の 歌 は 前に 中 上げ 

たやう に 民族的の 歌であります。 古今 集になります と、 それが 官人若 ふ 

は 《：：！ 人 を 中心として 生きて ゐる 人々 に 局限され て 來てゐ ます。 十 U 今集以 

下 八 代 集 時代の 官人 といへば、 藤 原 氏が 中心 を 成して ゐ ます。 この 藤 原 

氏が、 政治的に も 私人 的に も、 どんな 生活 をして ゐ たかと 言 ふこと は、 

n 今 私の 述べる まで もない 事であります。 この 官人を 中心として、 それに 


u 調子 を 合 はせ 得る 人々 の 歌った 歌が 古今 集 以下の 勅選集 で あります。. 現 

實に 苦しむ ことの 少ぃ 一 部 貴族 を 中心とした 人々 の產み 出した 歌集で あ 

り ますから、 調子の 現る、 所、 自ら 生ぬるい ものに なって ゐ るの が當然 

であります。 三味線 1 ハが、 花柳 社 會ゃ遊 藝社會 に：？ 限せられ て 歌 謠の墮 

落を來 し、 萬 葉 集 以後の 和歌が 贵族社 曾に 局限 せられて 古今 集 以下の 墮 

落を來 した こと は、 面お ぃ對 照で あると 思 ひます。 それ 故、 私 は、 萬 葉 

集と 古今 集との 關 係を說 くた めに、 態々、 隆達 節と 弄齋 節と を 引合 ひに 

出して、 對照 せしめた のであります。 

古今 集 以後、 すべての 勅選集が、 痛切な 現實 を經驗 する こと 少なき 食 族 

社 曾の 歌 猿であった ため、 自然に 享樂 的— 享樂と は 緊張の 反對 であり ま 

す— でありました が、 只 少し 例外が あ. 0 ます。 それ. は、 古今 集中に 柬國野 


人の 詠み 出した 東歌と いふ ものが 極めて 少し 交じって ゐ ます。 これ は 貴 

族 を 中心として 生活す る 人々 と異 つた 種類の 人逹 であります- - この 束國 

野人の 詠んだ 宽歌 は、 古今 集に あって、 鮮 かに 萬 葉 集の 系統 を 引いて ゐる 

とい ふこと、 これ 亦 甚だ 面 5: い 對照を 成して ゐる ものであると 思 ひます." 

阿武隈に 霧 立ち わたり 明けぬ とも をば やら じ 

待てば すべな し 

夜が 明けても あなた は歸 しません。 待って ゐ るの は 辛う ございま すか 

らと いふので あって、 一見 全く 古今 集の 歌風でありません。 

みさ ぶら ひみ 笠と まう せ {呂 城 野の 木の 下露 は 雨 

に まされり 

m など も 、古 今^中に 例の ない ほど 直接 性を帶 びた 歌と なって 居.^ ます" 


•1 其 他， 神樂歌 催爲樂 歌に も S  E 人の 眞劍 なまの 一 部が、 ちょい、. ちょい 該 

を 出して 今日に 保存され て 居り ます。 

使 分けば » こそ 破れめ 刀 根 川の 石 は 踏む ともい 

ざ 川原より  ： . . 

ffi を 分けて 歩か ば 袖が 破れ ま せ う 。 石 踏む - 」 とも 苦しう ご ざ い ま せ う 

が、 川原から 通って おいでなさい とい ふので、 男 を 思 ひやった 憐 みの 心 

持と、 待って 待ち きれない 心 持が 直接に 響いて 居.？ ます。 

き a が は 

. 鬼 怒 川の、 瀨々 の小菅 の、 や はら 手枕、 や は. ら  . 

かに、 寢る 夜はなくて、 親 離る 夫 

愛する夫と、 や はら かに 寢る 夜はなくて、 親が 二人の 間 を 離さう とす 

る。 その 女の 悲しみ を 直接に 素直に. 訴へ て 居.^ ます". 傍 言 を 言 はすに？； L 


正面から 歎き 悲しんで ゐる 所に 歌の 命が あるので あり ます 、 

かたくなに、 物言 ふ 女 かな， . いまし 麻衣 も、 わがせ の 

如く、 袂 よく、 著よ く 肩よ く、 、袵ゃ はら かに、 縫 ひ 著 

せめ かも 

ゥ： どうも 面白い。 何 所に も. 4i 溫 いところ がありません。 この 他に 神樂歌 

催 馬 樂 歌から 例 を 舉げれ ば 多い のでありまして、 何れも、 K 人の 現實の 

苦し み に 卽し た 直接 な gs^ でありまして、 明かに 葉 集の 系統 を 引 い て 居. 

h> ます 

足利時代の 小唄と いふ もの も、 多く K 衆 的に 發 達して 居りまして、 歌 

の 風が 古今 集と 大分 違 つて 居ります。 

： 尸 台 の fi しこ、 は？ _ 』 洲崎 に、 おつ 皮 をつ けて、 濱で ell 


3.  の、 友よ ぶ聲、 ち h/ 、や、 ち， o/,,\、 ち 6/,,- や、 ちり 

と、 友よ ぶと ころに、 岛 かげよりも、 艢 の 音が、 

からり ころり、 から， 0 ころりと、 漕ぎ出 だいて、 釣り 

. すると ころに、 釣った ところが、 は あ、 面白い とのう 

この 歌 は、 書物に よって 多少の 違 ひがあります が、 大體斯樣でぁ..^ま 

す。 斯うい ふ 率直な もの は、 失 張り 民衆から 生れて 居ります。 弛緩した 

享樂 的な 氣 分から は、 こんな 無 邪 氣な聲 も 出て ま ゐ，. > ません。 

深山のお ろしの、 小 の 霰の、 さら， 0 さら とした 

る 心 こそよ けれ、 險 しき 山の、 九十 九折の、 かなたへ 

ま はり， こなたへ ま はり、 くる b  くる^ としたる  > じ 

は 面白 や 


とれ は 偸 快で あ...^ ます。 說明は 要 ません。 斯うい ふ 所から 三^線 小 

喷な ども 最初 は 系統 を 引いて 居ります。 例へ ば永祿 時代の 蛇 皮 線、 後 

の 三 * 線の もとで あ. 0 ます。 その 小哏に 面白い ものが あります。 例へ 

わが 戀は、 千 本 小 松の 枯 るるまで、 鯛が 水 乾て 

ほこ. 0 立つ まで 

比喩であります が、 「鯛が 水 乾て 埃た つまで」 とい ふ 5^ 大膽な 比 を さ 

れ ると 反抗が 出來 なくなります。 比喩 そのものに 直接に して 痛快な 心が 

あるから であわ ます。 隆達 節な ども 同じく > J の 系統の 內のも ので あ，.^ ま 

す。 それが 弄齊 節に なって 墮 落して、 德川 時代の 三 * 線 唄が、 花柳 tt.w 

S とその 氛圍氣 の 中に 育った ために、 * 见らに 詰らぬ ものに 墮ち たので あり 


^ ます。 併 乍ら、 民族の 歌謠 は、 花柳 社 會に發 達する ものと は 別途の 發逢 

をして ゐ ます。 諸國 民謠， 馬子 g ハ、 舟 唄、 麥搗 W とい ふやうな 種類で あ 

b まして、 是 等の 唄に は、 現 實に卽 した 民人の 痛切な 心が、 生きく と 

現れて ゐる ものが 澤山ぁ b ます。 馬子な ど は 、夜から 夜へ かけて、 酑 から 

野、 峠から 峠 を 通って 日 を 送る のでありまして、 子に も碌々 逢 はれま 

せん。 顔 は 怖い が 心 は 哀れであります。 その 哀れな 心から 哀れな 1  ハが生 

れ 出ます。 • 船頭の 生活 は、 船底 一 枚の 下 は 地獄であって、 あの 荒 くれ 男 

も， 海洋に 乘.. - 出せば 憐れな ものであります。 それが 自然に 哀音 を 含ん 

だ 船頭 1 ハ になって 居り ます。 麥搗 ！：* , 田 植唄、 草 取 1 ハ等皆 同 じであります。 

その 傑れた もの は、 矢張り 萬 葉 集 の 精神 を 引い てゐる と 言 ひ 得 るので あ， 

b ます。 いま.' 伊 S 南方に 現に 謠 はれて ゐる麥 搗喂を 例に します。 


麥 ついて、. 夜 炎 仏いて、 お 手に 肉刺が 九つ、 九 

つの まめ を 見れば、 親里が 戀 しゃ 

九つの 肉刺と いふの は 多くの 肉刺 をい ふので ありませ う。 嫁に 行って 

問 もない？^ 家の 新婦の 心が よく 現れて 居ります。. 元 ゃ長呵 Z の 歌 謠とは 

稱 類が 違って 居ります。 花柳 社 會ゃ遊 藝社會 にも、 勿論 痛切な 生活が あ. 

り ませう。 併し 左 檨な社 會に發 達した 歌 は、 痛切な 問題の 方 は 寧ろお 

留守に して、 お 客の 遊び 氣 分に 迎合す る やうな、 面白 を かしい、 所謂 甘 

. たるい 側の ものの みが 多く 發 達して ゐる やうで あ ります。 生溫 いも 0 に 

なり、 間接な： も. のにな り、 駄 sis の ものになる のは爲 方の ない ことで あ 

hv ま す- 

S 萬 葉の 精神が、 民人の 間に 斯うい ふ 形式 なって 殘 されて ゐる 問、 0 


^ 歌の 上に あって は， 古今 集 系統の ものが、 一千 年間 保存せられ ました。 

進歩でなくて 單に 保存せられ たのであります。 その 間 に 萬 葉 の 風格 を 

w へ t:! ものが 極 僅か 出ました。 右大臣 源實 朝であります。 實朝は 新 古今 

凰の 流 を 汲んで 居.^ ますが、 萬 葉棠の 影響 をう けてから は、 殊に 緊張し 

た 直接な 歌 を 遺して 居， 9 ます。 これ は、 一方から 言 ふと、 八 代 集 時代の 

止ヌ族 政治 期 に對 する 武士 政治 期の 代表と 見る 事が 出來 ます。 夫れ か ら、 

ますら を 

e 川 時代の 末に 賀茂眞 淵が 出て、 萬 葉 集 を 鼓吹して、 所謂 益 荒 sf- ぶ" の 

歌 を 唱道いた しました。 彼の 遺した 歌に 餘 りい.^ ものはありません が、 

田 安宗武 • 平 賀元義 など は、 この 機緣 によって 輩出した 萬 葉 系 歌人 で あ 

ます。 其 他に 僧 良寬が 出て ゐ ます。 是 等の 歌人が 徳 川の 末葉に 出た の 

は、 行き詰まった {<H 氣の 中に 新しく 生れ 出た 芽と 見る ことが 出來 ます。 


卽ち德 川 末期 積弊 打破の 精神が 生んだ 新芽であります。 

治に なれば， 今までの 小數 政治が 、鬼 も 《も民 衆 的の 政治と なって、 

陪級は 少なくな り、 萬 機 維新の 時と なって、 短歌の 上に も、 自然に 改ぉ 

の 機. 述が 向いて 来たので あります。 明治 三十 年 前後から， _^^合直文氏ゃ 

與謝 野さん は、 明瞭な 旗 を 立て、 短歌の 革新 を 起されました。 これに 前 

後して 正 岡 子規が 出ました。 この 短歌 革新の こと は、 只今 も與謝 野さん 

が 申されました から 私 は 立ち入らない 事に 致します が、 特に、 こ、 で 

规 のこと を 申 上げる 必要が あります。 子规 は、 絕對に 一 葉 奥 を：^ 信す る 

と共に、 古今 集 以下 を 絕對に 否認して ゐ ます。 これが 子规の 短歌^ 新の 

精神であります。 この 事 は、 明治 三十 一 年の 「日本 新 ra」 に 「歌人に S ハふ 

m るの 書- とい ふ もの を 十回 許， りに 亘 つて 發 表して ゐ ます。 子规の 主張 を 


知らう とする に は：：； ル非 これ を讀 まねば なら： ぬのであります。 これ は -績 

子规隨 筆」 の 中に 收め てあります から、 詳しく は 夫れ で 御 覽を願 ひます。 

斯 檨な譯 で、 子规. の 短歌 革新 は 全く 萬 葉 集に 歸る ことであります から、 

寓葉 集の 系統と 題す る 私の 話に は、 自然に 子規が 最も 主要な 位置 を 占め 

る 事になります ので、 これから 子規に 就いて 較ゃ 詳しく 中 上げた いと 思 

ひます。 . 

萬 葉 集の いのち は、 內 面から 言へば、 「全心の 集中」 であり、 外面から 

1 一 曰へば 「直接の 表現」 であります。 「靡け この 山」 も 「^陸 少女 を 忘れ 給 ふ 

な」 も 感情が 一 黠に 集中され て、 表現が 直接に びた， 9 と 行って ゐる 黙に 

於て、 古， 今 集 以後の 微温 的な 心と、 その 心が 間接な 表現 を 取って ゐるも 

のと、 明らかに 反 對の對 照 をな して 居ります。 夫れ であります から、 眞 


に tsf 薬 集 を 尊敬す る もの は、 古今 集を絕 對に排 する のが， 目然 であり、 當 

然 であります。 酒 を眞に 愛する もの は、 眞に 純粹な もの を耍 します。 そ 

の 心 は 上 III, ならぬ 私に も 分ります。 萬 葉 集で も 譬喩 歌になる と 表現が 直 

接で ないだ け、 歌の 憤 値が 落ちて 居ります。 それでも、 後世の 生溫 るい 

譬^より は 生き して 居る ものが あります。 例へば 

しるしな きもの を 思 ふは大 寺の 餓鬼の しり へ に 

額づ くごと し 

など も譬 * を 用 ひて 居ります が、 大膽に 歌 はれて 割合に 生き生きした 所 

を 持って 居ります。 

子規が 萬 葉に 歸れ といった の は、 古今 集 以後の 沈滯 した 空氣を 拂ひ盡 

g して、 萬 葉 集の 生きく した 感情と、 率直 さとに 歸れ といった ので ありま 


^ す。 行き 詰った もの は、 初めから 出直さねば、 本來の 道が 歩かれません。 

子規 は 行き 詰った 和歌に 對 して 再び 出直せと 言った のであります C 元來、 

筏 古と は 出直し を するとい ふ 事であって、 明治維新 は 一 つの 出直し 運動 

であります。 王政復古 とい つても、 何も 昔の 儘、 その ま.^ に復る ことで は 

ありません。 發生期 • 成長期の みづく した 潑潮 たる 心に か へ る ことで あ 

.9 ます。 之 を 人間に 譬 へて 言へば、 人間 一 生の 中、 誰でも 一 番 直接な 表 

現 をな し 得る の は 子供の 時であります。 生きく した. 純一 な 感情 を 持つ 

てゐ るからで あります。 如何なる 人の 前で. も、 子供 は 嫌 やな 事 は 嫌 やと 

いふ。 嬉しければ 聲を擧 げて歡 ぶ。 大人になる とさう は 行かぬ。 圏 境に 

對 して 筒 な 心に なれない からであります。 利害 關係 も考へ なければ な 

らぬ。 世間の 體 裁も氣 にせねば ならぬ。 到底 純 一 な 無 な 子供の 心に な 
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れる ものではありません。 けれども、 その 多岐な 心 を 或る  一 に 集中す 

る 事に 依って、 往々 にして、 純一 な 心に なり 得る 事が ある。 一 n;,M 雜多 

岐に 入った 心 を、 簡 軍な 純一 な 心に 統一 してし まふまでに は鍛 鍊が耍 り 

ます。 良 寬は佛 道 修業の 鍛練に 依って、 子供の やうな 心-泣に 達する 事の. 

出來た 人であります。 道ば たに 子供と 鞠 をつ いて、 曰の ii:;^ れ るの を 忘れ. 

ると いふ やうな 所まで 到りつ いた 人で あ，.^ ます。 我々 は 凡人であります 

から、 中 々そんな 境地に 到る こと はむ づ かしい のであります。 出直す，， 

いふ 詞は简 であり ますが、 後世 者 はさう 简單に 出直す ことの 出來る も. 

ので はない。 純 一 とい ひ、 集中と いひ、 直接 表現と いふ も、 之に 徹する 

には容 ilj^ な 事ではありません。 卽ち 後世 者に 向って 萬 葉 道に 還れと 言 ふ 

事 は、 丁 一 化 i< 人に 向って 子 K に 還れと いふ やうな 具合でありまして、 そ 


お のぼに 少し 覺 悟が 要る やうであります。 近頃 「悟る まで」 とい ふ 書 ⑩が出 

たやう であります。 さう すると 叉引續 いて 「悟って から」 とい ふ 書物が 山 5 

たやう であります。.， こんな 調子に 行く と 具合が ぃゝ のであります。 . . 

是に 到ります と" 子規の 鍛鍊 的な 生活 を 解せなくて は、 子規の 歌 を 解 

する こと は 出来ない と 思 ひます。 病臥 七 年の 間 動く ことなく 寢て 慕した。 

終りに は脊 骨に 穴が あいて、 そこ へ、、 ガ， ゼを 詰め 換へ る 度に、 隣家に ま 

で號视 の聲が 聞え たと 言 ふ 事であります。 その 間にあって、 客が 來れば 

號泣を 忘れて 文學 美術 を談じ 通した とい ふ 事であります。 子規の 歌は此 

處か ら出發 して ゐ ます。 鍛鍊の 至極 か ら純 一 道に 入り 得た のであります。 

由來 東洋に は鍛鍊 道が ある。 東洋の 文化 は 色々 の 道 を 取って 開かれて 

罟 ますが、 時 も锻谏 道が 骨子と なって ゐる やうであります。 儒 敎ゃ佛 


敎も 一 稀の 鍛鍊 道で あると 思 ひます。 鍛練と は， 生活力 を 統率して 一 方 

に 集中させる ことであります。 生活力 を 統べる とい. ふ 事 は、 必 しも 本能 

を 抑： ゆ： する ことではなくて、 その 活力 を 一 方に 集中させる ことで ありま 

す。 集中す る こと さへ 出來れ ば、 本能の 力 は强大 であれば ある い k 箬 

であります。 只 それが 强大 だけに 終って、 集中 出來 す、 統率が 出來 なけ 

れば、 一  なる 力と なり 得ない のであります。 鍛練の 工夫 はこ. - に必耍 

を 生じて 來 るので あります。 夫れ が眞に 一 方へ 集中す る ことに なれば、 

儒敎の 所謂 「 一 $华 食 一 瓢飮 陋巷に あって その 樂を あらためす」 と 言 ふ 境地 

に 到り 得る ので ありませ う。 一 簞食 一 瓢飮は 誰でも 有難くな いので あり 

ますが、 總 ての 生活力が 尤も 重要な ー點 一へ 集中 すれば、 一 第 食で も 一 觚飮 

§ でも、 そんな 事 は 構はなくなる のであります。 飮 食慾 を必 しも 抑- m する 


g のではありません。 他の 重要な 方面へ 凡ての 活力が 集中す るので ありま 

す。 この 鍛練の 工夫 は 儒敎全 體に亘 つて 看取す る ことが 出來 ると 思 ひま 

す 。「寢 ぬる 尸せ す」 と い ふの も 此の間の 消总に 通じて ゐ ると 思 ひます。 

佛敎の 事 は、 私 は 殊によ く 存じません が、 鍛えくて 装巖 枯木の やうな. 

生活に 入る の は， 矢張り 全心の $ ；;^ 中 作用で はない かと 思 ひます。 觅に^^、 

佛敎に 於け る 悟りの 工夫と いふ もの は， 一 稀の 鍛練で あら-うと 思 はれま 

す。 儒 敎佛敎 のみでありません。 洋の 繪畫を 解す るに は、 矢張り この 

鍛鍊道 を 解せ ねば 會 得出來 ません。 芥子 園 畫傳に 「必 吸なくて 視る 如く、 

H. なくして 聽く 如く、 一  兩 筆の 間に 旁見侧 出すべし。 繁を删 り简に 就き、 

而 して 至 簡に 就けば、 天 趣 宛然と して 云々」 「而 して この 一 雨 筆 忽然と し 

て微に 入る」 と 言 ふ の は 、束 洋畫 に 於け る 鍛鍊道 を 言 ひ 現して 居ります。 


歷代名 書記に、 「張 〔張 僧餘、 吳 (吳 道玄) の 妙 は筆緣 かに 一 二の み。 像は已 

に應 す。 (中略〕 此肇 周から すと 雖も 而も 意 周き なり」 とい ふの も 同じで 

あります。 その外 「李 成 墨 を 惜しむ こと 金の 如し」 とか 「一 墨 五彩 を 分つ 」 

t かいふ 事が あります e ー摄は 一 墨で あるが、 一 墨に して 同時に 五彩で 

あります。 一 墨 を 用 ひるの は 五彩 を 認めぬ のではありません。 この S の 

消息が 分らねば 來洋の 繪畫は 分らない ので ありませ う C 斯檨に 鍛練 を究 

極させる のが、 柬洋 文化の 骨子 をな して ゐる のであります から、 詩形と 

しても、 東洋の もの は 短い ものが 多い のであります。 短 いのは 初めから 

IS いのではありません。 短い 內に 深い もの を藏 する のであります。 深い 

もの を藏 して ゐ るから、 短くて 長いので あります。 これ は 丁度 佛敎 ゃ儒敎 

m の 心に 通じて 居ります。 「君子 言訥 にして 云々」 と 云 ふの は 只訥辩 のこと 


^ ではない と 思 ひます。 兎に角、 東洋の 詩形に は 短. いものが 多い。 五 言 絶 

1 

句と か、 短歌 俳句と か 云 ふ ものであります。 芭 菊の 俳句の 如き は、 芭蕉 

の 鍛練の 生活 を 解し 得な いものに は 到底 分らな いで あらう と 思 ひます。 

屢繰 りか へ して 申します が、 鍛練と は 生活力 を 無視す る 事で はない。 

自然に 隨 つて 成長す る總 ての 生活力 を 一 勲に 集中す る こと. で ありまし 

て、 寒中 單衣を 著たり、 暑中 綿 入 を 著たり などす る 不自然な 敏鍊の 意で 

はありません。 この 消息 は儒敎 などの 中から 充分 視ふ 事が 出來 ます。 例 

へば， 孔子 は 「韶を 聞く、 三月お 味 を 知らす」 とい はれて 居ります。 孔 

子 は 非常に 音樂を 好んで ゐ るので、 三月 肉 味 を 知らぬ 位に 音 樂に打 込ん 

でゐる 態度； i、 人間 自然の 要求に 隨 順して ゐる 心ば え を 伺 ふこと が ffi 來 

るので あります。 弟子の 曾晳が 「三 子 者の 撰に 異る」 と 言って 謙遞 して 


志 を 言はなかった 時 「何 傷 せん」 と 言って 孔子が 催促 をす ると、 私の 願 

は 他の 皆さんの 檨な 堂々 たる ものでありません。 s^^ls^ 服が 出來 て、 冠 

者 五六 人 童子 六 七 人と 共に 诉と いふ 所の 溫泉 に^して、 風に 吹かれな が 

ら歸 りたい。 これが 私の 願で あると 答へ てゐ ます。 その 時 孔子 は渭 然と 

して 嘆 じて 「我 はお 前に 與 せん」 と言うて 居ります。 書 經の堯 典に は 「仲 

恭を殷 す。 厥の 民析 る。 鳥獸は 孳尾す」 とい ふこと があります。 孳は子 

を 慈しみ 育てる ことであります。 尾 は 交尾であります。 鳥獸 の^:^ する 

如き 心 を 以て 仲泰を 股す とい ふので ありまして、 儒 敎には 禽獸蟲 魚 天地 

山川 自然の 心に 隨順 するとい ふ 心が 多く 現 はれて 居ります ので、 鍛練 道 

から 見まして、 私 どもの よい 參考 になる と 思 ひます。 これにつ いて、 話 

§ が 長引き ますが 日本から 手近な 一 つの 例 を 引いて 見ます。 賴三樹 三郞の 


門人が 一 昨年 田 端で 死にまして、 生前 その 人の 話 を 聞いた のであります。 

この 門人が 酒 Si の 席で 他人に 恥お しめられ たの を 見て、 三 樹三郞 は、 恥 

を 知らぬ もの は 破門す ると 言って、 破門 を 言 ひ 渡した のであります。 こ 

の 破門 は 梁 川星巖 先生の 仲 入りで 解かれ ましたが、 斯の樣 な 厳格な 艘け 

方 をす る 三 樹三郞 が、 一 方に 於て は、 家に 一 通の 通帳 を 儘へ てお きまし 

た。 この 通帳 は 島 原の 通； g であります。 門人 ども は、 この 通帳 を 持って、 

線香 二 本づ乂 {iirg へ 通 ふ 事 を 許されて ゐ たさう であ.^ まして、 時々、 奥 

さんが この 通帳 を 調べて、 お前 は 一 本 多く 居 過ぎた とい ふやうな 世話 を 

燒 いたさう であ 6 ます。 一方に 通： g を 用 ひさせ、 一方に 破門 を 振り g?- 

所が、 私に は 面 G いのであります。 柳 生但馬 守が 山中の 老人から 劍術を 

習 ふ 時 も、 老人 容 おに 竹刀 を 持たせません。 詰らない と 思 ひ 乍ら 水 を 汲 


んで、 ぼんやりして ゐ ると 後ろから 來て ぼかんと 打つ、) 今お 前に は 隙が 

あつたと いふ。 この 消息が 私に は 面 いのであります，" 森 外 先生の 小 

說 「護持 院原 の 敵 討」 を讀む と 妙齡 の 娘 お り よ さ ん が 、 御©^^ 公 を し て ゐ 

ますと、 或，； 仪 突然 母の 急病 を 告げて 來た 男が ある。 おりよ さん は 幾人 か 

の 手を經 てこの 知らせが 耳に 入った 時、 直ぐに 懷に手 を 入れた。 懷には 

懷 劍が藏 つて ある。 仇の 知れた のが 分った のであります。 鍛練 近 は « 屮 

道であります。 一 心 集中 すれば、 おりよ の 如く 瞬間に 懷劍に 手 を かける 

事が 出來 ます。 鍛鍊の 極致 は 斯檨な 心境に 到達せ しめる のであります。 

精神 を 絕對に 一 方に 集中す る 心が、 犧牲の 心になる のであります。 镇牲 

と は 心が 一 方に 集中す る ゆ ゑに、 一 切の もの を擲 つて、 或 物に 突入せ ね 

I ば滿 足出來 ない 心の 狀 態であります" 之が 日本に 於け る 武士道と なり、 


^ 男伊達と なり、 甚 しき は盜賊 道と なり、 掏兒 道とまで なった ので あ，.^ ま 

して、 盜 賊掏兒 にまで も、 犧牲 道が 及んで ゐる 所に、 却って、 日本の 國 

民 性が 現れて 居ります。 乃 木 大將が 子息 を 討死 させた の も、 さう しなけ 

れば將 軍に は 満足 出來 なかった ので あ，.^ ませう。 

話が 再び 子規に 戾 ります。 子規 は 前に 申した 如き 境遇に あって、 鍛鍊 

の 一 道 を 通りました。 子規が 萬 葉 道 を 目指して 「集中せ る 心」 と 「直接な 

る 表現」 を 短歌の 上に 唱 へたと いふ 事 は" この 鍛練 道から 離して、 考へ 

る 事 は出來 ぬのであります。 今人 は 巳に 小兒 から 汚された 大人で ある。 

其 大人が 更に 子供に 立ち返る と 言 ふこと は、 之 を 絕對に 押し進める 事 は 

殆ど 困難で ありませ う。 只、 鍛練せられ た 者の みが 集中 道に 入る 事が 出 

來 るので あります。 集中 道に 入った 事が 僅かに 大人が、 小兒に 返った 狀 


態で あると 私 は 思 ひます。 小兒に 返った けれども 子供で は あ.^ ません。 

大人の 子供に 返つ だのであります。 良寬 が、 佛逍を 修業して 子供の 如き 

£ 力 地に 入った とい ふので あり ますが、 い く ら 子供 の 如き 1? 地に 入ても、 

子供で はない のであります。 私 は、 今 主として 鍛練の 方面の み を 申して 

「占り ますが、 實は、 之 は 人間の 天賦と il 係して 言 はねば 盡 して は 居り ま 

せん。 .：！^ 宽子规 の 如き 境涯 を 經て來 ましても、 天賦 こ、 に 在ら ざれば 如 

何ともす ベ からざる ものでありまして、 天賦の^ する 以上、 生れな がらに 

して 集中 道に 參 する ことの 出 來る人 は澤山 あると 思 ひます が、 夫れ でも、 

自己 の 全 生活 を擧げ て 集中 道に 入る - 」 と 良 K の 如く、 子规 の 如くなる と 

言 ふ 段に なれば." 矢張り 鍛練 道から 離して 考へ る ことが 出來 なくなる の 

g であります。 4K れで 子规は 天賦と 鍛練と によって、 萬 葉 道に 入" W て 居 


^ ると いふの が穩當 であります。 萬 葉 道に 入り 得て 居.^ ますが、 子規 は 子 

规の 歌であって、 萬 葉 集の 歌ではありません。 丁度 大人から 子供に 返つ 

て も、 それ は眞の 子供で ない と 同じで あ b ます。 實は眞 の 子供で は 困り 

ます。 大人が 子供に 返った の は、 矢 張、 大人の 子供で ある 所に 本 當の意 

義が あるので あります。 子規の 萬 葉に 返った の は、 萬 葉に 返った ので は 

なくて、 本當の 自分の 面目に 返った のであります、 子規が 萬 葉 集 を 唱道 

したの を捉へ て、 直ちに 古い ものに 返った と 思 ふ もの は、 此の 關係を 無 

視 して ゐ るので あります。 子規の 歌 は、 集中と 直接 表現に 於て 萬 葉の 生 

命に 入って ゐる けれども、 それが、 凡べ て 近代的で あ-^.' 且つ、 その 歌 

の 多くが 鍛練 的 色調 を 濃く して ゐる 所に 子規と し ての 特徴が あ.^ ます。 

子^の S?! へた 寫 生と 言 ふこと も、 殿 練 道の 一 つの 現れで あ ます。 寫生 


の 外形 を捉へ て沒主 觀だ などと いふ 人 もあります。 之 はお 洋 の 鍛練 近の 

真諦 を 解せ ぬ 人々 の 言で あ、 ります。 泣かねば 悲しから す、 笑 はねば 嬉し 

からすと 思 ふ 人に寫 生の 意氣の 分る 答 は ぁト， ません。 

京都に ゐた愚 庵和尙 の^子が、 庭に 熟して ゐる柿 を 取って 來て、 これ 

を子规 さんに.. lJ げたら 喜ぶ だら うと 言 ひます と、 愚 庵 はお 前 それ を 子規 

さんに h げたいの かと 言つ； T  ^子 は左檨 だと 答へ た。 それなら 直ぐ 持 

つて； J7 つ て トマげ たらい 、だら うと 言 ふこと になり まして、 ^?5子は汽^に 

乘 つて、 態々 根 译 まで 柿 を持參 しました。 その 時の 子規の 歌の 中に 

御佛に そな へ し 柿の あまれる を 我に ぞ賜 びし 

十 まり 五つ  . 

§  柿の 實の 甘き も ありぬ 柿の 實の濂 きも あ h ぬ 


^  きぞ、 つ き 

とい ふの があります。 この 「fe きぞう まき」 とい ふやうな 額 は、 東洋 的锻 

觳 を經た 子規 獨特の 領分であって、 萬 葉 集の 領分に も 斯様な 稀 類の もの 

はありません。 

富士を 踏みて 歸 りし 人の 物語き きつつ 細き 足さ 

する 我 は 

人 皆の 箱 根 伊香保と 遊ぶ 日 を 庵に こもりて 蠅殺 

す 我 は 

「聞きつつ 細き 足さす る 我 は」 「庵に こもりて 蠅 殺す 我 は」 皆 子規 一 人の 

領分でありまして、 「^ きぞう まき」 の 歌と 共に 鍛練 道から 引き離して 考 

へる 事の 出來ぬ 歌と 思 ひます。 


ダ網 の 鳥籠 ひん み うれしげ にと ぶ 鳥 見れば 我 も 

しむ 

ひとやなる 君 を 思へば 眞 ft 餉の 肴の 上に 淚 落ち 

けら 

先が けの ffi 功 立てす ば 生きて あら じと 誓へ る 心 

が姜 知る も (平家 物 15S 詠す) 

これらの 歌 も同檨 であ ます。 生姜が 知って ゐ ると 斷 じて ゐる 所、 古來 

から 斯うい ふ 作 は 全くなかった 事と 思 ひます。 

瓶に さす 藤の 花房 短ければ 疊の 上に とどか ざり  、 

けり 

S の 歌な ど は、 今日 多くの 人が、 まだ、 解らなくて 居る やうで あ..^ ますが、 


^ 子規の 特徵を 最<1- 突き詰め 得た 作の 一 つで あると 私 は 信じて 居ります • 

斯 樣な訣 でありまして、 子規 は 萬 葉 を 最も 明瞭に 唱道し、 そして 自已を 

最も 明瞭に 作物の 上に 現し 得た 人で あると 思 ひます。 時間が あ h. ません 

から、 例を儉 約して 此 位に 止めて 置きます。 猶、 その 頃の 人々 が、 子規 

が 萬 葉の 古語 を 用 ひるの を 笑 ふに 對 して、 明瞭な 短歌 用語 論 を 成して ゐ 

ます 0 

名君の 人 を 用 ふる は、 その 材能を 見て 長す る 所に 從ふ。 

歌人の 語句 を 用 ふる 亦斯の 如きの み。 

とい ふので あります。 簡單 にして よく 耍を盡 して ゐ ると 思 ひます。 

夫れ で 明治 和歌 革新の 緖を 開かれた の は、 先程 申した 如く 落 合 氏の 系 

統を 引かれた 與謝 野さん と、 子规 とであります。 與謝 野さん の 先程のお 


話に「我々はず：；葉ゃ古今^^は早く突破して新古今狼へ行った 」と言 はれま 

したが、 子 规は新 古今 狼 や 古今 集 を 突破して 萬葉然 に 行きました ので、 

雙 方の 立場が 全く 異 つて ゐた 一 端が 分る と 思 ひます。 子规は _ か 合 氏の 歌. 

に對 して は、 明治 三十 四 年に 「墨汁 一 滴」 で 詳しく 批評して 居ります。 

與謝 野さん に對 して は 「鐵 幹是 ならば 子规 非な り。 子：^ 是 ならば 魏幹 非. 

なり 云々」 と 巾して 居ります。 與謝 野さん の 方から は、 子规の 歌に 對し 

て、 「何時までも かもで も あるまい」 とい ふやうな 事 を 「明：^」 に 言 はれて- 

居ります し、 子规の 葉 振， り を 「衣冠 で 銀座 を 通る やうで ある」 t 

冷やかされて 居ります。 H 者 全く 立場 を 異にして ゐ るので あります から， 

これ は雙 方と も 御尤もの ことと 思 ひます 飞 猶" 與謝 野さん は、 先き s^、 

§ 文學の 上に 流派 を 認めない と 申されました が、 子规 は.' 明かにー3ー某5^^1.说 
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活の旗 を 立て V 歌の 上に 流派 を 立て. -居， - ます。 流派 を 立てた 子规の 歌. 

に對 して、 當 時の 世人 は." 古い 歌で ある" 4.C 典 的な 歌で あると 言つ で、 

旗下に 馳せ參 やる 人が 少なく、 流派 を 立てぬ と 言 はれる 與謝 野さん の 方 

へ 天下の 靑 年が 皆 集りまして、 明星 派と いふ 大きな 流派が 世人から 認め 

られ たとい.^ こと も、 ffi だ Jg.::: ぃ對 照で あると 思 ひます。 
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短歌と m 常 牛； 活 

〇 

生活 精神の 統一 から 我々 の 歌 は 生れて 來る。 筒單な 生活 は 統一 され 易 

く、 複雜な 生活 は 統一 され 難い。 統一 に 難き ほどの 生活 を 統一 し 得る 多 

力お が 歌人に 現れ 來 らんこと を 私 は 望んで ゐる。 

複雜の 統一 は iM や も すれば 多岐 面 を 露 はし 易く、 愈々 多岐に して 拾收， 


^ する 听 がない。 諸相 を容 るるに 似て 一 相の 眞に 到達し 得ない ので ある。 

か閲 ぷ充ー に は £ の 淺ぃ减 みが あり、 深し とする も 周から すして 早く 墮 

する 所が あり.' 一 たび 搣 さるれば 底 を 傾ける の危 さが ある。 諸相の 一 部 

に 周 在して 好し とする もの、 偶 ま、 他の 一 相に 遭遇して 驚き. - 二相 三相 

に， して 摧け 了る の 類で ある。 複 維の 統 一 とい ひ、 簡 單な統 一 とい ふ 

も、 以上の 如き は 皆無 力 者の 爲す 所で ある。 無力 を 料ら すして 多端に 突 

き當 るよりも、 無力 を 知って 簡約す る を 殊勝と すべき も、 はじめよ" 廻 

避して" 終りまで 廻 避したら、 人間 諸相 を 具備す る 時がない であらう。 

禮ま りの 早く、 弊の 少ない を 目指せば" 簡單な 統一 を擇 ぶより よき はな 

事 

く、 大成 を 目 ざせば 積極的な 用意 を 必要と する。 この 邊 になれば、 只 そ 

の 人に 依る とする の 外 は あるまい。 


多面に 突き 雷って 統一 ある は 難い。 只 敬虔 一 途な 心と、 その 力 S とが、 

之れ を 筒に し、 至 筒に する。 釋迦は 夫婦 道 を も 親子 近 を も 通り、 結她後 

十三 年に して 出冢 し、 後に 遂に 人間 近 を 筒 約して ゐる C 孔子 は： 史に 多面 

の 道に 突き 當 つて、 陳蔡の 野に 困阨 し、 六十 八 歳に して 初めて 返いて そ 

の 道 を 筆に した。 多 力なる 简約 は至簡 にして 至繁 である」 一端に して 全 

體 である。 統一 に 難き ほどの 生活 を 統一 し 得る 多 力 者が 歌人に 現 はれん 

こと を 望む はこの 意で ある。 彼の 自恣 放縱を 以て 人間性の 自然の 發 露な 

りと して、 自ら 簡約す る 所 を 知らざる ともがらの 如き は、 今の 時 眼中に 

おいて 論す る 要がない ので ある。 

〇  . 

S 眞淵 は、 歌 意 考のは じ め に 
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た、 必 
ぶ、 要 


あはれ あはれ 1 上つ 代に は.' 人の 心 ひたぶ るに、 直く なんあり け 

る。 心し ひたぶ る なれば？ なす わざ も 少なく、 事し 少なければ、 

いふ 言の葉 も、 さはなら ざり けり。 しか ありて、 心に 思 ふこと あ 

る 時 は、 言に あげて 歌 ふ。 こ を 歌と いふめ り。 云々。 

と 言う てゐ る。 K 葉 道 に 傾 到 して 初めてい ひ 得る 言 である。 「なす わ ざ も 

少く" いふ 言の葉 も 多なら ざり けり」 は 「ひたぶ る 心」 の 現れであって、 

この 消息 は、 上古 人に も 現世 人に も 通じ" 男女に も 老若に も 通じ" 簡 軍な 

ろ 生活の 統 一 者に も 通じ、 複雜 なる 生活の 統一 者に 至って 益々 多く 

を 生すべき である。 多言 多 行 は 濫言濫 行に 近く、 耍言要 行 は 深き ひ 

る 心に よって、 益々 その 幅 を 縮小 せらる るで あらう。 複 雜な統 一 者 ほど 

縮小が 多くな さるべ きであって、 左樣な 縮小 をな す 所の 主 體に多 力の 名 


を 冠ら せる ので ある。 多 力 者と は 生活 精神の 積極 消 兩 面に 徹した 統 1 

者であって、 ffi 極 的に 偏した 統一 者 は 多く S! 避お である。 歌人の 群れが 

»避_ ^であるならば、 人間 諸相 を 兼ねた 圓滿 具足の 歌 は 生れぬ であらう。 

多言 多 行、 濫言濫 行 のと もがら は 論外で ある。 

〇 

議論が 立派に なると、 自分の 生活が むづ 痒くなる ものである。 これ は 

致し方がない ので ある。 斯うい ふ 問題 は、 議論す ると、 議論の 方が 進み 

過ぎる 倾 きを 持つ。 自分の^ 活を 目安に 置いて、 ひそかに 考 へて ゐれば 

いいので ある。 人格に 關 する 議論の 堂々 たる ことと、 屢々 なる ことと は、 

自分の 生、 舌に 虛 を |:， びし める. ことがある。 諸れ を 人に 見る。 吾 儕に 

^ 見て はならぬ。 


子規が 左 干 夫に 

茶 博士 をい やしき ものと 牛 飼 をた ふとき 業と 知 

ると さ さく 

とい ふ 歌を貽 つたの は、 歌人 往々 廻 避して 風流に 甘へ る こと を 戒めた 

ので あらう。 その 實、 左 千 夫 は 洪水の 中 を 犢鼻襌 一 つで 牛 を 引っぱ， oSf 

す ほどの 生活 をして ゐた。 高き 生活、 淸き 生活、 美しき 生活と いふ やうな 

ものに 甘へ る 儕 は、 宗敎家 文學家 美術家 等に 多い やうで ある。 鷗外は 赤痢 

を 病みつつ、 或は 肺炎 を 病みつつ 陸 車 省に 通 ひ、 流行 感冒に 摧 りつつ 博物 

館に 通 ひ、 萎縮 臂に れんと しつつ 足 を 引きす つて 圆書 寮に 通った。 それ 

ほどの 覺|£ があって、 はじめて 生活 統一 の多カ者た，.^得るのでぁらぅ。 


〇  • 

日常生活 とい へ ば K ぐに 衣食住の 現象と する ものが 多い。 衣食住と い 

ふよりも 衣食住の 物質的 現象と 解して、 衣食住に ii 聯 する 物 ハ おの^へ 5 分 

配 に 力瘤 を 入 れて 論じて ゐる ともがらが 多い。 小 生 等 は H 常 牛： 活の 中に 

衣食住 を赏 する けれども、 重 やる の は 衣食住に 對 すろ 行動の 主體、 換言 

すれば、 衣食住 を 統率す る 主觀を 赏視 する のであって、 供給 分配の EE 题 

など は：： g 高所へ 置いて 考へ てゐ ない ので ある C 勿論 衣食住の 獨立は 人間 

本能の 要求す る 第一 S 調 をな す もので あらう。 第一 甚 調に は 人々 おの づ 

からにして 到達 出來 る。 出來 なければ 人間 Ig 族 は 絶滅す るので あらう。 

さう い ふ 場合 は 太陽熱の 冷却す るまで 考へ られ ない 所で ある。 人間の 人 

m 間ら しい 惯値 は、 足 を 第一 甚 調の 上に 立てて、 それから 後 何 を 考へ何 を 


s 爲 すかに 至って 定まる。 否、 第一 ^11 すら も 「それが 如何なる 主観から 生 

れ、 如何な る 主觀 によ つ て 營 まれる か に 依って 惯 値が 定ま るべき であつ 

て" その 主觀 は. IS 一  甚調 以上 若く は 以外 以後に 働く 主観と 何等 系統 を異 

にす る 所の ない 害で ある。 衣食住 を 重し とする の は、 衣食住の 成立 及び 活 

動 を 統率す る 主觀を 重し とする ので ある。 況ゃ、 日 $e 生活と いふ もの、 衣 

食 住 以外に あって その 意義 更に 廣汎 であ る -」 物資 供 給 分配の 社 曾 的 現象 

を 以て 人 間 生活 を 云 々する が 如き は、 目前 急な るに 似て 實は 生活 の 要 核 

に 遠い 問題で ある。 吾 儕に 要少き 所以で ある。 (大正 十. 一 年ァ ララ ギ十 號) 

山上 憶 良の 事 ども  ^ 

. 山上 憶 良 は 六十 九 歳で 妻 を 喪って， ゐる。 さう して 妻 を 喪った 年に 近い 


と 思 はれる 頃 子が 生れて ゐる。 七十 四 歳の 時.！ m 分 の 重祸 を 悲しんだ 歌に 

. 「年長く 病みし わたれば、 月 かさね 憂 ひさ まよ ひ、 異事は 死な、 と 思へ 

ど、 五月 蠅 なす さわぐ 子ども を、 棄て. -は 死に は 知らえ す、 云々 」 ，と あ 

るの を 見る と、 棄て V は 死なれぬ とい ふ 子ども は、 餘 b 成長して ゐる子 

どもで ない ことが 分る。 或は妻の亡後^ち七十^頃；^？に^^-を娶って子を 

、 

ノ • 、  ふろ ひ 

生ん たので はない かとさ へ 思 はれる 位で ある。 幼 兒古日 を 喪った の は 憶 

良の 何年で あるか。 萬 葉集卷 五の 憶 良の 歌 は 殆んど 編年體 に犏輯 されて 

ゐ るが、 その 終 、りに 前揭の 七十 四 歳 重病 を 悲しむ 歌が あって、 次に 十：： 日 

を 悲しむ 歌 三 首が 載って ゐる。 その 中に 「夕 星の 夕に なれば、 いざ 寢ょ 

うへ  さか  さ， ぐ さ  うる  し 

と 手を携 はり、 父母 も侧 はな 離り、 三 枝の 中に を寢 むと、 愛 はしく 其 者 

V  .t^ が 語へば」 と あるの は" 明に 妻の 生存して ゐ る證據 である。 之れ を 編 年 

れ. tl 

"：? 一 
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體歌卷 の 順序に 從 つて、 七十 四歲 頃の 歌と すれば、 生存して ゐる妻 は 彼 

の 六十 九 歳 後に 娶 つた 後妻で ある。 六十 九 歳 以後に 後 まを娶 つて 居らぬ 

とすれば * 古 日 を 悲しむ 歌 は、 編 年體に 編輯され た 歌の 卷 3^ に、 只 一 つ 

餘 分に 取り 添へ たものに なる。 如何にして 此歌 だけ を餘 分に 収 添へ る必 

要が あつたか を 契 沖は考 へて 「今 按神龜 年中に 憶 良の よまれた る を、 選 

者 額 を 以て 此に 載す る歟。 其 故 は 上に 憶 良の 妻 は 神 龜五年 死せられ たる 

に、 今の 歌に、 父母 も 表 はなさかり、 三 枝の 中に を寢 むと あれば なり。 

神 龜五年 は 憶 良 六十 九歲 なれば 後妻 を迎 へらる ベ う もな し 云々」 として 

ゐる。 前の 重病 を 悲しむ 歌と 同じく 哀傷の 歌なる が 故に、 「類 を 以て 此に 

载 する 歟」 と考 へたので ある。 これ も 一 つの 見方で あるが 「神 龜五年 は 

憶 良 六十 九歲 なれば 後妻 を迎 へらる ベ う もな し I は 常識 論と して 穩當で 


あるが、 それが 奥に s-a に 常て まる か 否か を考 へて 見る^ 地が ある。 鬼 

に 角、 憶 良 は 七十 歲 前後， 少 くも 六十 歳す つと 以後に 子 を 設けて ゐ るの は 

確かで ある。 之に 依って、 彼が、 古代の 男と しても 體 力の 旺盛な 方で あ 

つた 事 を 推測し 得る ので ある。 叉 「沈 舸自哀 文」 の 中に 「四 支 不動。 百 節 皆 

疼。 <^ 體太 意。 猶 J^:: 鈞石 こと ある。 「猶負 釣 石」 は」 お 氣で體 を 動かす に大 

儀な の を 言って るの だら うと 思 はれる が、 憶 a の體が 肥大して 居た 事 を 

想像し 得る とも 取れる。 四肢の 動かぬ の は 中風 症であった かも 知れぬ。 

. 或は 百 節 皆 疼む と 合して 樓 麻質斯 症であった かも 知れぬ。 或は 一身に 兩 

症 を 兼ねて ゐた かも 知れぬ。 中風 症の 人に は體の 肥大した 人が 多い。 斯様 

に考へ て來 ると、 ：m 良 は 筋肉の 大きい 脂肪の 多い 體 力の 旺盛 • な 人で あつ 

^ たかと 思 はれる ので ある C 斯檨な gi 類の 人 は、 大抵の 場合、 元氣が^^ん 
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で祌經 が危大 である。 憶 良の 歌 は 赤 人の 歌の 檨に神 鋒が 微細に 感情が 濃 

やかに いって 居ない。 その代り 元氣 が充满 して ゐる。 只 人 麿の 檨に 渾然 

化成され てゐ ない。 時勢 を懺慨 して 詠んだ 歌に は 特に 斯樣な 所が 目に付 

く。 有名な 貧窮 問答.， 令 反 惑 情の 長歌 や 反歌の 如きが 夫れ である。 只、 

斯の 如きの 憶 良が、 自分の 妻 や 子供に 對し、 若く は 自己の 病氣 等に 對す 

る 時の 歌 は、 多く 渾ー 化成の 觀が ある。 これ は 人が 違 ふので はない。 事 

象に 對 する 態度が 違 ふので ある。 歌 は 思想 を 盛る 器で はない。 心の 態度 

を 示す 氣息 である。 歌 の 値 打 を定む る もの は 歌に 現れる 思想で はない。 

事象に 對 する 奪 念 一 途， の. 態度で ある。 憶 良の 歌 を 見れば.' 此の 關 係の 兩 

端が 明瞭に 相對 立して 我々 を啓發 するとい ふ烕 がする。 

憶 良が 大寶元 年に 初めて 遣 唐 少錄と いふ 微宫 となって、 粟田 眞 人の 渡 
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唐に 扈從 したの は 四十 一 一歳の 時で ある。 歌人で ある 彼が 四十 1 一歳まで 耿 

を 作らなかった と は 想像 出來 ない。 夫れ が 世に 傳ら ぬの は殘念 である。 

彼の 歌が 歸朝後 漢籍 佛 典の 新 知 2 識に m 糸 ひされて、 不^化な 思想 的の もの 

を 歌って、 觀念 的な 歌 ひ 振りに なり、 道學 的の 歌に なって ゐ るのに 對し 

て、 渡 唐 以前の 歌が 遗 つて、 夫れ と對 象され たらば 典 味 多き 現象で あら 

うと 思 はれる。 渡」， 1： 以前の 歌が、 貧窮 問答、 令 反 惑 情の 類の 歌に 系統 を 

引く か、 悲傷 亡妻、 罷宴時 歌、 老身 ® 病 思兒等 歌の 類に 系統 を 引く か。 

若く は 其 何れに も 系統 を 引く か を 知り 得る のが 典 味 多い と 思 ムの であ 

る 0 

憶 良 は 遣 唐少錄 となった 時 は 無位であった。 和 銅 七 年に 正 六 位下から 

從五 位下に 進んで ゐる。 その 翌々 年 靈龜ニ 年に 伯誉 守と なった。 夫から 


g 六 年を經 て、 養老 五 年に は、 退 朝の 後 東宮に 侍せし むる とい ふ 詔が 下つ 

てゐ る。 この頃までの 歌 も 多く 傳 はって 居らぬ ので ある。 傳 はって 居る 

の は、 聖武 天皇の 祌龜 年間に (契 沖 は神龜 三年と して ゐる) 筑前 守と な 

つて 筑 紫に 渡って からの 歌が 多い ので ある。 萬 葉 集に 出て ゐる 歌、 特に 

憶 良の 家集と して 目 さる る 萬 葉集卷 五の 歌 は 多く 此の 時代の 歌で ある。 

筑 前に は. - 此の 時 丁度 大伴 旅人が 大宰 帥と なって 赴任して 居った。 兩人 

共邊 土に 相會 して、 宴席の 問に 覊情を 慰め、 不平 を 遣つ で：：^ が 多い。 

そして 兩 者の 歌が 互に 影響し 合った 事 も 自然の 数で ある。 實： と S 

人の 歌 は、 觀念 的な 點 一に 於て、 神經が 太く 働いて ゐる S に 於て、 歌 ひ 振 

が較々 粗い Si に 於て 相似 通って ゐる 所が ある。 斯 く，， > て、 貧窮に して 志 

多く、  «軻 にして 不平 多 かりし 老 歌人 は 七十 四歲 (天平 五 年：、 若しくは 夫 


れ より 餘り 多から ざる 年齡を 以て 筑 前の 客 地に 畏 逝した ので ある。 (大 

六半ァ ララ ギ 十月 號ノ  . 

憶 良と 赤 人 

〇 

惚 良の 歌 は、 足が しっかり 地 を 踏みし めて ゐる所 は あるが、 水 2 が 泥へ 

食 ひ 入って 動きの 取りに くい 觀が ある。 併し， 足 を すん く 運んで、 何. 

うに か 先方へ 到達す る だけの 力が ある。 多 力に 見えて、 高く も 深く も 

み 入らない ので ある。 貧窮 問答 の 長歌な ど は、 殊に その 感が 多い、 難， 

きを 望んで 取りつ いたの は 偉い が、 純化し きれす に、 ごた ついて しまつ 

§ たので ある。 この 人の 長歌 は、 大抵、 事柄 や 思想が 先き に 目に 立つ。 そ 


^ こが 足 どり の ごた つく 所であって、 そのごた つくと ころ を外邊 から 鑑賞 

する 人 は、 複雜 であり 多 力で あると 言って 感心す るし、. 內面 的に 鑑賞す 

る 人 は" 純化の 不足 を 遺 慽に思 ふので ある。 佐々 木 信 綱 氏 は、 その 著 「歌 

學 論叢」 で、 貧窮 問答 歌、 好 去 好來歌 等に 現れた 深い 情緒と 雄大なる 技 

倆 は、 とても 他人の 作 中に 見出し 得ない と 激賞し.' 萬 葉 集中、 人 麿と 併 

稱 すべ き は 憶 良であって、 赤. < でない と斷 じて ゐる。 佐々 木 氏が 憶 良 を 

擧げて 赤 人 をお とすの は、 氏の 眼が、 いつも 歌の 外邊 に彷德 して ゐ るか 

ら であって、 赤 人の 歌 を K する に、 先づ赤 人の 歌の 數を人 麿 憶 良家 持 等 

と 較べ て 物言って ゐ るので も 分り" 人 麿に 比べ て 大作の ない こと を 言つ 

てゐ るので も 分る。 成る ほど、 赤 人の 長歌 は 人 磨よりも 形が 小さい。 そ 

の K り、. 率ね." 淸澄 純化の 域に 入って ゐて、 事件 や 思想の 外邊 にごた 9 


いて ゐる やうな こと はない。 長歌の 人 S に 比して 如何で あるか を 思 はせ 

て も、 猶 立派な 獨自の 境が あり、 少 くも 憶 良な どよりも 高い 位置 を 占め 

てゐる こと は 勿論で ある。 最も、 憶 a も、 思想 や 事件に 累 ひされす に、 情 

緖 1 貫の 長歌 を 作して ゐる こと も ある。 さう いふ もの は、 形 は 短くても 

純粋で 命が ある。 子等 を 思 ふ 長歌な どが 失れ である 「瓜 食めば、 子ども 

&ほ ゆ、 栗 食めば、 まして IS ば ゆ、 いづく より、 生り 出し も のぞ、 目 か 

ひに、 もとな かくりて、 安寢 しなさぬ」 如何にも 純粹ー 途で 勢の 一 貫が 

ある。 但、 反歌に なると 「白金 も 黄金 も 玉 も 何せむ に まされる 寶 子に 如 

かめ や も」 であって、 殊に、 上句 憶 良の 癖が 出て 観念的な 色 をつ けて ゐ 

る。 萬 葉の 歌 を觀念 的に し、 事件 的に して、 萬 葉末 期の 端緒 をな して ゐ 

m るの は、 、王と して： 良で あると い ふ感さ へす るので あって、 到底 同時代 


g の 赤. <; と 比肩すべき 作者で はない ので ある。 それにつ いて 典 味 あるの は 

佐々 木 氏の 富士山 長歌 觀 である 。萬 葉卷 一一 一に ある 富士山の 二つの 長歌 中、. 

前の 赤 人の は、 後の 無名 作に 比して 劣れる こと 「具眼の士の 何人も 心づ 

く 所なる べし」 と 言って ゐ るので ある。 小生 は、 見方が 全く 違って ゐ る。 

成る ほど、 赤 人の 富士山 は 事件 的に は脤 やかで ない。 それだけ 渾 然とし. 

て 天地の 心に 合して ゐる 所が ある。 後の 長歌 を惡 いと は 思 はぬ。 前者の 

「天地の 分れし 時 ゆ、 神 さびて 高く 尊き」 と 大きく 高く 踏み出して ゐる の 

に對 して 「なまよ みの 甲斐の 國、 うちよ する 駿 河の 國と、 こち ごちの 國. 

のみな かゆ 」 と 出て ゐ るの を 比べ る だけで も、 歌 柄の 區 別が 想像 出來 る。. 

赤 人 は 「渡る 日の 影 も かくろ ひ、 照る 月の 光 も 見えす、 白雲 もい 行き は •： 

ばかり、 時 じく ぞ雪は 降りけ る」 と 歌うて、 日月 雲 雨 を 勤 一 じて 靈 山の 姿. 


ハム 51:^ 舞 させて ゐ るのに 對 して、 後者 は 「天 ® も いれき 揮り， 飛ぶ 鳥 もと 

び もの ぼら や、 燃 ゆる 火 を 雪 もて 消ち、 ふる S を 火 もて 消ちつつ、 3 ひ 

もえす、 名 づけ も 知らに、 くす し くもいます 神 かも、 せの 海と 名 づけて 

ある も、 その 山の 包める 海 ぞ.' 士 川と 人の 渡る も、 その 山の 水の たぎ 

ちぞ」 とやう に 歌うて、 勿論 甚だ 結構であって、 異議 を 挾む 所 はない が 1 

前者に 比して.、 猶 事件 的に a ベて ゐる 傾き は ある。 この 後の 長歌 * 或る 

說の 如く 高 橋蟲磨 作で あるか。 他の 或說の 如く 赤 人 作で あるか 分らぬ の 

であるが、 少 くも、 こ の 前 作 を 後作 に 比べ て 劣って ゐる こと 「具眼の 

士」 の 心づく 所で あらう とまで 斷す るの は 大膽の 至りで ある。 凡そ、 赤 

人の 長歌の 小形で あるの は、 赤 人の 沈潜した 虔 ましい 人柄に 胚胎して ゐ. 

^ るので あって、 それが、 いつも 淸 澄の 歌 品に 到達して ゐる ところが 偉い 


s ので ある。 その 消息が 分らねば， 赤 人の 長歌 も 短歌 も 分らない ので あつ 

1 

て、 歌格な どの 研究から、 外邊的 穿鑿 をして ゐて は、 歌の 命と 緣 遠くな 

つてし まふので ある。 盛り 澤 山と いふ ことと、 調理の 上等と いふ ことと 

は 違 ふので ある。 

赤 人に は、 明澄な 心境と 微細 銳敏 な祌經 とが ある。 これが 彼 を 高級の 

歌人たら しめて ゐ るので あって、 憶 良 は 此の S 一に 於て 赤 人の 敵で ない。 

短歌と しても、 憶 良の よき もの は 貫徹の 域に 達しながら、 猶、 澄みと 冴 

えに 達し 得ない ところが ある。 

气リ  あ 

憶 良ら は 今 は 罷らむ 子 泣 くらむ その かの 母 も 1$! . 

を 待 つらむ ぞ 

，  家に ありてい かに か 吾が せむ 枕 づく蠕 g さぶ し 


く 思 ほ ゆべ しも 

妹が 見し あ ふちの 花 は 散り ぬ ベ しわが 泣く 「れい 

まだ 干な くに 

の 如く、 思想 的で も 事件 的で もない ものに 佳作が ある。 それ を 赤 人に 

比べ ると、 小生の 言が 首肯 出來 るで あらう。 「み吉 野の 象 山の まの」 「ぬば 

玉の 夜の ふけ ぬれば」 等の 秀作 は、 度々 擧 げてゐ るから 暫く 擱 いて、 そ 

の 他に 例 を 求めても 

た 力 くら 

髙桉の 三 笠の 山に なく 鳥の やめば 繼 がるる 戀も 

する かも 

くだら C  ふるえ  き ゐ 

百濟 野の 萩の 古枝に 春 まつと 來 居し うぐ ひす 鳴 

きに けむ，^ も 


おき  あり, V 

3  奧っ岛 荒磯の たま 藻 潮み ちてい かくろ ひなば 思 

ほえむ かも 

の 如き 1 ー讀憶 良と 選 を 異にする ことが 分る であらう。 只、 赤 人の 沈潜 

せる 歌境 は、 あまり 落ちつき 過ぎて、 熱 を 伴 はぬ 時 平板に 墮 ちる。 それ 

に， 丁度、 人 麿が 調子に 乘り 過ぎる と、 騒がしくなる に似て ゐて、 ども 

らも 難と する 所が あるので ある 0 

憶 良の 短歌の よき もの は 萬 葉 初期の 率直 さが あ り 、 惡 しきもの は、 萬 葉 

末期の 面影が ある。 萬 葉 中期の 絕項 所へ 出入 出來 なかった の は 素質の 不 

足で あらう。 或は、 當時 入唐の 新 §111 識に累 はされ た 所 も あらう。 體が 頑丈 

で， 誡實 性に 富んだ. 面白い お爺さんであった らしい ズ 犬-正 十三 年 三月 二十日 S 


夕 ici^ 氏に 質す . 

前 田 夕 ici- 氏 は、 最近^3^:尕朝日新聞で 「歌壇に 送る 言 SLj と 題す る 一 文 

を 祸げ" そめ 中に 現 歌壇に 對 する 不滿を 述べて ゐる。 

氏の 不滿 を摘耍 すると、 第一 に 現代人が 萵葉語 を 使用す る ことで ある。 

二 に 萬 葉 の 形 を W 似 て 心 は 新 古 今 に 墮 ち て ゐ る こ と で ぁ る 。 それ ゆ ゑ 

現 歌壇 は 「二 千 餘年を 通じて (赤 S 曰く、  二 千 餘年は 誤りで あらう) 萬 

葉 人と 新 古今 人と 現代人との 三位 一 體 とい ふ奇觀 を呈 する に 至った」 こ 

と である。 

前 ra 氏の 文章に は 比喩 語が 多く、 言葉の 意味が 不 限定で あり、 その上、 

議論が 抽象的であって、 眞 意の 捉へ難 いものが 多い。 そこで 少々 赏問を 

S 前 田 氏に C や 一して 意義の 明瞭に なった 上で、 小生の 意見 を 述べ ようと 思 


g ふ。 第一に、 氏の 言 ふ 萬 葉 語と は、 £ 萬 葉以來 現代まで 連績 して 使 はれ 

てゐる 言語 を も 含む か。 否か。 g 萬 葉 時代に 使 はれて、 其 後一 般文學 や 

歌謠に 使用され なかった 言語の み を 指す か。 氏 は 「全然 古語 を 活、？ い 用 

して はいかぬ とい ふので はない。 今日 猶 ある 地方に 行く と、 日 5^ 語に 古 

語が 遺されて ゐる。 その 地方で は， n 常 語に まだ 其 遺された 古語が 必要 

なので ある。 この 程度に 於ての 古語 は 差 支へ ない と 思 ふ」 とい ひ、 「僕 は 

まだ、 今の所、 古語 を その 不可抗力 以內に 於て 使用して ゐる 事が ある」 . 

. というて ゐる。 この 邊の意 不明瞭で ある。 g 氏の 言 ふ 古語と 萬 葉 語との 

關係 如何。 S 氏の 用 ひると いふ 古語が 萬 葉 語の意味 ならば、 それ は 5 の 

場合に 入る か g の 場合に 入る か。 現 歌壇に 存在す る 歌で、 萬 葉 語 使用 

のために、 形 だけが 萬 葉に なり、 心が 新 古今に なって ゐ ると いふ 歌の 實 


例 を 十 首ば か.？ 培げ 給へ。 さう して、 君の 古？ SE を 用 ひたとい ふ 歌 を も 十 

^^！: ばか 示し 給へ。 さう いふ もの を赏 際に 比較して 論す ると、 兩 者の 意 

見 を 的確に；； 小す ことが 出來 るで あらう。 その 擧 例のう ち、 氏の 萬 葉 語で あ 

り、 古語で あると する ものへ 阁 g 一等 を附 する を 得ば Eg もい い。 これまで 

具體 化して 來な いと、 水掛 論. を 生す る 恐れが ある。 水掛 論なら ば 初め か 

ら せぬ 方が いい。 旣にー m; 現 歌境に 對 する 意見 を聲 明した 前 W 氏 は、 小 

生の この 提議に よって、 K に 氏の 眞意を 明示す る 機會を 得る こと を 喜ん 

で V 直に 小生の 要求に 應 する ことで あらう と 信す る。 

題の 第二 は 歌心の 新 古今 化で ある。 • これ も實例 を： g: はない と 水掛論 

に 了る。 小生 は 前段 前 田 氏 に 實例 を攀げ て說 明す る こ と を 要求し. た と 共 

^ に、 小生よりも 實例を 示して" 先 づ萬葉 新 古今 相違 觀の 一 端 を 述べ る。 


.m 形 だけが 萬 葉で 心が 新 古今で あると する に は、 少 くも 兩 歌集の 相違が 明 

かにされ てゐ なくて は 議論に 錯綜 を 生やる 。小生の 兩者 相違と す る 所に 

異議 あらば 併せて その 勲を 論じて いい。 先づ、 小生の 意見から 述べる。 

■ 新 古今の 卷の 部に は、 K 葉の 歌が 可な り 採られて ある、 さし 當り、 そ 

れを實 例と して、 新 古今の 他の 歌と 比較す る ことにする。 

風 まじり 雪 はふ. 0 つつし かすが に 霞た な 引き 春 

さりに け， り  (改訓 ) 

時 はい ま は 春に な，.^ ぬと み 雪 ふると ほき 山べ に 

かすみた なびく  (改 訓) 

みよしの は 山 も かすみて 白雪の ふ 6 にし に 春 

は來 にけ り 


ほのば のと 养 こそ 空に 來に けらし あまの かぐ 山 

霞た な 引く 

何れも 立 * の 歌であって、 形が 割合 に似てぬ る。 前 W 氏 は 之れ を 何う 

HI^ るか。 形に 捉 はれて はならぬ と言うて ゐる氏 は、 まさか、 以上 四 首の 

生命 を 同 一 にして は 見ないで あらう。 小生の 見る 所に よれば、 前 二 首 は 

形 も 心 も 素直であって、 純 粹に萬 葉ら しい 歌で ある。 見る 所感す る 所 を 

直接に 表現して、 何 所に も 概念的な 所 ゃ理智 的な 所がない。 後 二 首に な 

ると、 それが、 すっかり 違って ゐる。 第三 首 「山 も 霞みて」 とい ふ。 も 

は 詞 であると 思うて ゐ ると、 「ふりに し 31 に^ は來 にけ-り」 まで 來て 

それが： 仁 波で あ つて、 「里」 の 霞んで ゐる こと を 問 接に 現さう とする 爲 

m, めの 詞 である ことが 分る。 この 「も i と 「里に」 の 間に は、 可な り畏 ぃ隔り 


^ が ある。 現し 方の 間接であって、 理 t 口 的な ことが ここに も 直ぐに 感知 さ 

れ るので ある。 「.Ir 雪の 古り にし 里」 も 「白雪」 が？ 早なる 枕詞で あれば 嫌味 

がない。 「白雪」 に 意味 を 有た せて 「古り」 「降り.」 兩 者に 言 ひ 掛けて ゐる所 

が、 巧み さの 先き だつ 所であって、 醇厚感 を 伴 ひ 得ない ので ある。 斯檨 

な 巧 智の先 だつ 歌 は、 萬 葉 集に は 殆ど 見る 事が 出來 ない。 第 四 首 も、 同 

じく 観念的で あ...^、 機智 的で ある。 春が 來 たと 軍 純に 言 ふに 滿 足せす し 

て、 春が 空に 來た というて、 「來 L とい ふ觀 念に 甘へ て、 それ を 弄んで ゐ 

る 趣きが あるので ある。 特に 「天の 香久 山」 に 霞が 棚引く ことによって、 

空と い ふ詞を 提示した の は 巧智が 光 だって ゐ るので あって、 間接な 現し 

方で あ. o、 「天の 香久 山」 の 「天」 を 借り 来って 空に 利かせよう としたの は、 

弄び に 過ぎぬ のであって 機智 以上の 效果を 生んで 居らぬ ので ある。 形に 


捉 はれぬ と 一一 一一：： うて ゐる前 ffl 氏が、 形較ゃ 似て ゐる前 四 首 を 混同して ffi 値 

づける やうな こと は あるまい。 後に 言及す る こと あるかと 思 ふゆ ゑ、 こ 

の g 一念 を 押してお く  (形が 似て ゐる というた の は、 便宜の ために 言うた 

のであって、 形 も 全然 異 つて ゐ ると いふ 方が 本當 である。 心の 現れの 形 

であって" 兩者を 引き離して 考 へる こと は出來 ない ので ある) 

石5^^な垂水の上の早蕨の萠ぇぃづる春にな.0'に 

ける かも (改訓 ) 

間と ぢし こほり も 今朝 はとけ そめて 苔の 下水 

道 求 むらむ 

前者、 所 謂 實 相に 觀 入して、 それ を 直接に 快適に 表現した もので あつ 

m て、 萬 葉 集中に あって 傑作で ある。 後者、 立泰の 意で あらう が、 立^ i 


^ いふ ft 念に 甘えて、 直ぐに 「今朝 は」 と斷 つて ゐる 所、 到底 前者と 比較す 

ぺ き 作物で はない。 兩 おとも 养の はじめの 歌であって、 水、 早 蕨." 苔と、 材 

料 は 皆 地味に 潜 かなもので あるが、 現れて ゐる 生命 は霄 壊の 相違で ある。 

それ は raf に 「今朝 は」 の 一 語の みで も 分れる ので ある。 殊に 況ん や、 「岩 

間と ぢし」 より 四 句まで、 作者の 側に 立って 見て ゐ るので あると 思う 

てゐ るの が、 第五 句へ 行って， 急に 「道 求む」 となって.' 水の 立場に 變 つて 

しま ふので あって、 斯の 如き 小主觀 句の 介在して、 勢の 一 貫を摧 くの は， 

作歌の 心が. - 「甘え」 の 心から 來てゐ るた めであって、 小生 は 斯様の 歌 を繊. 

弱な 歌と 名 づ け. - 小主観の 歌と 名 づけ、 觀念 的の 歌と 名 づ ける ので ある。 

この 傾向が « 旅 ゃ戀の 部へ 行く と、 殊に 酷くなる のであって、 到底 小生 

の 一 氣讀了 を 能くせ ざる 所で、 萬 葉と 比較す るな ど は 元來思 ひも よらぬ 


ことで ある 

新 古今の 歌 は、 これ を總 括して 言へば、 甘え 歌で ある。 廿ぇ 歌で ある 

から 力が 弱く、 力が 弱い から 强ぃ 叫びに もなら す、 深い 沈潜に もなら な 

い。 多く 囚瘦的 旣成槪 念に 安んじて 心 も詞も 遊んで ゐる C 詞の機 § "的な 

遊びが 行 はれる ために 輕薄感 を 伴 ふこと が 多い。 之れ が 萬 葉と 全く 相反 

する 諸勲 である。 

以上、， 小生の 新 古今 觀が、 前 W 氏の 新 古今 觀とー 致す るか 何う か。 I 

致しないならば、 その 勤 一 を 明らかにせねば， 兩 おの 新 古今 呼ば はり は， お 

疏 になる であらう。 もし、 氏の 新 古今 觀が 小生の 新 古今 觀とー 致す るな 

らば、 それ を 標準と して、 氏の 不満と する 現 歌墙の 歌に 當て箝 めて、 所 

m  li 三位 一 15 なる 所以 を說 明す ると、 初めて 不滿 の^が 明^になる であら 
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う. - 議論 は 失れ から 始まる-ベき である。 小生 は 前 田 氏の 快く 受諾す るで 

あらう こと を 信 やる。 (大正 十二 年ァ ララ ギ 五月 號) 

fEl 葉 集 諸相  . —— 

萬 葉の 歌 を 原始的で あり" 素樸で あり、 端的で あると する はいい。 そ 

れら の詞を 以て、 萬 葉の 歌 を 言 ひ盡し 得た と 思 ふは淺 い。 萬 葉の 精 髓は" 

それらの 諸 要素 を 具へ ながらに して" 藝 術の 至上 所に 到達して ゐる 所に 

ある。 萬 葉 人の ひたすらなる 心の 集中が、 おの づ からにして 深さと 高さ 

の 究極 を 目 ざした ので ある。 今の 萬 葉を說 くもの が、 この を 遣 却して 

ゐ るの は、 萬 葉 を 遺 却して 萬 葉を說 くに 等しい ので ある。 • 

小 竹の 葉 はみ 山 もさ やに さわげ ども 我 は 妹 思 ふ 


別れ 來 ぬれば 人 磨 

あしび きの 山川の 瀨の 鳴るな べに 弓 月が 嶽に 

たちわた る  人 暦 

あ ふみの 海 夕浪千 汝が 鳴けば こころ もしぬ に 

古お も ほ ゆ  人 麼 

みさ 野の 象 山の まの 木 ぬれに は 幾許 もさ わぐ 鳥 

のこ ゑ かも  赤 人 

烏 玉の 夜の ふけ ぬれば 久木生 ふるきよ き 河 に 

千 しば 鳴く  赤 人 

士  Hi- なる 夏實の 川の か はよ どに 鴨ぞ 鳴くなる 山 

"  かげに して  湯 王 


一 つ 松い く 世か經 ぬる 吹く 風の 聲の淸 める は 年 

深み かも  市 原 王 

を か  こ ひれ 

あかと きと 夜 » 鳴け どこの 山上の 木末の 上 はい 

まだ 静 けし  讀人 不知 

これらの 歌 * 皆、 一 心の 集中が 深い 沈潜と なり、 それが、 おの づ から 

にして 人生の 寂 塞 相 幽遠 相に 入って ゐ るので あって、 この 邊、 前 田夕暮 

氏の 萬 葉 新 古 今 對照觀 に 资す る を 要する 所で ある" 前 田 氏 は 萬 葉 集を以 

て 土の 臭 ひで あると いひ a 原始的に して 素樸な 端的な 藝術 であると 言う 

てゐ る。 (前 W 氏の は 比喩 語が 多くて 意の 限定し 難い ものが 多い、 意の 推 

測し 得る 所 を 要約して 述べて おく) それ はいい。 只、 それが 宛らに 澄み 

入った 至上 諸相 を 言 はない。 そして 礦石で あ，. >、 撲 であるから、 手觸り 


が 粗い などと いうて ゐる。 手觸 りの 粗い とい ふこと が、 氏の 作品に 自ら 

標榜す る 「未成品」 の 意味なら ば、 萬 葉 を 知らないの であって" そォを 

以て 新 古今と 對 照す るは殆 いので ある G 

こも. 0  くの 泊 瀬の. H の 山の まに 猶豫ふ B ぷは 妹に 

かも あらむ  人 .1^ 

もののふの 八十 氏 河の 網 代 木に いざよ ふ 浪の行 

方 知らす も  人 磨 

瀧の上の三船の山に居る雲の^にぁらむと-：^が 

6 

敷砂の袖^へ し^；；玉だれの小市野に過ぎぬ又も 

^  逢 はめ や も  人 麿 


^  姊 女の 袖 吹き かへ す 明日 香 風 京 をと ほみ い たづ 

らに 吹く  志責良 子 

河の 上の 湯津お むらに 車 生 さす 常に もが もな 常 

を とめ 

少子に て  吹 黄 刀 n 

これら は 作者 經驗 心 理 の 底が 深く 人間の 無^£觀 に通じ て ゐる もので あ 

る。 この 相 は、 叉 前述の 寂 察 相 幽遠 相と も 相 通じる。 • 

遠く ありて 雲居に 見 ゆる 妹が 家に 早く 至らむ 步 

め わが 駒  讀人 不知 

大葉山 かすみ 棚曳き 小夜 ふけて 吾が 船 泊て む 港  ， 

知らす も  讀人 不知 

家に して 吾は戀 ひなむ 印南 野の 淺 茅が 上に 照り 


ISl 


し 月夜 を  讀人 不知 

眉の ごと S 居に 見 ゆ る 阿波の 山 懸けて 榜ぐ舟 泊 

知らす も  船 王 

ここにして 家 や も いづく， H S の 棚引く 山 を 越え 

て來 にけ り  石 上 卿 

ひさかたの 天の 露霜お きに けり 家なる ひと も 待 

ち戀ひ ぬらむ  坂 ヒ郞女 

维 人の薩 摩の 瀨戶を 居な す 遠く も 吾れ は 今日 

见 つるか も  長 田 王 

これ 亦 一 種の 寂 a 相幽 SS 相に 通す る ものである。 

ベ ゆく 鴨の 羽 交 ひ に 霜 ふ 6. て さむき 夕 は 大和 


お  し 思 ほ ゆ  小 s«s 子 

.  秋の ra の 穂のへ に 霧ら ふ 朝霞 何方の かたに わが 

S ひ 止まむ  盤姬 *15 

あ づ さ 弓 爪 引く 夜 音 の 遠 音 にもき みが 御 言 を n 

かくし 好し も  海上 女王  - 

吾が やどの 夕 影 草 のしら 露の 消ぬ がに もとな 思 

ほ ゆる かも  笠 女郎  . . 

深く 潜み 入った 心が、 おの づ から 事象の 微細 所に 觸れた 歌で ある。 斯 

樣な相 も、 萬 葉の 特徴の 一 つで ある。 

萬 葉に は寫生 の 歌がない と 思うて ゐる 人が ある。 或 は 叉 自然 物 を 詠ん 

だ 歌が 少 いと 思うて ゐる 人が ある。 斯うい ふ 人々 は、 以上、 小生の 列 * 


した 歌 例 を 細に 見ても、 その 妄が 解る であらう。 K 葉 人 は 實に純 一 な 

心 で 自然 の 事象に 對 きあつて ゐ るので あって、 その 態度が 作者 を sj- 象 の 

S 細 所に 澄み 入らせて ゐ るので ある。 さう いふ 所まで 解って ゐ ない 人々 

が、 大ざっぱな 鑑賞 股で、 早に 土臭い 藝術 などと 言って 片付けて しま ふ 

ので ある。 

一 體、 ず：： 葉 人の 生活 は、 今 代人よりも 自然 物に 親しかった のであって、 

自然 物との 交 涉が萬 葉 人の 生活の 大きな 部分に なって ゐ たこと は、 今 代 

人の 想像 以上で あると 宫、 「て もい い。 さう いふ 生活から 生れた 歌が、 自 

然 物から 離れて ゐる とい ふこと は 想像の 出來 ない ことで ある。 况ゃ、 寫 

生と いふ もの の 對象は 自然 物と 人事と を 分た な い 。 _3 葉に寫 生が ない な 

- どと いふの は 論す るに 足らぬ 輕卒 言で あ る。 (こ れは前 田 氏 を し て (B ふ 
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ので はない) 

百濟 野の 获の 古枝に * 待つ と來ゐ しう ぐ ひす 嗚 

きに けむ かも  赤 人 

石ば しる 垂 水のう へ の 早 蕨の 萠ぇ いづ る 春に な 

りけ るか も  志貴桌^^ 

わが 宿の 萩の うれ 長し 秋風の 吹きな むと きに^ 

かむ と 思 ひて  讀人 不知 

た 力 くら 

i 咼 座の 三 笠の 山に なく 鳥の 止めば つがる る戀も 

する かも  赤 人 

さ ざれ 波 磯 巨 勢 道なる 能 登湍川 音の 淸 けさた ぎ 

っ瀨 ごとに  少 足 
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とほ 

靜け くも 岸に は 波 は 寄せけ るか この 家 通し 聞き 

つつ 居れば  誼 人 不知 

留め 得ぬ いのちに しあれば 敷 妙の 家 ゆ は 出で て 

雲隱 りに き  坂 上郞女 

かの子ら と寢 ややな， 0 なむ 旗す すき 浦 野の 山に 

月 かたよる も  讀人 不知 

う ゑ 竹の 本 さ へ饗 みいで て 往なば n: 方向き て か 

妹が 嘆かむ 籠 人 不知 

面白き 野 をば な燒 きそ 古草に 新 草 交じり 生 ひ は 

生 ふるが に  讚 人 不知 

之れ らの 歌に 現れて ゐる寫 生の 微妙 所 を も 併せて 考 ふべ きで ある。 歌 


^ 例 は 到底 ここに 擧げ 切れない。 

夕され ば 小 倉の 山に 鳴く 鹿の 今宵 は 鳴かす 寐宿 

• にけ らし も  舒明 天皇 

ももし き  こ よ ひ 

百師 木の 大 せ：！ びとの まか. 0 出て あそぶ 今夜の 月 

の淸 けさ  讀 人知 不 

御 民 われ 生ける 驗 あり 天地の 榮 ゆる 時に、 過 へら 

く 田 5 へ f  岡 麿 

ft ぬひ 筑 紫の 綿 は 身に つけて 未だ は 著ね ど あた 

たかく 見 ゆ  滞 誓 

靑 丹吉奈 良の みやこ は疾く 花の 匂 ふが ごとく 

いま 1^ りな， 0  小野老 


天の IS 振り さけ 見れば 大君の 御き はなが く 天 足 

らしたり  倭姬^！^后 

春 過ぎて 夏き たるら し 5： 妙の ころも 乾したり 天 

- の 香久山  持統 天皇 

； 渡津 海の 豐旗 雲に 入日 刺し こよ ひの 月夜 まさ や 

けく こそ  中 大兄桌 子 

是らを 何と 名づ くべ きか を 知らない。 或る もの は 人情の 具足 相で あり、 

或る もの は 感情の 圆滿 相で あ. o、 暢達 相で ある。 而 かも 夫れ らは、 囊き 

の 寂 塞 相と いひ 幽遠 相と いふ ものと 其 由て 來る ところ を 異にしない。 至 

上 所に ある 各 相 は 其 生命が 根本に 於て 互に 相 通じて ゐる。 其勲を 把捉し 

m て 萬 葉に 向 ふでなければ、 萬 葉の 生命に は觸れ 得ない ので ある。 小生 は 


^ 萬 葉 新 古今 對 照の 資料に する つもりで、 覺ぇ 書き 體に萬 葉の 數相 を說ぃ 

た。 遺 却され た 他の 諸相 は 他日の 言及 を 期す る。 例 歌 は 悉く を擧げ 得な 

い。 只 その 數片を 示した に 過ぎぬ ので ある。 (大正 十二 年ァ ララ ギ 六月 號) 

萬 葉 集 諸相 つづき 

小生、 先年 夏の 盛.^ に、 長 崎に 用事が あって、 同地 土橋 氏の 宅に 七 y ば 

か.^ 厄介に なって ゐた。 その 時、 平 月の 小國 法師が 訪ねて 來て、 二日ば 

か， 0 寢食を 共に した。 此坊檨 が 朝佛壇 の 前に 坐って お勤めの 讀經を し て 

ゐ ると、 うちの 幼い 二人の 子どもが、 異檨の 音聲に 驚いて 勝手から 走つ 

て來 て、 坊檨の 後ろに 立った。 坊 さまのお 勤めと いふ もの を 生れて 初め 

て 見た， ので あらう。 一 人の子 ども は 視^ を 丁度 水平に 置いて 坊檨の 頭 を 


見て ゐる。 一人の 小さ いのは 視線 を 上に 向けて 同じ もの を 見て- Q る。 二 

つの 視線の 出逢った 所に 丸い 頭が あるので ある。 この 頭 は 不可思議の 頭 

である。 第一 に、 誰もの 頭が 持つ ところの 毛髮を 持たない。 從 つて 又 誰 

もが 多く 見せない 頭部の AM 面 を 露出して ゐる。 子ども は 今まで 經驗し 

たことの ない 頭の 形狀と 光澤と を觀 察する とい ふ 目 をして 熱心に 坊樣の 

後ろに 立って ゐる。 そのうちに、 視線 を 上に 向けて ゐた のが、 手 を 伸ば 

して 不思議な 對象 物に 觸 つて 見た。 坊檨は 驚いて 後ろ を 振り向いた。 そ 

の 時、 小生 「坊檨 が 負けた な 」 と 思った。 お勤めが 終へ て、 朝の 茶を飮 

む 時、 小生 坊檨に 向って 「負け ましたな」 と 言 ふと、 坊檨も 「負け まし 

た」 と言うて 笑 ひながら その 頭 を 撫でた。 

S 旭 ッレな 子どもの  一 手 は、 三十 棒 を 何度も 喰らって 修道した 臟坊檨 の 


g  >：3 を 驚かす に 足りた。 斯樣な 無 邪 氣な心 は、 又" 往々 或る 心境に 達し 得て 

ゐる 大人の 心と 共通す る ことがある。 寬驟師 な ど の 日常生活 か らは、 

幾つ も恰 例が 見出される やうで ある。 正！： 子规が 病中 八 百 善の 料理 を 食 

ベ るた めに 虛子 氏から 金 五 圓を拜 借して、 その 金 を 美しい 財布に 入れて.' 

天井から 釣り下げて、 幾日も 眺めて 樂 しんで ゐ たとい ふやうな 心 持 も、 . 

矢張り この 童心に 通じて ゐる。 小生 等 は 左檨な 童心 を 現代の 歌に 求めて 

a17 す。 S つて 子どもの 一 擧ー 動な どに よって、 有難い 心 持 を 誘 ひ 出され 

るので ある。 子ども を 成るべく 長く 子どもで あらしめ よと 冀 ふの も、 こ 

の. 尊い 心 持 を 成るべく 多く 保持 させて、 一 生の 生活 調から、 その 心 持 

を 離させた くないと 思 ふからで あって、 子どもの うちから 雜 誌へ 投書し 

トこ り、 美術 會へ 出品な どさせる の は、 早く 童心から 別れさせて 世間 复を 


發 達さ せる ことにな る 場合が 多い と 思 ふゆ ゑ， 小生 は 左様な 子 ど もの 爲 

ぐ さに，：^ を 観め る ことが 多い ので ある。 

萬 薬 集の 歌に は、 流石に この 童心に 通じた 大人の 歌が 多い。 

！^：^？：：子は假廬作らす^：十なくば小松が下のかゃを 

刈ら さね 

をぐ さ f ど  小- ぐ さす け ど  を 

小草壯 子と 小 草 好色 男と 潮 舟の 竝べ て 見れば 乎 

具 佐 勝ちめ り  ， 

兒毛知 山 若 か へ るでの 紅葉 づ まで 寢 もと S は 思 

ふ 汝は何 どか 思 ふ 

等の 歌 をよ むと， 殆ど子供のロっきを見る如き快威を€:^ケぇる" 

m 我 はもよ 安見 兒 得たり 人 皆の 得が てに すと ふ 安  . 


^  見兒 得た，.^ 

.. これ は中臣 鎌足の 歌で ある。 鎌足 も 美人 安見 兒を 得て は、 子ども 、ひ： 

なって 喜んだ ので あらう。 そこに 一 途 にして 强ぃ 心が 現れて ゐる。 

萬 葉 集に は藝 術の 至上 所と 思 はれる やうな 境にまで 入った 歌が 多く、 

その 或る もの は 人生の 幽遠 所寂赛 所に 澄み 入った と 思 はれる ものが あ 

る。 左樣な もの も 根ざす 所 は 純 粹無雜 不二 一  途の 童心で ある。 童心と 至上 

藝 術と は少 くも 小生に は 別々 の ものと して 引き離して 考へ る こと は出來 

ない。 丁度 良寬の 歌と 良寬の 童心と 引離して 考 へられな いやうな もので 

ある。 さう いふ 意味で 萬 葉 集の 人 麿 赤 人 等の 傑作と 前揭四 首の 如き 歌と 

を 比較す る 時、 別々 の 標準 を 置いて、 之れ を 鑑賞す る 心 持 はしない ので 

ある。 幽遠 所 寂 * 所に 入った ものが、 その物と して 尊い 如く、 童、：： b その 


ま  の 現れ は、 そのままの 現れと して 竹》 いのであって、 ュ-の に 多く 差 

別 を 立てた くないので ある。 

今人の至，^難ぃは、 先 以て 童心 ある。 偶 ま 詩歌 人が、 過って 童心 を氣 

取って、 奇々 妙々 な 行動 を爲 し、 中には それ を 詳しく 記述して 天下 耳目 

の 前に 突きつ ける とい ふやうな 稀頓が ある-" 氣 取りの 童心 は、 童心なら 

ざる ものよりも、 臭いだ け惡 い。 

都會の 子ども は、 人間 及び 人工 物との 接觸が 多いた めに、 早くから 大 

人の 挨拶？ S 儀 作法 その他の 擧 動に 莉： 熟して 幼ない 大人に な， 9 涛 ますと い 

ふ 傾きが ある。 その 勢 を 助長す るた めに 所謂 「子どもの 讀 みもの」 が あ 

る。 强烈な 色彩の 表紙 畫、 ロ畫、 それ 丈け でも 子どもの 弱 §i を挑發 する 

g に 除り が ある。 强烈な 刺戟に W れる 子ども は、 强烈な 刺戟 を 人に 示さう 


M とする 子どもになる。 早くから 人前 を考 へたり、 試驗の 成績の 比較 を氣 

にし：^ りする 子ども は、 斯うい ふ 所から 餘 計に 生れて 來る。 さう して 中 

學 一 年 位の 子どもが、 平氣に カフ ュ ー の 椅子に 腰かけて" 女給 仕に 冗談 

口 を 利く とい ふやうな 現象 を呈 する ので ある。 

子どもから 早く 童心 を 取り去って、 その代りに 小さい 世間 氣を植 ゑ こ 

むと いふ やうな こと は、 詩歌の 上の 問題でなくて、 人類としての大き^:^ 

問題で ある。 斯うい ふ 勢で 人類が 進んで 行けば、 萬 葉 集 や 良宽の 出現 は 

愚か、 世の中 は 物質 萬 能、 零碎 砂を嚼 むの 域に 入る ことで あらう。 小生 

は 田舍の 子どもが 自然 物の 中で 生育して、 鰌 を 掬うたり 栗 を 落したり す 

る 子どもら しい 原始的な 生活 を 尊重す る。 さう して 少 くも、 左 檨な子 ど 

もた ちに、 現今 流行の 「子どもの 讀 みもの」 を 見せたくない と 思 ふので 
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ある。 (大正 十二 年ァ ララ ギ 七お S3) 

前 田 夕 5^ 氏の 答 

前 田 夕 幕 氏が、 現 歌壇 は 萬 葉 人と 新 古今 人と 現代人と 三位 ー體 になつ 

た a が あると いふ 說に對 して 小生の 爲 した 問に 前 S 氏が 答へ てゐる 

氏の 不平 は、 現代人が 萬 葉 語 を 使用して 心 は 新 古今に 墮 ちて ゐん とい 

ふ 所に ある。 從 つて、 萬 葉 語に ついて 其の 意義 を 限定す る 必要が ある。 

小生の 質問の 第一 二 は 氏の 謂 ふ 萬 葉 語の 意義 限定の 要求で あり、 第三、 

四 は 氏の 自ら 用 ふるとい ふ 古語の 意義 如何の 赞問 である。 

ir:^ 一、  二の 質問に 對 して は 「离葉 語と いふの は 萬 葉 時代に 使用せられ 

た. fMgi とい ふ 意味で ある」 とだけ 答へ てゐ る。 之れ では 相 變らす 意義が 


g 不 限定で ある。 それ ゆ ゑ 小生 は、 萬 葉 時代の みに 用 ひられた 詞を 指す か、 

或は それ 以後 現今 迄 連續し て 用 ひられる 詞を 指す か。 と 項 を 分けて 質問 

したので ある。 質問した の は、 氏の 萬 葉 語と いふ もので、 案外 今日まで 

連續 して 使用され てゐる もの を 指して ゐ るので はない かと 疑うた からで 

ある。 疑うた の は、 萬 葉 語 使用の 本家の 如く 思 はれて ゐる 小生 等の 作歌 

に、 案外 萬 葉 語 飞萬葉 時代の みに 限る 萬 葉 語の 意) が少 いと 平素から 思 

うて ゐ たからで ある。 試みに 小生 等の 作歌のう ち 純粋な 萬 葉 語を數 へて、 

これ を 自餘萬 葉 語なら ざる 語數に 比較して 何分 一 の 比 をな すか を檢 して 

見たら 面白いで あらう。 但し， これ は 萬 葉 語々々 と 言 ひ 立てる 人々 に對 

して 序を以 つて 言って 置かう と 思って ゐ たのであって、 小生 等の K 中 

に は、 萬 葉 語 も、 古事記 語 も、 現代語 も 一 體の H 本 語と 見えて， Q るので 


あって、 自已の 感情表現に 尤も 緊密と 思 ふ 言葉 を、 その 長す る 所に よつ 

て選擇 すれば 足. 0 ると 信じて ゐ るので ある。 從 つて、 萬 葉 語 使用の 多少 

が 歌の 惯 値を增 しもせ す、 減じ もせぬ と 思うて ゐる。 

そこで、 前 田 氏の 萬 葉 語の 意義に 對 する 答 は相變 らす不 限定で あるが、 

小生の 質問 第一 第二 何れの 意味と しても、 歌の 偕 値增減 論に は關 係ない 

ものと 思うて ゐ るので.^ る。 その 理由 は 前述に 明白で ある。 

氏 は、 叉、 氏 自ら 用 ふると 稱 する 古語の 意 を 問 ふために なした 第三 問 

以下の 文章に 當 然附屬 する 一 文 を 取り 違へ て、 第二 問の 項で 其の 答 解 を 

して ゐる。 他人と 意見 を 交換す るに は、 も 少し 條理を 正しくせ ぬと 對者 

に 危惧の 念 を 抱かせる。 氏の 第二 項で なして ゐる 所說を 小生 は 第三 項以 

m 下に 腿す る ものと して 言及す る。 


^ 氏 は 自分の 用 ふる 古語に 對 して 「要するに 古語で も 方言 化されて， 今 

猶 地方に 遺されて ゐる 程度の 古語 は その 地方で は 古語に して 古語で ない 

だから、 其の 地方の 人が、 その 方言 化された 古語 を 使用して ゐる 位の 程 

^に 於て、 現代化 された 古語 を 使用す るの も惡 くないと 思 ふが、 自分 丈 

けと して は 成る ベ く 使用した くないと J 一一 曰 ふので ある」 と 述べ てゐ る。 意 

義相變 らゃ難 a である。 氏の 意 は、 方言 化された 古語 を 用 ひると いふの 

か。 或は、 方言 化されて 使用して ゐる 位の 程度と は、 或る 方言が 古語に 

して 一 地方 人に 活かされて 使用され てゐる 如く、 古語が 現代人に 活かさ 

れて用 ひられて ゐる もの を 指して いふ 意 か。 それならば、 はじめより、 

方言 化な ど 言 はすして、 明かに 「古語の 現代に 活ける もの」 と 言へば 足 

るで はない か。 小生 居住地 方で は、 古語の 「行かん す」 を 現に 「行かす」 


i 言って、 「 行かん とす」 の 意に 用 ひて ゐる。 これ を容 I::^ に 歌に 用 ひられ や 

うと も 思 はれない。 方言の 類 多く 之れ であらう。 古語の 現代に 活ける も 

のに 至って は、 汗牛充 棟， 僕 を か へ て猶數 ふべ からざる 有樣 であって、 こ 

れを 歌に 用 ふる 如き は當然 の當然 であり、 今- 史ら 事々 しく 言 ひ 立てる に 

當ら ない ことで ある。 氏 は 地方 言に 對 して 「其の 地方で は 古語に して 古 

語で ない」 と言うて ゐる。 その 程度に、 古代ょ..^現代に活きてゐる詞を 

擧 げたら、 山と いひ、 川モ いひ、 草と いひ、 木と いひ、 皆 それで ある • 

氏の 自ら 用 ひ ると い ふ 古語の 意 は、 ここに 至つ て 相 變らす 不明で ある。 

況して 氏が、 自ら 用 ひて 惡 くない。 と稱 する 古語 を、 一方から 「自分 丈 

として は 成るべく 使用したくない」 と言うて ゐる。 氏の 言 ふ 所 は、 殆ど 

$ 論理 を超脫 して ゐて何 所 を 捕捉して いくか 分らぬ とい ふ 観が ある。 これ 


% で 小生の 質問 第三 四 は 暫く 不要の 形に なって しまったの である。 

以上 は、 氏の 不平と した 萬 葉 語に 對 する 意見の 交換であって、 不平 本 

論より すれば 殆ど 枝葉に 屬 する ものである。 

氏 は 第五 項に 至って、 三位 一 體に對 する 質問に 答へ た。 さう して、 「萬 

■ 葉 語 使用の ために、 形 だけが 萬 葉に なり、 心が 新 古今に なって ゐる とい 

ふ 歌の 實例を 十 首ば か，.^ 擧げ 給へ」 とい ふ 小生の 要求に 對 して、 その 實 

例を擧 げた。 然るに 擧 げた 所の 實例 は、 只實 例であって、 殆ど その 說明 

がない。 それ 故、 十 首の 實例歌 を 見て、 その 如何なる 所が 萬 葉の 形で あ. 5、 

新 古今の 心で あるか を 知る ことが 出來 ない。 前 田 氏 は 例 を擧げ よと 言 は 

れて、 只 例 歌 だけ： a ベて、 自ら 主張す る 所 を その 擧例 について 指示し な 

いとい ふことの、 如何に 無 邪氣に 過ぐ るか を 知らぬ こと は あるまい。 こ 


れ では、 折 の擧例 は、 氏の 三位 一 體 說を證 明す る ものに はならぬ ので 

ある。 只 氏の * 例 十 首に つき • 總括 的に 言 ひ 及んだ の は 十 前の 殆ど 總 て. 

が 冠辭を 使用して ゐる とい ふこと だけで ある。 冠辭の 使用 は" 萬 葉 人 も 

やり、 新 十：！ 今人 もやる。 それが 萬 薬から 新 古今へ 移った とい ふ 氏の 主張の 

如； I： な i 一に 鯛れ てゐ るか. - 論理の 超脫 もこの 邊 まで 來 れば甚 しく はない 

か。 併 かも、 冠 » 使用 は" 「因襲 的槪 念」 であり、 「詞の 機知" 的な 遊び」 で 

あり、 「宗敎 でい へば 偶像 5" 小拜」 であると 首 ふ。 それならば、 前 W 氏の 尊， 

敬して ゐろ萬 葉 人 も 同じく 因襲 的槪念 者で あ，^、 詞の 機知" 的な 遊び 者で 

あり-, 偶像 5 ポ拜 者で ある « ではない か-〕 ^^^っぃふ論理を以って三位ー 體 

を說 かう とした 人が >  大正時代の 歌人に.； 4： 在した とい ふこと を 人々 は^ 

S 考の ため 記憶して 置いて いいので ある。 


^ 冠辭 とい ふ もの は、 氏の 思 ふやうな iczi 品で はない ので ある。 それ を 

骨 直 品と 思 ふの は *  丁 Kl 般 社-剪 人が 短歌な ど を 骨 紫 品と 思うて ゐる心 

哩に齊 しい。 この こと は 別に 詳しく述べる。 何れにせよ。 氏の 冠 辭說が 

三位 一 體の說 明に ならぬ こと だけ は 明白で ある。 

氏 は、 叉、 * 例 十 首 中 * 二 首 だけにつ いて や、 具體 的に 言及して ゐる。 

春雨の いやしき 降れば 萠ぇ出 づ る 野 山の 綠思 ほ 

. ゅム かも 

に對 して は、 「舉に 萬 葉 派 を 標榜して ゐるァ ララ ギの 歌と は うけとれぬ」 

というて ゐる。 これで は 一 首に 首 及し；：！ とい ふの みで、 氏の 意の 說 明に 

ならない。 この 歌の 如何なる 所が、 新お 今の せえ であり、 新お 今の 弱さ 

簿さ であ. o、  今の H 襲 的 旣成槪 念で あ. -、 新. 今の 機知" であ. -、 新 


古今の 輕薄 さで あるか r ノ これ を說き 得なければ， ーュ E と雖 も-歌に 對す 

る 氏. の 冒；^-. 一一-:: と マる。 

生ける ものな ベ て 歎け り 散らばれる ひよこ を 呼  , 

ば ふ 親 鶴の こ ゑ 

これ は、 小生 作で ある。 これに 對 して 「生ける ものな ベて 歎け りと い 

ふ槪念 を 頭に 据 ゑつけ て 鳥渡 威嚇し たと ころ、 J?^ が 小主観の 歌と して あ 

げた 新 古今の 『お 問と ぢし水 もけ さはと け そめて it の 下水 〔：^ 求 むらむ J 

の 歌に 比して 其 所に 多少の 現 實味は ある とても， 槪念 W 入の S 一に 於て 餘 

. ^變. ^はない」 というて ゐる。 之れ は 甚だ 面白い。 前 田 氏 は 第一 に 小 主 

觀と槪 念と を 混同して 考 へて ゐる。 そして 小生の 歌の 二.：？ に槪 念が 

i 現れて ゐる とい ふこと によって、 小生の 歌 を 新 古 八：' に f ようとい ふので 


m ある。 前 田 氏 は、 歌の  一 二 句 を全體 から 切..^ 離して、 その 部分に よって 

歌 の 惯 値を定 める とい ふこと をな し 得る と 見える。 これ も 恐らく 前 田 氏 

1 人 だけが 爲し 得る 所で あらう。 之れ によると、 前 田 氏 は 萬 葉 集中 或る 

1 二 句が 槪 念なる によって、 その 歌が 新 古今 流の 槪念 であると 言 ひ 得る 

であらう。 さう すると、 三位 一 體は 三位でなくなる であらう。 冠辭 ある 

もの、 一 二 句に 槪念 ある もの、 斯うい ふ もの を以 つて 萬 葉 新 古今 現代 三 

位 1 體に言 ひ 及んだ 人 は 今日までに 前 田 氏 一 人 あるの みで あらう。 

序で を以 つて 前 田 氏に 質問す る。 

春 過ぎて 夏來 るら し 白妙の 衣 乾した 天の 香久 

. 山 

この  一 二 J? も槪 念で ある。 氏 は それによ つて この 歌 を槪念 的な 歌と 斷 


やる か。 斯様な 例 は 萬 葉中擧 例に？ 3 がない。 それ を 氏 は 承知して ゐ るで 

あらう。  . 

氏 は 亦 小生の 筒條 書 質問 を 提出した ことに 對 して、 「恰も 歌壇の 新入 學 

• 生 に試驗 問題 を 提出す る ぞ と 言 はんば か b の 例の 赤彥式 態度 で 提出し て 

ゐる」 というて ゐる。 箇條 書きに したの は、 氏の 所論に 比喩が 多く 條理 

が 面倒であって、 了解に t おしむ g 一が 多い ゆ ゑ、 斯檨 にした ので ある。 然 

らす とも、 简條 書き の赞 問が 鱧 を 失して ゐる とい ふこと 想像し 難い 所で 

ある。 これ こそ 前 m 氏 式の 獨斷 であらう。 

氏は乂 0 らを、 よく 一  本 立ち だ。 とい ふ。 これ も 不思議な！ ^である。 

世の中の 歌人に 誰か 二 本 立ち • 三本 立ちと いふ 人が あるか。 自己の 歌 を 

g なし、 .E 己の 說を なす、 誰も 皆 獨自の 立場に あるので ある。 氏の 左様な 


m 言 をな す は 何の 意で あるか c 不純な 聯想 を 伴 ふやうな 言 は 慎し んで いい。 

序で あるから、 猶言 ふ。 氏 は 土 田 氏の 言に 答へ るに" s 己 近作の 詩 を 

以 つてした" かう いふ 議論の 交換が 世の中に あり 得る であらう か。 擧げ 

來れ ば、 氏の 言說は 世の中に 奇特の ものば か. 0 である。 それに 對 して 物 

言 ふ は 可な りの 困難で ある。 今 は 之れ で 筆 を 止める。 

.  (大正 十二 年ァ ララ ギ七； 》 ：號) 

,  前 田 夕 ^氏の 答 つ. つき 

前 田 夕 慕 氏が、 小生 作 

生ける ものな ベ て 歎け り 散らばれる ひよこ を 呼 

. ば ふ親鷄 のこ ゑ  , 


に對 して 、『生ける ものな ベて 歎け 卜に こい ふ 槪念を 頭に 据 ゑつけ て 

嚇 したと ころ、 ST か (赤彥 言 ふ。 君と は 小生 を す〕 小 主 W の 歌と して あ 

げた 新 古今の、 「お 間と おし 氷 も 今朝 はとけ そめて 苦の 下水道 求 むらむ」 

の 歌に 比して 其 所に 多少の 現 實味は ある とても、 槪念 it 入の g 一に 於て 餘 

b 變.^ はない』 と言うた のに 對 して、 前に 少々 言及して おいた が、 狼、 

tT^l 二 句に 氏の 所謂 槪念を it 入した 歌の 例 を、 少し * げて 見よう。 

萬 薬 集の 中に 

各自し 人 死なす らし 妹に 戀ひ 日に けに W せぬ 人 

に 知らえ す  . 

戀に かも 人 は 死にす る 水無瀨 川下 ゆわれます 月 

^  こョ こナこ 
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こと  やす 

ま  旅と いへ ば 言に ぞ 容易き 少 くも 妹に 戀 ひっつ 術 

へ ふナ いふく こ  , 

等の 歌が ぁづて 第一 二 句に 槪念 を据 ゑつけ て ある。 槪念据 ゑ 付けの た 

め" 歌が 小主観になる ならば、 これ も 亦 その. 一 に 居らねば ならぬ。 前 田 

氏 はこれ を 何う 思う か。 

. 玉 敷け る 家 も 何せむ 八重 i 律お ほへ る 小屋 も 妹と 

罟 りてば  ■ ： 

うら さぶ る こころさ まねし 久方の 天の 時雨の 流 

, らふ 見れば 

. ぃかにして戀ひ止むものぞ天地の神を祈れど|^1:1  , 

は 思 ひ 益す 


よその みに 見て やわた らも 難波潟 雲 ゐ に 見 ゆる 

鳥なら なくに 

の 第一 二 句の 如き も、 前 田 氏の 如く、 歌のう ちの  一 二 句を収 離して 考 へ 

る 時 は、 同じく 概念的な ものと 言 ひ 得る ので ある。 例 はいくら も ある。 

前 S 氏の 參考に 供す るた め、 實 朝の 歌から も 少し 例 を あげよう" 

うつせみの 世 は 夢な れ ゃ樱花 t¥」 て はちり ぬ あ 

はれい つまで  * 

淚 こそ 行へ も 知らね み わの 崎 佐 野の あたりの 雨 

の 夕 ぐれ 

おしなべ て 春は來 にけ り筑波 根の この もと ごと 

^  に 霞た な 引く 


g  風 を まつ 今 はたお なじ 城 野の もと あら 获の花 

の 上の 露 

おの づ から あはれ を も 見よ 春 深み 散.^ 殘る 岸 の 

山吹の 花 

一 體、 歌のう ちの  一 二 句 を 取り離して、 それによ つて、 小主觀 歌と か 

槪念 歌と かいふ 惯値 を考へ る ことが 常識 を 超越した しわざであって、 こ 

れは前 號に言 及せ しゅ ゑ、 今 多く 言 はない。 況して、 これ を以 つて、 現 

代人の 萬 葉風が 新 古今 風に 遷 つたと いふ 所謂 三位 一 體說 の說明 材料に し 

ようとす るの は * 條理の 立 K ぬ 程度が ひどい ので ある。 

, 或は， 氏 は、 小生が 西 行 作 

山お 間と ぢ しこ ほり も 今朝 はとけ そ めて 苦の 下^$ 


道 もと むらむ 

に對 してな した 言 の 中の 「告 間と おしより 第 四 句まで 作者の 侧に 立 つ て 

見て ゐ るので あると 思うて ゐる のが、 第五 句へ 行って * <;.b に、 1^ むと な 

つて 水の 立場に 變 つてし まふので あって、 斯の 如き 小、 王觀 句の 介在し" 

勢の 一 贯を摧 くの は、 作歌の 心が、 甘えの 心から 來てゐ るた めであって 云 

々 」 のうち 「小主観 句の 介在」 とい ふ 文句 を捉 へて、 お前の 歌 も 槪念句 

の St 入で、 西 行の 歌と 略 ぼ同檨 だと 言うた のか も 知れぬ。 それな、， つば 愈 

々筋道が むづ かしくな つて ゐ るので ある C 間違って はいけ ない。 小牛の 

言うた 小 主 « 句の 介在 は、 一 首 勢 ひの 一 贯を摧 くと ころの 「介在」 とし 

て說 明した のであって、 氏の 「槪念 it 入の 勲に 於て 餘り變 り はない」 など 

言って ゐ るのと 同額で ない ので ある。 氏の 意 を 押して 行けば、 さし 常り 
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直ぐ 差 支へ を 生やる 歌 例に 逢ー卞 めする こと、， • 前に 擧 げた 萬 葉 奥 金槐 集の 歌 

に 就いて 冤ても 解る ので ある。 氏の 小作に 對 してな した 批評の ち" 批評 

言の 資格 を もち 得る は 只 * 「生ける ものな ベて 歎け り。 とい ふ 概念 を 頭に 

据 ゑつけ て 鳥渡 威嚇した」 とい ふ詞 である" 威嚇す と は、 聯想の 過甫と 

誇大と を 意味す る。 「散らばれる ひよこ を ば ふ親雞 のこ ゑ」 とい ふ 第三 

四 五 句と 「生ける ものな ベて 歡 けり」 の 第一 二 句の 間に.' 如何なる 聯想 

の 過重と 誇大が あるか" そして、 そこに 如何なる 新 古今 病の 廿 えと 繊 

と 遊戯と 輕^ と 因襲 的槪 念と が あるか。 それが 明に されぬ う 卞> は、 氏の 

歌 評と 三位 一 體說と を、 氏の 面前へ 彈ね 返して しま ふので ある" 

前 田 氏 は、 又、 小生 等の 歌に、 冠辭 のま じって ゐる 現象 を捉 へて、 「0 

襲的槪 念に 安 じて ゐる 事で あるし * 詞の 機智 的な 遊が 行 はれて ゐ るので 


ある。 僕 は 歌で あるから と Si つて、 全然 今の 時代と 沒交涉 な 枕詞 迄 使用 

するとい ふ 必要 は、 どう 考 へても 考 へられぬ」 というて ゐる。 さう して、 

左 樣な意 ゆで、 小生 等の 歌が 因襲 的に なって 居り、 機智 的 遊戯に なって 

ゐ るので、 所謂 萬 葉の 精神が 新 古今の 精神に な 6、 從 つて 三位 一 體說が 

成り立つ と 斯うい ふので ある。 

に 前 田 氏に 問 ふ。 氏の 言 ふ 土の 臭 ひで あり、 嘆で あり 原生林で あ 

る ^ 葉 人が 冠 辭を用 ひ てゐ るの は 何故で あるか。 氏の 說 によって 之れ を 

當て箝 めれば、 萬 葉 人の 冠 辭を用 ひて ゐる とい ふこと も、 同じく K 襲で 

あ h-* 遊戯で あらねば ならぬ ではない か。 之れ を 前 田 氏 は 何う 說明 する 

か。 <g は， 氏 は 萬 葉 人の 冠辭は 因襲で なく 遊戯で ない と 首 ふか も 知れぬ。 

g 冠 辭は眞 淵の 「冠辭 はいと いと h つ 代よ. 0 いへ るぞ 多く、  八が a など 


M の 歌に 言 ひ 出で しとお ぼ ゆる は 少なし」 と 言 ひし 如く、 その 起源 は n: 本 

語の. H 來 と共に 古いので ある。 萬 葉 時代 は 今を距 る千餘 年で あると 共に、 

神武 创業 時代 を距る こと も千餘 年であって、 祌武 以前の 世から は： 1： 年 を 

距 つて ゐ るか を 想像し 得ない 。 想像し 得な い 時代 に 生した 冠辭を 後世 

の 萬 葉 人の 用 ひて ゐ たこと が 因襲でなくて、 今人の 用 ひるの が 因襲で あ 

ると するならば、 其 所に 當然 特別な 說 明が 加 へられねば、 意義 を 爲し得 

ないで はない か。 萬 葉の 冠辭を 因襲で ない とするならば、 この 勲の說 明 

が耍 り、 因襲であるなら ば" 萬 葉の 原生林と 土の 臭 ひと 璞を： 1： ぅ說 明す 

るつ もり か。  ノ 

元來、 冠辭 とい ふ もの は、 前 田 氏の 考 ふる 如き 意味に 於て a 襲 的な も 

ので はない ので ある。 餘齋の 「こ は 言の はじめに も， なから にも かむ らせ 


て、 其 ことの こころに は あた はぬ ものから、 しらぶ るよ すが (いもが 手 

をと ろしの 池、 つがの 木の いやつ ぎ/,^) うた ふの みに は あらで、 くさ 

ぐ さの あやなん ある 云々」 とい ひ、 眞、 淵の 「言の たら はぬ とき は、 トーに 

うる はしき こと を 冠ら しめて 調べ をなん なせり ける」 とい ひ 「おも ふこ 

と 多なる とき は、 事の 數々 うた ひつらぬ るに、 いよよ 上に も 下に も？ S り 

辭を もてす がた を もよ そ ひ、 調 を もな せ..^ ける」 と說 いて ある 如く、 

の 調べ と 姿 をと との ふるため の 冠り 詞 である。 歌人に して 調べ つ々 ふ 4 ばぬ 

ものな く、 調べ を 尊ぶ ものにして、 冠り 辭の用 を 知らぬ もの はない^で 

ある。 萬 葉 人が、 その時代にぁって旣に^^.^の不明でぁったらしく思は 

れる 「久方の」 「さす 竹の」 「神風の」 等の 冠辭を 冠ら せて、 「久方の： 火の 

^ 香具 山- 「さす 竹の 君」 「神風の 伊勢」 など 用 ひたの は、 眞 淵の li は ゆる 


^  _ おも ふこと ひたぶ るなる とき は 言たら す、 言したら ねば、 思 ふ 事 を 末に 

もと 

いひ、 仇し 語 を 本に 冠ら せついで、 彼 五つが ひ (短歌 五 句の 意 也) のす 

がた をたら はせ る」 ものであって、 無用と いへば 無用で あ， o、 無用で あ 

る 所が、 IT への 上から 有用になる ので ある。 心 を 一 ケ 所に 集中 すれば、 

歌の 本 句 (初 句 也) は 成るべく 意味 を 稀薄に したいの が、 作歌に 於け る 

自然の 要求で ある。 この 要求 中の 一部 位に、 冠辭 とい ふ もの は 短歌の あ 

らん 限り 生きて # すべき ものである。 一 體、 短歌と いふ ものが、 世の 巾 

に 在って は 無用の 用で ある。 その 短歌の 中に 在って、 ；？ a 辭は： 巫ら に 無用 

の 用で ある。 無用の 用の 分らぬ 世人に 短歌が 分らぬ 如く、 冠辭の 用の 分 

らぬ 程度の 作者に、 本 統には 短歌 は 分らない ので ある。 

前 田 氏 は 今頃 外出に 麥释 帽子 を 冠る であらう。 それ は 何の 爲め である 


か c  * い 日光 を 避ける 爲 めか。 それならば 夜 それ を 冠る 必要 は あるまい。 

氏が もし 夜 外出の 時に も麥释 帽子 を 冠るならば、 それ は 何の 爲め である 

か。 . 唯 "3: の 用 は、 さう いふ 所から 考へ ると 分る。 氏の 著る 洋服に もネク 

タイが つき、 下 著の 腕に は カフス 釦が ついて 居よう。 無用の 用 は、 引つ 

づき、 さう い ふ身邊 から 考へ ると 分る。 カフス、 ネク タイ も ，111 分の 體に 

存 するとき、 その 存在 を 疑 はぬ。 短歌に あって、 冠辭の 存在 を 疑 ふ は、 

乳 吞み兒 が、 阿 父の ネクタイ を^ね くりながら その 存在 を 訝る と 同じ 

類で ある。 

前 田 氏 は、 又、 口 常 談話のと き、 詞の 頭に 「あ I」 とか 「え ー」 とか い ふ 無 

意味の 詞を 冠ら せる 事 はない か。 この 「 え ー」 「あ ー」 の 如きが、 民 謠の哏 ひ 

§ ものな どに なれば、 一 層 長い 延音 となって 頭に つくので ある。 斯檨な 無 i:::- 


^ 味な 詞が、 冠辭の 無用に 見える 部分の 小さい 見本であって、 注意して 聞け 

ば、 人の 談話に この 冠- 9 詞が 可な り 多く 著いて ゐ るので あって、 「さあ そ 

れは」 「いや どうも」 「全く 以て」 「その」 など、 元來 有意 味で ある 詞が、 殆ど 

s 意味に なって 用 ひられて ゐる ことが 多い ので ある。 無意味の 詞を 悉く 

征伐 するとい ふ考 へなら ば" 先 以て 斯様な 詞も征 伐すべき であるが、 それ 

は 何人の 談話から も 取り除く こと は 不可能で ある。 小生の 鄕 里に は、 詞 

の はじめに 必す 「もの」 とい ふ詞を 冠ら せねば 談話の 出來ぬ 人が あって、 

一 語句 をな す每に 頭に 「もの」 がっく。 之れ は 中世の 「物す る」 とい ふ詞 

から 系統 を 引いて ゐ るので あって、 「 もの」 とい ふ 無意味 化した 詞が 何故 

必要と なって 詞の 頭に つく かとい ふこと は 前揭の 「え，」 「あ ー」 等に 通 

今る のであって、 前 田 氏が 歌に 無意味な 冠辭の 必要 を 疑 ふとき、 先以 つて 


自己 H 常 談話から 類推して 考 へて 見る と 1^ るので ある。 (額 推と は、 無用 

の 言語の 有用なる 所以 を 額 推 するとい ふ 意味で ある。 え，'、 あ ー、 さあ 

をれ は、 が 所謂 冠 辭に當 ると 言 ふので はない。 明瞭ながら 議論の 誤解 を 

防ぐ ために 附言す る) 

^ 冠辭に は、 -、 前述の 意味 以上に、 其 語 本來の 意義 を 伴 ひっつ s 々の 

心に 生きて ゐる ものが ある。 「こし ほその すがる 少女」 といへば 「こし 細 

の」 が 「 すがる 少女」 に 或る の 形容 をな し 得て ゐ るので あって、 「くさ 

の あやなん ある」 が 斯欉な ものに 當 るので ある。 これ は 現代人の 心 

にも 意味 をな し 得る 程度の ものである 「天 iss のた ゆた ふ 心 J いは 走る 瀧」 

「髙 光る 日の み 子」 「 ぬば 玉の 夜」 「さく 花の 笑まし き」 「朝霧の 思 ひまど 

g ひて」 他に いくら も あらう。 これ は 「ネクタイ」 「カフス 釦」 が 服裝の 「あ 
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や」 である 如く、 或は、 それ以上の 意味 を もち 得た 「 ことばのあや」 で 

ある。 さやうな 詞に對 して 「冠詞 迄 使用 するとい ふ 必要 は、 どう 考 へて 

も考 へられぬ」 とい ふ 前 田 氏の 考が、 小生に は考 へられぬ のであって、 

これ は、 氏に 今一 度考へ 直して 見る 必要が ある やうで ある。 

小生の 學生 生活の 頃、 同級生に 長 原と いふ 人が あって、 それに、 太 田 

水 徳 君が、 「鼻の 毛の」 とい ふ 冠辭を 贈呈した。 「鼻の 毛の」 は 「長」 に 

言 ひかけ た冠辭 であるが、 どうも 面白い。 面白い とい ふの は、 單に詞 の 

言 ひかけ が 面白い とい ふので ない。 長 原 氏に 對 して 一 種の 滑稽 味 を 伴 ふ 

所に あるので ある。 それ 故、 小生 今日まで、 この 冠辭を 忘れない。 「妹が 

手 をと ろしの 池の 波の まゆ 鳥が 音 異に 鳴く 秋 過ぎぬ らし」 の 「妹が 手 を」 

は單に 「R」 に 言 ひかけ ただけ の詞の 洒落で ない こと は、 此 一首に 現 は 
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れた心 持に よって 分. c 得る であらう。 而か もこの 言 ひかけ は、 冠辭 とし 

ての み 後世に 遺る 時、 時代と 共に 言 ひかけ の^ 味が IS すれて 來て、 しま 

ひに は 殆ど 無^味に 近くなる ので ある C 「くれ 竹の、 世」 「もののふの、 八 

十 うぢ 川」 「や 雲た つ、 出 雲」 「ふすま ぢを、 ひく 手の 山」 「つゆじもの、 

おきてし くれば」 「ちちの みの、 父の みこと」 「玉 梓の、 道」 「さしす みの、 

栗 栖の小 野」 「わか ごも を、 獵路の 小 野」 等 何れも それで ある。 之れ を^ 

なる 機 §=1 的 言語と して 見る は、 冠 辭の意 を 知らす、 冠 辭の川 を 解せ ぬ も 

ので ある。 

以上、 冠辭 について 言を费 したの は、 前 田 氏が 冠 辭に對 して、 骨董 語 

であり、 死語で あると いふ 風の 說 をな したのに 對し、 萬 葉 人の ため、 現 

代 歌人の ために 聊か その 妄を辯 じたので ある。 たと ひ 死語で あ b 骨 }fe? 語 


^ であると しても、 氏の 所謂 原生林なる 萬 葉 人が 何故に その 死語 骨董 語 を 

使用した かの 說明 をせ ねば、 前 田 氏の 說は 自己の 槐を以 つて 自己の 立場 

を 根柢から 破壞し てゐる ものである。 

.. 前 田 氏 は 冠辭を 現代の 歌に 排 11£： する に 止まら や、 「現代の 歌 は註釋 なし 

に 理解の ゆく 程度で あ らたい。 現代人に よって 詠まれた ァ ララ ギの歌 を 

更らに 現代 譯を せねば 一 般の 民衆に は 理解が ゆか ぬ樣 では 困る。 子供 (小 

學ニ 三年 あた.^ の〕 に讀 ませても 略 理解の §  く 程度の 歌が 一 面に 於て は 

當然 あるべ きで ある。」 とい ひ 「ァ ララ ギ の 人達 はみ な 吾々 と 違って 歌の 

玄人で あり 尊 門 家の人が 多い から、 そして、 その 玄人で あ 門 家の人 

達に よって 詠まれた 歌で あるから、 子供に は當然 わからない かも 知れな 

いが、 これ は 不自由な こと だ。 言葉が わかれば 子供 は 大抵 直感で 理解す 


る。 又假. ^に 理解した としても、 今の 子供に 冠詞 を 使用した 歌 を 記憶せ 

しめる の は 敎育上 困る。 遊戯的 思想 を 吹き込む ことにな，. ^"勿い」 と言う 

てゐ る。 冠游 から 延 いて 敎 上に 心配 を 及ぼした の は 殊勝の 者へ である。 

安心せ よ。 小生 等 は、 未だ 嘗て、 敎育 のために 歌 を 作らす、 子供の ため 

に 歌 を 作らす。 從 つて 必 す小學 生から 讀ん でもら ふとい ふ必耍 はない。 

小生 等 は、 一 首の 歌と 雖も皆 自己 感情の 表現 衝動に よって 作る ので あつ 

て、 その他に 何等の 條件を 交じへ ない。 從 つて 自己の 或る 感動が 快適に 

現 はさる るを以 つて 満足す るので あって、 それが 一 般 人に 解る か 何う か 

- とい ふやうな こと は必 すし も 問 ふ 所でない。 B 本 語で 現 はされ た 歌 力 日 

本人に 解らぬ ならば、 その 日本人 は自國 語に 對 すろ 知識が 缺 けて ゐ るの 

g であって、 左様な！！ I 本人 は自國 語の 知識 を充赏 させて 歌 を 解 すれば いい 


M ので ある。 

ここに 前 田 氏に は 不可思議に 思 はれさうな 現象が ある。 人 麿 や 赤 人 や 

實 朝の 歌 は、 たと ひ、 それが 後人の 耳に 古語で あらう とも、 日本人の 心 

に 永久に 記憶され ると いふ 現象で ある。 人 麿 等が 永久に 記憶 せよ と 註文 

したわけ ではない ので ある。 理解 や 記 億 は、 前 田 氏の 如く 理解 記憶 を條 

件と して、 換言すれば 理解 記憶 を 註文して 作った 歌に ある もので ない の 

である。 これ を 前 K 氏 は 何う 解す るか」 

或は、 前 田 氏 は、 實朝ゃ 萬 葉 人の 歌 は、 今よ. 9 すれば 古語で あるが、 

その 當 時より すれば 日常の 口語で あると 言. ふか も 知れぬ。 (それに は 小生 

別に 意見が ある) もし 假 りに、 それらの 或る ものが 當 時の 口語に 近い も 

のとす る も、 今人より すれば 古語で ある。 古語の 歌が！： 故に 骨董品と なら 


やして 今人の 頭に 生き、 永久 日本人の 頭に 生きる か は、 依然として 前 m 氏 

の 頭 に^みら る ベ き 問題で あらねば ならぬ。 氏 は 之れ を 何う 解す るか。 

小學 生の 理解 記憶 云々 に 至って は、 譲 論の 外れ 方 も 程度が 酷 く はない 

か。 短歌 は 成人の 藝 術であって、 子どもの 藝術 ではない。 詞 だけ 解って、 

短歌が 解る と 思 ふの は、 短歌に 對 する 理解の 程度が 幼稚に 過ぎる ので あ 

る。 竹の 臺の 美術展 覽會に 子ども を 伴れ て 行く と、 この 理 直ぐに 明瞭に 

解る であらう。 高い 藝術は 成人と 雖も 理解す る ものが 少ぃ。 況して 子供 

に 成人の 畫ゃ 彫刻の 理解が 出來る 害がない。 理解 出來な いのは、 材料が 

難 かしい 爲め ではない ので ある C 畫 面の 各個 形象 は 短歌に 於け る詞 句で 

ある。 詞 句の 難 》 ^で 歌の 理解 を 云々 する が 如き 低級 論者が 世の中に 存在 

§ する ゆ ゑ、 口語 歌な どい ふ 主張が 眞 面目に 唱 へられる ので ある。 前 出 氏 


I をして 小學 校の 子供 を敎 へしめば、 先づ 君が代の 唱歌 を 口語 歌に 訂正し 

て 授ける つもりで あらう。 如何。 (大正 十二 年ァ ララ ギ 八月 號」 

萬 葉 諸相 つづき 

萬 葉 猿に は 又 

法師ら が 鬚の 剃 杭に 馬つな ぎ 痛くな 引き そ 法師 

無から かむ 

石麼に 吾れ 物申す 夏瘦に 良しと いふ も のぞ 鰻 取 

b 食せ 

痩す 痩す も：^ けらば あらむ を 將ゃ將 睡を機 ると 

河に 流るな 
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ま fV ほ  ？、： そ 

佛 作る 與朱 足ら やば 水た まる 池 田の 朝臣が 鼻の 

へ を 掘れ 

^間 田の 池 は 吾れ 知る 蓮な し 然か言 ふ 君の 鬚 無  , 

ごと 

き カ汝 

, 逮葉 は斯く こそ ある もの 意吉 磨が 家なる もの は 

ラも 

芋の 葉に あらし 

とい ふやうな * 稽 歌が ある。 g 檨な歌 は、 萬 葉の 歌 がら を 毫末 も S らせ 

る もので ない のみなら す、 却って 萬 葉 全 體の心 を考へ る 上に、 或ろ 大き 

さと 豊か さを與 へ. る ものである。 元 來純释 な： 滑稽 や 戯れ は淨 化した 心の 

一 面と して 現 はれる ものである。 得道 者の 心が 子どもの 心に 類して ゐる 

こと も、 夫れ と 消总を 通じて ゐる。 落語； i の 上乘に 入って ゐる ものの 居 


^ 常が、 割合に 虔 ましく 眞 面目で あると いふ こと を 聞いて ゐる。 それ も 同 

じ 消息の 中に おいて 考 へる ことが 出來 る。 

. , 孔子が 陳蔡の 野で 園 まれて 「絕 糧、 從者 病、 莫 能與」 とい ふ 大事に 遭 

つた 時に、 孔子が 大分 悲観して 「吾 道 非耶。 吾 何爲至 於此」 と言うた 時に、 

顔 回が これ を 慰めて、 「不容 何 病、 不容然 後見 君子」 と言うた。 孔子が 之 

れを聽 いて 初めてに こりと 笑った。 さう して 「有是 哉、 顔 子 之 子、 使爾 

多 財、 吾爲 爾宰」 と言うた。 お前が 金 持なら ば、 おれが お前の 番頭に な 

らうと 戯れた のであって、 この 時 孔子 餘程 うれしかった ものと 見える。 

お前の 番頭に ならう とい ふやうな 戯れ は、 却って、 せつば 詰まった 心の 

中から 生れる ものであって、 戯れの 心が 淨 化されて ゐ ると. 共に、 さやう 

な 戯れの 心に よって 孔子の 人物が 餘 計に 大きく 寬く懷 しく 思 はれる ので 


ある。 孔子 はよ く子路 にから かって ゐる。 子路を 愛した ので あらう。 「道 

行 はれ すん ば、 俘に 乘 つて 海に 浮ばん。 我に 從ふ もの 夫れ. E か」 と言う 

たの も、 子路に 向って、 からかつ たので あらう し、 一 吾 豈に飽 爪な らん や。 

焉ぞ 能く 變て食 は ざらん や」 と言うた の も、 子路に 向って 戯れられ たの 

である。 斯様な ことが、 孔子の 人 がら を 大きく こそ すれ。 決して 性情の 

上に をす る もので ない ので ある。 萬 葉 集に 諧譃の 一 相 を 具へ てゐ ると 

いふ こと は、 啻に 萬 葉の 有する 他の 諸相と 相 ST 馳 せざる のみなら す。 却 

つて、 夫れ によって 他の 諸相の 確實 性まで も附與 する ものである。 之れ 

を 更に 縮めて 言へば、 人 麿の 具へ た 幽遠 相 は 「妹が 門 見む、 靡け この 山」 

. to いふ 如き、 子どもの 地 駄太を 踏みつつ 發 する 駄々 言に 類した 歌心に よ 

^ つて 傷 けられない のみなら す、 却って それの 幽遠 相 を も確實 にす るの 觀 
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あると 同じ 關 係に あるので ある。 只 滑稽と いひ、 戯れと いひ、 その 背後 

に は、 それ を 生み 來る 心が ある。 その 心 は 小生の 前に 說 いた 諸相 を 生み 

來る 6 と異る もので はない ので ある。 その 心 を 思 はやして、 形の みを模 

し て a^f 曰 をな す の は 滑稽 に 甘え る もので あ. cs、 滑稽に 甘え るの 不可 なる 

は、 幽遠に 甘え • 嚴肅に 甘え、 素樸に 甘え、 無 邪氣に 甘える の 不可なる と 

異る 所がない。 夫れ について 思 ふの は、 子规の 歌の 具 ふる 種々 相で ある。 

更に 左 千 夫の 具 ふる 種々 相で ある。 (左 千 夫の それに ついては 一昨年 ァラ 

ラ ギに說 いた) それらの 諸相 を 生み 來る心 を も 同じ 竞 味に 於て 我々 は考 

へて 見て いいので ある。 猶 それにつ いて 序で を 以て 考へ 出す こと は、 茂. 

吉の 

いと ど 

あかね さす 螯は晝 とて 眼の 見 え ぬ黑き 蟋蟀 を 追 
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ひつめ にけ り 

とい ふ 歌で ある。 これ は必 しも 滑稽の 歌で はない。 只 蟋蟀 を 追 ひつめ て 

ゐ ると いふので あって、 現れる 所 は 子供の い たづら に 額す る。 形 は 子 ど 

ものい たづら であって、 心 はせ つば 詰まった 寂し さに 居り、 ，：：： 分が 人に 

追 ひ つめられる 蟲の 如き 心に なって ゐ るので ある。 形の 下に 籠って ぬる 

心が あはれ である。 それ を 或る 意味に 擴げて 言 ふと、 、滑稽 歌の 背後に あ 

る 心 を 思 ふこと が 出來、 その 心が 他の 種々 相の 背後に ある 心と 異る もの 

でない ことが 思 はれる であらう。 茂 吉の歌 は、 今 思 ひついた もの を * げ 

た。 他に 恰 例が あるか も 知れぬ。 (大正 十三 年ァ ララ ギニ 月號) 

大隈言 道の 歌 


^  e 々木 信 綱 氏 は 大隈言 道 を 以て 近世 歌壇の 第 一 人 者と する。 (帝 國文學 

八月 號) 予は言 道 を以で 宗武良 寬元義 等に 比し 適 かに 歌 品の 凡 下なる も 

のとす る。 佐々 木 氏 は 言 道の 特色と して 第一 に 「自我の 覺醒」 を擧 げてゐ 

る。 自我の 覺醒が 傳統の « 束を脫 して 個性的 自由の 歌境 を拓き 得た もの 

を 言 道な りと し、 更に 夫れ が 形式的に は 取材の 自由と なりて 現れ、 修辭 

用語の 自由と なりて 現れ、 內容 的に は 彼の 個性た る樂 觀的輕 快の 情調 を 

傳へ て 得て ゐる 事を說 いて ゐる。 佐々 木 氏が 一一 15 道 を 以て 近世 歌壇の 第一 

人と する 理由 は、 大體 右の 諸勲 にある と 見て 不可ない やうで ある。 元來、 

人間が 眞に 祖先の 傳統 を襬脫 する ことが 出來 るか 否か は 人 間 の 本質に 對 

する 根本的の 問題で ある。 特に 日本 民族 特有の 和歌が、 日本 民族に より 

て 作り出さ るる 限り、 所謂 傳統の 擺脫が 如何 ほどの 程度に 於て 考 へらる 


べき か は 殆んど 推測し 得る 所で ある。 吾人の 考 ふる 所 を 以て 言へば、 力 

間の 最高なる 活動 は 「is 統の 擺脫」 とい ふ 如き 外在 的！ n: 標の 下に 動かす 

して、 只 本質的に 1! 具實 なる 自己の 發現 のみ を 目的と すべきで ある。 眞實 

なる， ほ 己の 發 現と 其の 發達 變遷が 永久に 亘 つて 傳統 の襬脫 であるか、 傳 

統の發 達で あるか は輕々 しく 斷定 すべ き 所でない C 假 りに それらの 發達 

變遷を 以て 傳統の 襬 脫 なりと する も、 襬脫 そのもの は M ちに 襬脫 の惯値 

に はならない。 佐々 木 氏が 言 道 を 論す るに 當 つて、 劈頭に 彼の 歌論 を揭 

げて、 彼の 囚 はれざる 歌 を 唱道し、 囚 はれざる 歌 を 作す を 以て、 直ちに 

彼 を 近世の 大歌 人と なす は、 所謂 傳統 襬脫の 外的 條 件と 内的 ffi 値と を 穿 

き 違 へんと する の 危險を 冒す ものである。 予の 見る 所 を 以てすれば、 言 

^ 道 は 萬 葉 集 を遺慽 なく 擺脫 した 歌人で あると 共に、 古今 集の 精神から ど 
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こまで も襬脫 する 事の 出來 なかった 歌人で ある。 此の i ^一に 於て 彼れ は紛 

れも なき 古今 傳統 者で ある。 何 を か 萬 葉 集から 擺脫 せりと 言 ふか。 雄渾 

の氣魄 なき 其 一 である、 調子の 低卑 なる 其 二で ある。 感情 意志の 直接 表 

現 を 知らざる 其 三で ある。 何 を か 古今 集の 傳統 者な りと いふか。 小主観 

に沒 頭す る 其 一 である。 小才の 利け る 其 二で ある。 歌 品 平 俗なる 其 三で 

ある。 若 夫れ 佐々 木 氏の 擧げて 取材の 廣 きとな す もの、 修辭の 多 方な りと 

なす もの、 用語の 自由な， 0 となす もの、 畢覚 彼が 上述の 歌 を 成す に 使用せ 

ら るるの 材料た るに 過ぎざる に 於て 論す る を須ひ ぬ ほど の 些 末な 問題に 

なり 了る ので ある。 要は 言 道の 歌の 惯 値の 根本的 考察に ある。 而 して 予 

の 兹に擧 げたる 萬 葉 襬脫の 三箇條 と、 古今 傳統の 三 a 條と は、 彼の 歌の 

價直を 根本的に 考察す る 必須 的條 件たり. 得べき を 信す る。 |^は 一 々材料 
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を 彼の 歌の 赏 際に 取って 之 を立證 して、 直ちに 佐々 木 氏の 蒙 を 啓けば 足 

るので ある。 歌 例 は 佐々 木 氏の 「帝國 文學」 誌上に 祸げて 彼 を 推 fS する 

の 材料と した 歌の 中から 取る を 以て 便利と する。 

o〇〇〇〇〇o〇〇〇oo〇〇〇o〇〇〇o  0 

いかば か ふりたてぬ とも 蝸小 角お そろし と 人 

〇 〇 0  0 〇 

の 見 まし や 

佐々 木 氏 » 例 劈頭の 歌で ある。 この 歌 は 蝸牛の 直接 表現で はない。 盛 

られ たる は-牛 俗な 小 主 a なる に 於て 千年 來の 常套 である。 全體を 通じて 

K 張した S 志の 透徹がない ため 小 理屈に 終って ゐ るので ある。 斯の 如き 

a 類 は 萬 葉 维に絕 無にして 古今 集の 所在に 散見す る 所で ある。 材料 を « 

牛と いふ 新しき 材料に 取った など は 第 一 義の 問題に ならない。 枕 所敦子 

な ども 顯 a« や 自轉車 を 歌題に し てゐ るが 陳套 依然た る ものである。 こ 
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の 所 佐々 木 氏の 參考 すべ き勲 である。 氏の * げた 蝸牛 九 省 槪 ねこれ に 類 

した 惡歌 である。 

〇〇〇〇o  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 

かり そけ し 園の たかむら 親な きも 子 は 生 ひ 出で 

〇 0 〇 〇 

ぬ 所々 に 

い り そけ し II の 竹 むらに が 生 ひ 出で たと 直截に 歌へ ば 面白いで あら 

う。 夫れ を 「親な きも 子 は 生 ひ 出ぬ」 など. -洒瀰 を 言って ゐる 所が 骨董 

臭に 達して ゐ るので ある。 

0 〇〇〇〇〇〇〇〇  o〇〇〇o〇o〇〇〇〇 〇 

さめな くにし ひて さませる うた 乂寢の 心 は 未た 

〇oo〇〇〇〇o 

寢て こそ あり けれ 

前例 歌と 同 稀 類の 歌で ある。 特に こ、 に擧 げたの は、 古今 狼 「年のう 

ちに 春は來 にけ り」 の 歌と 參 照す るに 便 せんが 爲め である。 


o〇oooo〇o〇o〇o〇o〇〇〇〇〇oo 

あか やして か へ りし 故 か おも ひ寢の 夢路に つ づ 

〇 〇 c 〇 0 〇 

く 花の 山み ち 

「眞に 花 を 愛し 花の 美 を とら へ 得し こと 言逍の 如き は尠 し」 と 佐々 木 氏 _ 

の 推賞せ る 樱の花 例 第一 である。 夢に 見た。 と 直接に 現さ やして 「おも， 

ひ寢の 夢路に つづく 花の 山道」 と 歌って ゐる のが、 小器 川な 技巧の 翫弄 

である。 詞の あやつり を 喜ぶ 古今 新 古今から この 技巧 は 後足す るので あ 

る。 直截なる 萬 葉の 心と 相容れ ざる 一 端で ある。 

〇o〇ooooo〇〇〇〇o〇〇o〇〇〇〇o 

我 身 こそ 何とも 思 はね 妻子ら の S して ふなべ に 

〇 〇 〇 0  0  0 〇 

きこの 世 かな 

佐々 木 氏の 「痛切なる 主觀的 作品 を 見る こと 少 からす」 として 引例せ 

§ る 歌 第 一 首で ある。 「我 身 こそ 何とも 思 はね， 1 に槃 中す るか 「^^^^らのーバ4 
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して ふ」 に 集中すべき 歌で ある。 夫れ を 雙方對 照 させた 所に 巧みが あつ 

て 凝視がない。 「憂して ふなべ に 憂き この 世 かな」 は 想の 輕 易なる と 待つ 

て、 ra^ 子の 1^ 滑な N めに、 の NT- きに も 響き 洒灑 にも 響く。 佐々 木 氏の 所 

謂 「痛切なる」 感受 は 如何なる 所よりも 得る ことが 出來 ない e 

〇〇〇〇〇〇〇 00 〇 00 〇〇o〇 00 〇〇o 

く 花に 遊ぶ を 見れば 鳥 だに も 食む ことのみ は 

〇 〇 〇 0 〇 〇 

屈 は ざり けり 

道歌 乃至 道歌 類似の 歌で ある。 夫れ を 佐々 木 氏 は 「その 歌人と しての 

信念の 强 きを 見る ベ し」 と 評して ゐる。 信念の 强さ など、 何 所に も 現れて 

ゐ ない。 只 「鳥 だに 食む ことのみ に沒 頭せ す」 とい ふこと を 「^く 花に 

遊ぶ を 見れば」 とい ふ擧 例によって 說 明した だけで ある。 「强 さ， 一とい ふ 

の は、 斯欉な 事相の 說明 や、 容易な 調子 を 以て は、 生れて 來な いので ある。 


彼の 歌論 は 彼の 作歌よ， り もや、 上等で ある。 自ら 現代に 自立すべき を唱 

へ、 個人の 自覺を 促して、 宜しく 天 保 歌人た るべ しと 唱 へたる が 如き は 

その 眼目で ある。 然るに、 歌 は それに 比して 甚 しく 下等で ある。 恰も、 

景樹が 「歌 はこと はる ものに あらす。 調ぶ る ものな り」 と唱 へながら、 

その 歌 調 槪ねギ 俗見る に 足らざる に似て ゐる。 佐々 木 氏が、 歌；^ 1^ とし 

て 彼 を品隨 する は 予の關 せざる 所で ある。 彼の 歌論の 壯な るに 透うて、 

急邀 之れ を 以て 近世 歌人の 巨口と なし、 その 平 俗なる 歌 品の 前に 低頭し 

て、 讀 美の 聲を 放たん とする が 如き は、 佐々 木 氏の ために 惜しむべきで 

ある。 予は、 言 道の 歌に、 往々 取る ベ きもの ある を 知って ゐる。 併しな 

がら、 开は 極めて 少數 である。 その 少數の 歌に すら、 予は、 犬なる 辭 

き を呈 する を しむので ある。 彼の 作歌 中、 予の 見て 禿で た.^ とすろ もの 


ま は、 次 號に品 隙す るつ もりで ある。 只， 彼が 歌ス として、 底宗 武良寬 

元義の 徒に 及ばざる こと だけ は、 今日に 於て 斷定 する を 憚らない ので あ 

る。 (大正 七 年 九月 十四日 書く)  ， 

B び 言 道に ついて 

佐々 木 信 綱 氏 は、 十月 三日 「時事 新報」 で 「大隈 言 道に ついて 島 木 赤 

S 氏の 駁論に 答 ふ」 とい ふ 一 文を揭 げてゐ る。 それに 對 して、 簡 單に予 

の 意見 を 述べ る。 

高級なる 藝術 は" 全 意志の 威力 を 以て 人に 臨む。 深く 根ざし、 深く 捉 

へる からで ある。 之れ を古來 歌集に 求む る 時、 萬 葉 集を擧 ぐる か。 古今 

集 以下 を擧 ぐる か は、 已に 時節 後れの 問題で ある。 佐々 木 氏が 「古今 新 


今の 歌風 は、 全然 歌の 堕落で あらう か。 自分 は必 しも さう は 認め^」 

と言うて、 或 程度まで 古今 新 古今の 墮落を 認めながら、 猶 未練の ロ氣を 

存 する は、 氏の 文學に 求む る ものが、 まだ 徹底して 居らぬ 證左 である。 

氏 は、 又、 予を 以て 萬 葉 集 を 和歌の 絕對の 理想と 認めて ゐる ものと 斷っ 

てゐ る。 予は ts5 葉维を 以て、 古來 歌集 中の 最大 權威 として、 之れ を 仲 敬 

して ゐ るが、 之れ を 以て、 和歌の 絕對 理想な りと 思って は 居らぬ。 絕對 

的 理想の 歌 乃至 歌集な どい ふ ものが、 現實 に^ 在し 得べき か 如何 かさ へ 

分らぬ ものである。 從 つて、 予は 今まで 萬 紫 集の 歌 を 以て、 絕對 理想の 

耿 ：！^ と 言った こと はない 害 である。 萬 葉 集なら ば、 高級なる 藝 術の 標準 

を 以て 充分に 臨み 得る ものと する が、 古今 集 以下の 觔 選集に 至って は、 

m 左 樣な萵 い 標準 を 以て 臨む に堪へ ない ものと 信じて ゐ るので ある。 


g 佐々 木 氏 は 『帝 國文學 八月 號」 に 於て 言 道 を 以て 萬 葉 古今 新 古今 何れ 

の 流れ を も 汲ま やして 獨 創の 地歩 を 占めて ゐる ものと して ゐる。 予は之 

に對 して 言 道 は 要するに 古今 集の 傳統 者で ある 事を說 いた。 佐々 木 氏 は 

それに 答へ て 「無論 言 道の 歌風 は 萬 葉.' 古今の 何れに 近い かと 言へば、 

古今に 斤 一 いこと は 言 ふまで もない 」 と言うて ゐる。 これ は 佐々 木 氏の .t= 

暴から して は 「言 道 は 決して 古今に 近くない」 と 言 はねば 自己に 對 する 

責任が 立た ぬ 事で ある。 併し 氏と して 言 道の 古今に 近い こと を認 むる に 

至った の は 犬なる 進歩で ある。 只 氏が 言 道の 古今 集に 近き を 認めながら、 

」 猶 「併し 後世の 葉 歌人の 多くが、 萬 葉 を 模倣して 萬 葉 を脫し 得な かつ 

たのに 比すれば 彼 (言 道) の 歌 は 決して 古今 猿の 模倣で はない。 遙 かに 

濁 創 的の 境地 を拓 いて をる 」 と 言って ゐ るの は、 予の言 道 論に 對 して 無 


ijs である。 何と なれば、 予は言 近 を 論す るに 當 つて、 未だ、 今 » の 語句 

の 模倣者で あると 言った 事がない からで ある。 予は、 言 道の 惯値 を斷す 

るに 當 つて 「萬 葉 狼 を造滅 なく 擺脫 した 歌人で あると 共に、 古今 集の 精^ 

から 何听 まで も襬 脫出來 なかった 歌人で ある」 として 、s 雄渾 の 氣魄 なき 

， J と 調子の 低卑な る ， 」 と S 感情 志 の 1^ 接 表現 を 知ら ざ る - 」 と S 小 主 

觀に沒 頭す る こと ^H: 小才の 利け る こと g 歌 品 平 俗な る こ と を-培げ てね 

る。 卽ち、 言 道の }S 葉から 襬脫 して ゐる こと は、 初めより 予は 佐々 木 氏の 

說を 認めて ゐる。 古今 集の 傳統 者で ある ことに 於いて 佐々 木 氏に 異？ &もを 

挟んで ゐ るので ある。 從 つて、 佐々 木 氏が、 言 道の 歌の 檟値 批判に つい 

て 辯 せんとせば、 予. の擧 げた 六箇條 (少 くも 終りの 三 茵條) について 辯 

§ せな」 よ.' 答 S の 意義 を 生せ ぬので ある。 予の 評論の 精神、 特に 言 近を以 
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て 古今 集傳統 者と する の 意 は * 全く 上記 六箇條 から 發 して ゐ るからで あ 

る。 特に、 予は、 評論の 意 を實證 する ために、 佐々 木 氏の 擧例 中より 六 

赏の歌 を 引き出して、 一 々、 之れ に 批評 を 加へ てゐ る。 佐々 木 氏が、 上 

記六箇 條に對 して 意見 を述ぶ ると 共に、 六 首の 予の 批評に 對 して 意見 を 

述 ぶる あれば、 初めて 的確に 予の 批評に 答へ たこと になる ので ある。 然 

ら ざれば、 問題 は 皆 中心から 外れる の 觀を呈 する。 猶、 佐々 木 氏 は、 頻 

りに 言 道 を 以て 獨創 歌人たり として 推稱 して ゐ るが、 獨創は 直ちに 獨創 

の 價値を 意味し ない こと は、 予の已 に 論せ ると ころで、 取材の 廣汎、 修 

辭の多 方、 用語の 自由の 如き は、 前記 六 箇條の 下に 何等の 意義 を も 持來. 

たさぬ ものに なり 了る こと、 是亦予 の 前文に 於て 論せ る 所で ある。 序 を 

以て 言へば、 天 保の 歌人 は 天 保 歌人 たれ。 明治 大正の 歌人 は 明治 大正 歌 
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人 たれな どい ふこと、 赏は 何でもな いこと である。 その 位の ことで、 3^ 

の 命の ある もの を捉へ 得る と 思へば 遠 ふので ある。 rt^ 宽 ゃ宗武 は、 そん 

な 事 を 口に 出さす して 立派に 獨自の 境を拓 いて ゐる。 これ 等の 人 は、 萬 

葉 集の 權威を 認めた だけで、 最早 立派な 命に 到達して ゐ るので ある。 萬 

葉の 權威を 認めて、 病 牀に命 かぎりの 聲を 張り あげた 子规 が、 如何なる 

歌 を 明治の 歌壇に 胎し たかを 考へ れば， 斯様な 問题 はすべ て 早 分りす る 

ので ある。 子规の 歌が、 萬 葉 集 を 出なかった など 思 ふ 人が あれば、 それ 

から 先き は 話が 出來 なぐなる ので ある。 (大正 七年ァ ララ ギ 十一"^) 

現 歌壇と 萬 葉 集 

正 M 子規の 唱 へた 一 3 葉 集 復活の 聲は、 子规 時代に 反響が なく、 左 千 夫 


， 時代に 反響が， なく、 最近 十 年 漸く 一  般 歌壇に 受け入れられた 觀が あるが、 

本 當には 徹して 居らぬ とい ふ感が 多い。 

明治維新 以來、 日本人の 生活 精神が 物質的に 開放せられ たため、 外面 

W な 物の ひろがり を 求め" 官能的な 末梢 神 經の滿 足 を 求める ことに その 

足 並 を そろへ て來 たこと は、 一 方 世界人 類の 生活 精神と 足 竝みを そろへ 

て來 たのであって、 自然の 勢 ひとい ふこと が 出来る。 現今 人類の 生活が 

物質的に 仲 びれば 伸びる ほど 悲慘 になり、 一 方に は 資本主義の 破綻 を 見 

ようとし、 一 方に は 物質的 萬 能の 平等 觀が 瀰漫 しょうとして ゐる 時、 この 

傾向が、 どん底まで 押しつ まって" 救 はれなくなる 頃に、 漸く 顧みられ 

るの が 束 洋傳統 の 文明で あらう。 さう いふ 省 慮が 日本人の 生活に 現れる 

時、 萬 葉 集が 日本人の 心に 本當に 復活して くるの が 大體の 順序で あらう。 


247 


(^5-洋人の生活精神の傳統は予のたびたび言ひ及んだ所で、 今絮說 しな 

い。 ^一  集が その 傳統の 一 の 現れで ある こと 勿論で ある。〕 この 顺 序から 

見れば、 一お 葉 俊 活の聲 は 日本 歌壇に は 寧ろ： if 過ぎた のであって、 今までの 

0 薬 復活 の聲 は。 來 るべき 復活に 對 して その 準備 位 に 見て いいので ある。 

或る 哲學者 は、 昨年 ドイツよ b 書 をよ せて 

,:::我^|;"定の西；が文叨は、 今： n の 如く 物：^ 的 生 5.;^ の 困窮に 陷リ て）；.^ 反せ. すろ 所 w.^- 知 

らす、 如何に 無理, てむ， U 我の 愁 5,? 滿足ぱ しむべき 手段,， ^< せひ 求めん として、 UM; の 

救済ば 却って 自我の 否定 LL ぁリ、 精；tv^以て物質に打克っLI存すること,c^€-らざる、、 

と 寧ろ 痛ましく 感ぜられ 候 。之に 對 すろ 東洋 或は 日 木の 文化 乃至 生 5^^ 調が， H 已否 定、 

n 已 饿牲、 諦め、 述 命に 默從 して 却て 之に 打克 つ. HI.H の 境地 發見 とんと すろ、、 とと 

は、 .K-.: 正 反對 S 對 gin 有 之、 到底 西 人の 现解 すろ 能ば ざろ 境地と 存じ ひ 吠。 云々 (ァ 

ララ ギー ； 號) 

というて ゐる。 最近 他の 或る 思想家 はフ "レン ス 途上より 書 を 寄せて 

9 


^  、、ちらに 來て 益々 眞劍 Li 日本 硏究 すろ 人が、 もっと 出て 來 なければ なら 51 ことん」 感 

じます (中略い 僕 等に は 世界中 日本 ほど い い 所が ぁリ まぜん 

というて ゐる。 予の 歌の 友 だち が、 最近 ドイツより 濠洲よ ト> 寄せた 手紙、 

叉 皆 この類で ある。 斯樣な 聲 を ssf に 或る 一 部の 聲 であると する は" 現代 

にある 物質 眩惑 者の 類で あらう。 

歌壇の 或る もの は、 現 歌壇 を 萬 葉に 俊へ せと は、 現代人 を 古代人に せ 

よと いふ ことであって、 文明の 逆轉 であると いふ。 さう いふ 人に、 佛徒 

が 二 千 五 百年 前の 釋迦 に禮拜 し、 耶蘇 敎 徒が 二 千年 前の キリストの 前に 

拜 跪す るの は 何の 爲 めかと 問うたら 何と 答へ るつ もり か。 明治の 王政 復 

古 は、 復古であって 維新で ある。 子規の 萬 葉 復活 は、 復活が 直に 個性の 

透徹で ある。 これ は 子規の 歌 を 見る と. 明白に 分かる。 


近頃、 前 田 夕 慕 氏 は， 萬 葉 集 を 土のに ほひで あると いひ、 isi 始 的で 素 

隨 端的な 藝 e であると いひ、 礦石で あり、 撲 であるから 手 ざ は..^ の 粗ら 

ぃ藝 術で あると いふ 風に 說 明した。 大體は それでい い。 ただ 萬 葉の 精髓 

に欹 して 居らぬ の を 惜しむ。 萬 葉の 歌の 至上 所に 入った もの は、 左樣な 

- 要素 を そな へながら、 深く 人生の 寂 塞 所に 入り、 幽遠 所 微細 所に 澄み 入つ 

てゐ る。 形 は 三十 一字に して 內に 深く 籠る ものが ある。 これが 柬洋藝 術 

の 特徴であって、 同時に 生活 形式 を 中樞的 要求に よ つて 簡素に する 柬洋 

• 的 精神の 現れで ある。 前 HE 氏 は 十 數年來 歌壇の 空氣に 入って ゐて、 萬 薬 

の 如何なる もので あるか を 知つ てゐる 害の 人で ある。 その 人に して 猶解 

し 方が この 通り 一 般的 である。 現今 歌壇に 取り入れられた 萬 葉風と いふ 

§ ものが 如何なる もので あるか C その 一端 を 窺 ふべき である。 更に 或る も 


の は 一 種の 氣 まぐれで あり、 流行の 追隨 者で あらう。 萬 葉の 復活 はま だ 

まだ 熟しない ので ある。 予は、 今後 萬 葉の 研究が 第二次 的の さに 入る 

き、 その 中に、 現今 歌人の 幾何が 加って ゐる であらう かと 想像して ゐる 

ので ある。 (大正 十二 年 六月 十六 日、 東京 日日 新聞ぶ リ) 
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